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l 都市のシンボJレロ

ド。

2 .歩道植樹帯:高木

(イチョウ)の反復

植栽。

道路緑化事例写真

l 商業・業務地区の修景植栽。都市の

顔をつくる。

2 中央分離帯 クスノキの反復植栽およ

ぴサツキの植，貴し。

3 歩道植樹帯 クスノキの規則形反復植

栽およびサツキの規則形

(生垣状)連続植栽。

l 都市のシンボjレ白 人

2 歩道の植樹帯。サヲラの列植。

(高木規則形連続植栽)

l 繁華街の緑陰修景

植栽。

2 .中央介離帯 。高木

連続植栽，(緑のボ

リウムアップ)

3 歩道(植ますに高

木反復植栽。



ム

1.介岐点の方向標示植栽

眼前をふさいでいる樹林帯により、そこが交差点

であることを事前に認知できる。

2 路傍植栽.I高木自然形連続植栽。

l トンネJレ開口部の明暗順応促進植栽。

2 .中央介離帯:高木(クロマツ)の単純自然形植栽。

1. IIIJの入口部のランドマーク植栽。
2 路傍植栽・高木(シラカンノリの連続植栽。

l 急勾配法面の修景。

2 緑化ブロックによる植栽

・低木(モン?ナマツ、サツキ)の植潰し。



1.堀端歩道の修景。

2 .歩道(車道側植樹

者) 高木(エンジ

ユ)規則的反復植

栽および低木(玉

物)規則反復植栽。

3 歩道(堀側植ます)

高木(シタレヤ

ナギ)規則形、反

復植栽。

| 多雪地域の歩道植栽。

除雪作業を考慮して植栽間隔を広くとる。

2 歩道植ます.高木(スズカケノキ)の反復権栽。

(三本寄植)

l 歩道修景

2 歩道の舗装酉 プランターボックスの設置。

1.サグ(谷形)区間の視線誘導植栽。

2 歩道植樹帯。高木(シラ力ンパ、オ

ウシュウア力マツ)の反復植栽。



l 市民参加による道

路修景。

2 中央介離帯・高木

自然形植栽および

花壇。

l 曲線道路の視線誘導植栽む

2 歩道植樹帯 高木(ヤマモミジ)

の連続植栽。

1.歩道の{曹長 ・飛び出し防止、防

排ガス、防t尼ハヰ。

2 歩道(植樹帯) 高木(卜ウカエ

デ)規則形反復植栽およびサツ

キの規則形(生垣状)連続植栽。

l 住宅地の緑陰植栽。

2 歩道植ます 高木(ンダレヤナ

ギ)の反復植栽《



lま じ め

近年、経済社会の成熟化が進み、 j悶いのある地域環境の形成、生活の質的向上へ

の社会的要請が著しく増大している。

その中にあって、緑の果たす役割りが改めて評価されつつあり、日常生活の身近

かなところで新緑、開花、結実、紅葉など四季折々にその表情を変える街路樹の緑

に対する期待は大きい。

道路づくりにあたっては、安全性、快適性を追求することは勿論のこと、周辺の

地域環境との調和を図ることが重要であり、 地域の特性に応じた創意工夫を凝らし

て、個性ある道路緑化を図る必要がある。

緑化は短期間でその成果があがるものではないが、地域住民の参加と協力を得つ

つ、長期的視野に立って緑を守り、自IJり、育むことが重要で、ある。

北国の風土を反映するような北海道らしい縁を創り出していく ことは、北海道の

道路緑化計J!!ilの基本的な方針であるが、積雪寒冷という地域ハンディキャ ップを克

服して、立派な緑を育てるためには、他地域に倍する努力がなされなければならな

L 、。

本指針は、北海道の特殊事情を十分反映させ、北海道の道路線化を適切に進める

ためのカイドラインを示したものである。本指針が道路技術者のみならず広く、か

っ有効に利用され、ゆとりと潤いのある、安全で快適な地域づくりに資することを

期待するものである。

昭和 62王子3月

北海道開発局建設部道路計画課
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第 1章総 員リ

1-1 指針の目的

本指針は、北海道における道路緑化の一般的技術基準を定め、その合理的な計画、設計、

施工、管理に資することを目的とする。

〔解説]

本指針は、 『 道路緑化技術基準について ~ (昭和51年7月26日、都街発第40号、道企発

第40号、都市局長・道路局長通達)を基礎とし、積雪寒冷地という北海道の特殊な気象条

件、北海道における道路の交通機能、構造、沿道環境等を十分考慮し、適正な道路緑化を

進めるに当たっての植栽計画、設計、施工、管理fr関する一般的基準を定めたものである。

本指針は、今後整備を進める道路において道路計画の一環として考慮されるべきもので

ある。

1-2 適用の範囲

本指針は、北海道の一般国道等において緑化をはかる場合に適用する。

〔解説〕

本指針は、北海道において一般国道等を新設し、または道路の拡幅等の改築を行い、緑

化をはかる場合lζ適用するものとする。既存の道路に植栽する場合、または既存の植栽の

管理等においても、本指針の趣旨にかんがみ、乙れを準用する ζとが望ましい。

ただし、のり面の安定を目的とする緑化については 「のり面緑化マニュアル(案)J (北

海道開発局土木試験所土質研究室)によること。

1-3 用語の定義

1.道路緑化 道路機能の向上、道路修景、環境保全を目的として、道路用地の中IL

既存の植生を保全する乙と、およひ新たに植栽する乙とをいう。

2.植樹帯 高木、中・低木、芝等を植栽するために設けられる帯状の道路の部分

をいう。

1 -



3 環境施設帯 良好な生活環境を保全する必要がある地域において、新設または改築

される幹線道路の車道の外側K取得される幅10mないし20mの道路の

部分をいう。

4.街路樹(並木) 道路用地の中IC列状に植栽される高木をいう。

〔解説〕

(1)道路緑化

道路緑化とは、道路機能の向上、 道路修景、 環境保全を目的として、 道路用地の中に

緑を取り入れる行為をいう。道路緑化の方法としては、道路予定地内にある既存の植生

を保存して取り入れる場合、および道路築造に合わせて、あるいは築造後に高木、中-

低木、芝等を新たに植栽する場合がある。

本指針では、便宜上、樹木の育成後の高さが3m以上を高木、 1 ~ 3 mを中木、 1 m 

以下を低木と呼ぶこととする。

(21 植樹帯

植樹帯は道路の緑化を目的とし、植栽または既存植生保存のためのスベースとして確

保される帯状の道路の部分をいう。植樹帯には必要に応じて標識、公衆電話ボックス等

の施設が設匿され、また場合によっては沿道から車道へのアクセス路lとより部分的に占

有されることもあるが、主たる用途は道路緑化のスベ スを提供する乙とてーある。なお、

本指針では道路用地内に植樹帯を設けて樹木を槌栽する植栽形式を「植樹帯形式」と呼

」ず主。

(3) 環境施設帯

「道路環境保全のための道路用地の取得および管理fC関する基準J(昭和49年4月10

日付け建設省都計発第44号、道政発第30号、都市局長、道路局長通達)に基づいて設け

られる幹線道路の沿道の生活環境を保全するための道路の部分をいう。

環境施設帯には、植樹帯、歩道、自転車道、副道、 堆雪スベース等が必要に応じて設

置される。

図1ー1は、環境施設帯を設けた道路の例を概念図で示したものである。

(41 街路樹(並木)

街路樹は、道路用地の中IC列状IC植栽される高木をいい、歩道内の植ますに単独で植

栽される場合、植樹帯の中Ii:中・低木と併用して植栽される場合などがある。

なお、本指針では、歩道内に植ますを設け、高木を列状Ii:植栽する植栽形式を植樹帯

形式と区別して「植ます形式」と呼ぶ。

nノ臼



図 1-1 環境施設帯を設けた道路
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第 2章 道路繰化の機能・効果

2-1 道路緑化の一般的機能

道路線化には大きく分類して次のような機能がある。

1. 交通安全機能 2. 修景機能 3. 環境保全機能

乙れらの機能をふまえて、植栽の位置、形態、規模を定める。

〔解説〕

道路の緑化には多くの機能がある。個々の道路を緑化しようとするとき、その多くの機

能のうち主としてどの機能を発揮させようとしているのかを明確にしておかなければなら

ない。その乙とにより植栽の位置、形式規模および樹種が異なるからである。

道路緑化の主たる機能は、およそ次のとおりである。

(j)交通安全機能 i )視線誘導

ii )遮光

iii)明暗順応

iv)交通分離

v)衝撃緩和

(2)修景機能 i )景観調和

ii)緑蔭 ・観賞

iii )ランドマーク

(3) 環境保全機能 i )既存植生の保全

ii)のり面保護

(Jl 交通安全機能

iii )大気浄化

iv)騒音緩和

v)防風

vil防雪

vii)防塵

viiD防火

交通安全機能は、視線誘導、遮光等IC::より道路交通を円滑にし、交通の安全を確保す

るものである。

具怖には、視線誘導、道路の線形(平面、縦断)予告、対向車・側道通行車等から

-4-



のヘッドライトの舷光防止、 トンネノレ出入口部の明暗差の緩和など、運転11:直接関係す

るもののほか、立入りを防止したい場所の明示、分岐点の標示、車道を飛び出す車の衝

撃緩和等があり、道路利用者の疲労を少なくし、交通の安全を図る。

特に、北海道においては冬期における通行の円滑化、安全性の確保が道路緑化の課題

であり、防雪休視線誘導林等による視程の確保、安全性の確保lζ資する道路緑化が望

まれている。

(2) 修景機能

修景緑化は、道路とその周辺環境を合せた地域全体の風致美観を向上させるほか、道

路l乙緑蔭を与え、徴気象を緩和することによって通行の快適性を増進させるものである。

具体的には、沿道環境美の創出と不快・不調和なものの遮蔽あるいは装飾、眺望景観

の取り込みのほか、歩道等に豊かな緑陰や植物観賞の場を提供し、うるおいと安らぎの

ある道路空間を生みだす。

(3) 環境保全機能

環境保全機能を意図する道路緑化は、地域の環境保全lζ資するとともに、道路交通l乙

起因する弊害から沿道を保護するものである。

具体的には、道路交通より生じる騒音、排出ガスが沿道K与える影響の軽減、大気の

浄化(樹葉のガス吸着、煤塵付着等)、防雪、防火等がある。

また、のり面保護のように道路構造自体の保全を目的に緑化を行う乙ともあり、広い

意味の環境保全K含まれると考えられる。

2~2 歩道緑化の効果

歩道の緑化は、道路景観の向上、緑蔭の形成、植物観賞の場の提供、その他歩行者の安

全性確保、視線誘ゑ騒音緩平氏防風、防塵、防火、大気浄化等の効果がある。

〔解説〕

道路緑化の中で歩道の緑化は主要な役割を果す。すなわち、歩道は沿道の宅地が直接面

し、人々が通行し、住民にもっとも身近で日常的な緑のふれあいの場所として捉えられる。

歩道の植栽は、道路の景観を向上させ、緑豊かな木陰や積物観賞の場を提供し、潤いと

安らき、を与える。また、車道寄りの遮断植裁は、走行事のスピ ドからくる危機感の緩和、

車道への飛び出し防止のほか、降雨時あるいは融雪時における車道からの泥はね防止など

歩行者の安全を確保する。
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歩道植栽のもう 1つの大きな役割として、車道上の運転者の視線を道路線形IL合せ、屈

曲高低などの変化を予知させ、適正に誘導する乙とがあげられる。

また、楢裁の形式、規模、樹種lζより差異があるカえ植栽隔が広い場合lζは騒音を緩和

し、風力を減退させ、大気中の塵挨およひψ排気ガスを葉面iζ吸着する効果を発揮する。

その他、延焼防止、避難誘導効果があり.道路のオープンスベ λ機能とともに火災防

止に役立っている。

2-3 中央分離帯および交通島緑化の効果

中央分縦帯および交通島の緑化は、道路景観の向上、ランドマークのほか、対向車線と

の分離の強化、 視線誘導、遮光等の効果がある。

〔解説〕

中央分離帯および交通島は、道路の中央部あるいは交通の要衝に位置し、道路にとって

景観および交通の両面から効果的な緑化を期待するスベ スである。

中央分離帯および交通島の植栽は、歩道における植栽とあいまって道路の景観を向上さ

せるほか、特徴ある樹種 ・ 配植により運転者~<:現在位置を示すいわゆるランドマ - 1) とし

ての効果がある。

また、対向車線開の分離をより明確に強調し、 i選転者の視線を誘導して、道路形態の変

化を予知させるとともに、夜間における対向車の前照灯による舷光の防止、交差点、分岐

点、広場における車両の混走 ・迷走の防止効果がある。

2-4 環境施設帯緑化の効果

環境施設帯の緑化は、 おおむね歩道の場合と同様の効果を有するが、 一般に歩道の植栽

よりも規模が大きいため、環境保全効果を発揮できるほか、道路を視覚的1<:遮蔽すること

による心理的効果も期待できる。

〔解説〕

環境施設帯の緑化iζ関して特に期待される効果として環境保全効果すなわち騒音防止、防

風防雪、防塵、防火等の効果がある。乙れらの効果は、他の対策施設(遮音壁、築提、防

雪柵等)を併用する ζとにより、 一層有効な効果を発揮する。
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2-5 路傍(沿道)緑化の効果

路傍(沿道)緑化は、道路と周辺環境との調和、走行の安全性、快適性を高める効果が

ある o 1寺IL北海道においては、視線誘導および冬期における視程確保、あるいは町の所

在を示すランドマ ク等の効果かヌ目待される。

〔解説〕

路傍(沿道)緑化とは、主として地方部の一般道路において環境との調本氏走行の安全

性、快適性の向上等の効果をあげるために、路側に植栽を行うものである。

~t潟道の一般国道等において特に期待される路傍植栽効果は、視線誘導および冬期にお

ける視程確保効果である。

視線誘導植栽は、単調な大地を走る道路の屈曲部、交差点、分岐点等にアクセントを与

え、道路の方向、位置を知らせるもので、走行の安全性、快適性を高める効果がある。

視程確保のための植栽は、吹雪多発地域を通過する道路の路側lζ樹林を設置し、吹雪に

よって遮られる視程を確保するもので、冬期走行の安全性を高めるものであるO

また、特IL注目すべき路傍植栽として、町(又は集落)の入口部の緑化がある。町の入口部IL

郷土樹木やよく目立つ樹木を植栽し、町の入口の目印(ランドマーク)を設定する乙とは、

運転者に到達感、町に入る期待感を与える。

その他、 トンネノレ出入口の緑化は、 トンネノしの内部と外部との明暗差を緩和し、 自動車

の運転を安全に導くとともに、 トンネノレを通過した後の道路方向を明示し、運転者の不安

を除く効果がある。

2-6 その他の施設緑化の効果

(1 ) ょう壁等のコンクリ ト構造物緑化の効果

ょう壁等のコングリ ト構造物の緑化は、コンクリ ト構造物の圧迫感・違和感の緩和、

修飾効果のほか、反射光の防止、反射音の吸収・軽減効果がある。

〔解説〕

ょう壁等コンクリ ト構造物は、その規模、形態、材質lとより、通行者に圧迫感や心理

的違和感をもたらす。コンクリート構造物の緑化は、ツタ類等の植栽によって構造物の壁

面や施設まわりに潤いのあるテクスチャ を与え、親しみのある施設に変化させる効果を
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有する。

その他、構造物の壁面からくる反射光の防止や、走行車の騒音を吸収・軽減する効果が

ある。

(2) プランターボックスによる緑化の効果

プランタ ボックスによる緑化は、色彩やデザイン面での景観的・装飾的効果がある。

〔解説〕

プランターボックスによる草花や低木(花木)類、ツノレ性植物の装飾的植栽は、無機的

な都市空間11:潤いを与え、快適性を増進する効果がある。

(3) 緑化ブロックによる緑化

緑化ブロックによる緑化は、路側の急斜面を修飾するとともに、表面浸食や法面崩壊を

〔解説〕

緑化ブロックによる緑化は、急傾斜地に適した法面工の 1種であるが、防災効果ととも

に、低木・苗木植栽による修景効果も高い。
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第 3章 道路緑化に j示ける植栽形式

3-1 植栽形式の定義

植栽形式とは、道路緑化lζ期待される機能 ・効果を実体化するための植栽パタ ンであ

り、倒種による形式植栽形態による形式、配植による形式が基本となる。

〔解説〕

道路緑化で使用される植栽形式と しては、次に示す9通りの形式があるが、基本的には樹

種による形式 (単純植主tん混合植栽)、植栽形態による形式(規則形植栽、自然形値栽)、

配植による形式(連続植栽、反復植栽)が大きな比重を占める。

(j) 単純植栽と混合植栽

同一繍種の樹木を用いる植栽形式を単純植栽とし、 2種以上の樹木を用いる植栽形式を

混合植栽とする。

(2) 規則形植栽と自然形植栽

同一間隔に同形同大の樹木を植栽する形式(複数をもって l単位とする場合も含む)を

規則形とし、大小の樹木(樹オ噌を含む)を不等間隔にかつ、釣合いを保って植栽する形式

を自然形とする。

(3) 連続植裁と反復植栽

植樹帯の植栽に代表されるように、植込みが帯状1<::連続して切れ目ない植栽方法を連続

植栽といい、植ます植栽lζ代表されるように、同じ植込みのパターンカ主 ある一定間隔のも

とに反復 ・継続している植栽方式を反復植栽という。

(4) 寄植

釣合い、調和のよい樹木を集めて、狭い l区画の植込みをつくる植栽方式をいう。道路

の低木植裁では 3-10株/がの同一樹種による寄植が多し、。

(5) 群植

樹木を群団状1<::多数植栽する方式をいう。一般に寄植より規模が大きい。

(6) 植潰し植栽

樹木を際問なく配列して植栽する方式をいう。現場用語で 「ベタ植」ともいう。

(以上、図3-1から図3-9まで参照)

なお、植栽形式の効果等については、表3-1のとおりである。
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図3ー 1 単純規則形植栽(中央分離帯) 図3-2 混合規則形植栽(中央分離帯)
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図3-5 反復植栽 図3-6 連続値栽
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表3-1 植栽形式の効果等

樹種による形式 植栽形態による形式

単純植栽 混合植栽 規則形植栽 自然形植栽

同形岡大の樹木を 大小の樹木を相互に
同一樹種の樹木を 2種類以上の樹木

植栽形式 同一間隔に植栽す 不等間隔にかっ釣合
用いる。 を用いる。

る。 いを保って植栽する。

自然的な景観。
単調かっ画一的な 変化に富んだ、 リ 統一のとれた画一

景 観 樹林的景観、緑の多
景観。 ズム感のある景観。 的な景観。

い街なみ。

商業地域。 散策路など緑道的要

歩行者の多い場所 求のあるもの。
どんな地核でも適

地 域 住宅地域。 に適する。 官庁街、都市郊外な
する。

狭幅員道路でも可 どに適する。

能である。

すっきりした道路、 四季¢摩書ill.¥¥¥iがある。 樹下も通行でき、 快適な緑道的歩道空
効 果

街並みができる。 緑画句郭眠がある。空間効率もよい。 間となる。

簡単であるが病虫 明定方法は多種に 樹型の整理、建築限

管 理 害の発生の恐れが わたり、多様な管 簡単である。 界線など、管理が複

ある。 理が要求される。 雑である。

。4
旬
E
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3-2 歩道の植栽

3 -2 -1 歩道幅員と植栽スベース

歩道の植栽は、植ますまたは植樹帯形式とする。また歩道IC植栽する場合の歩道幅員は

3.5メートノレ以上あることが望ましい。

〔解説〕

すべての歩道について植栽を行い、快適な歩行 ・走行環境を確保する乙とが望まれるが、

歩行者のための空間と街路樹等の植物生育のための地上および地下空間とをそれぞれ確保し

たうえで、調和のとれた植栽とすることが必要である。

経裁する場合の歩道幅員は、冬期間の除雪作業を考慮して3.5メ トノレ以上あるととが望ま

しいが、雪の少ない地方および歩行者の少ない場合は、 2.5メ トル以上でも植栽すること

ができる。

歩道の植栽には、植ます形式によるものと槌樹帯形式によるものがある。従来、並木とし

て高木を一定間隔のもとに列状に配列する植ます形式が多く採用されてきたカえ最近では樹

木の生育を健全にするとともに、道路緑化の機能をより効果的lζ発揮させる植樹帯形式が評

価されている。

植ますおよび植樹帯形式の選択を歩道幅員との関係で示せば、表3-2、図3-10のとお

りである。

表3-2 歩道幅員と植栽スベ スの形式

植栽スベ スの形式
歩道幅員

都 市 部 対世 方 部

3. 5 ~5. 5 m 植樹帯または植ます形式
!植樹ー植印式

5. 5 m以上 植樹帯

内
ペ

UI
 



図3ー 10 歩道の植栽形式

植ます形式による歩道徳栽

植樹帯形式による歩道徳栽
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3-2-2 植樹帯およひ植ますの位置、構造

植樹帯は、 緑石を設けて区画するものとする。位置は歩道内の車道寄りを原則とし、幅1.25

メートノレ以上、連続設置を基準とする。歩道幅員、歩道交通量および沿道の状況によっては、

歩道の中央寄り、 歩道の路端寄り、またはそれらの併用lとより設置する乙とができる。

植ますは、プロック等により区画し、その位置、幅は植樹帯の設置標準p:::準ずるが、植

lますの配置は一定の間隔をおいて反復・継続的に設けるものとする。

植樹帯およひ猫ますは、街路樹等の植栽・生育のために必要な土壌空間を確保し、雨水

の入りやすい形状・ 寸法および様造とする。

〔解説〕

(1)植樹帯形式

植樹帯は、縁石を設けて歩行者等の通行の用lζ供する部分とは明確に区画して植栽する。

設置位置は、植樹帯の効果の発揮と良好な生育空間の確保をはかるため、歩道内の車道寄

りを原則とする。歩道)i¥'i員が広い場合等iζは樹冠幅の広がりを考慮して歩道の中央寄りに、

また歩道が河岸 ・堀端・のり肩等IL接する場合には、それらK接する路端寄りに設置する

乙ともあるが、除雪方法も念頭1<::入れて決定する。

植樹帯の幅は、その効果の発揮のために低木類の校張り等を勘案し、縁石を入れた外の

り幅を原則として 1.25メートル、できれば1.5メートノレ以上とすることが必要である。

値樹帯は、切れ目なく連続的1<::設置すべきものであるカえ横断歩道、歩道切下げ部、バ

ス停留所、公衆電話ボァクス、消火栓等の施設のある箇所では、それらの施設の設置およ

び利用1<::必要な空間を確保する。なお、照明灯、 道路標識、電柱その他ζれに類する道路

付属物等は、格別の支障がないかぎり植樹帯内に取り入れる乙とができる。

また、植樹帯を設置した区聞には、 原則として車道側に防護柵は設けない乙ととし、交

通安全上の必要から設置する場合は、樹木の生育と景観を損わないよう配慮する必要があ

る(図 3-11参照)0 低木を植込んだ場合は、柵を設け雪圧を緩和することが望ましい。
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植樹帯形式による歩道植栽図3ー11
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(2) 植ます形式

植ます形式を用いる場合には、プロック等で区画するものとするが、その平面形状には、

矩形、円形、半円形その他があるのいずれの場合でも街路樹に必要な土壌面積を十分に確

保できる寸法・構造としなければならないが、一般には、交通確保を考慮して縦断方向に

長い矩形とする乙とが多い。

植ますの配置間隔は、通常10メートノレであるが、期待する機能、樹種、仕立方式により

8~12メ トノレとする場合もある。

植樹帯および植ますの地下は少なくとも深さ 1メートノレ程度以内は地下構造物や埋設物

等を排除することが望ましい。また、植栽樹木の大小により所定の深度を良質土壌とし、

必要に応じて客土を行う。

なお、植樹帯および植ますとも縁石の設置にあたっては、縁石の上端を歩道舗装面の高

さと同じにし、雨水が植栽土壌内に流入して水分の供給をはかるように配慮する乙とが必

要であるo (図3-12、図3-13参照)
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図3-12 植ます形式による歩道植栽
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3-2-3 歩道の植栽形式

植樹帯形式の植裁は、高木を含めた連続槌栽を原則とする。植樹帯の幅員および沿道の

状況によっては、高木の他1<::低木と芝等による群植、寄植等の配置を考慮する。また、広

幅員の植樹帯においては、高・中 ・低木を併用し、規則形または自然形植栽とする。

植ます形式の植栽は、道路の区間ごとに高木の規則形植栽を原則とする。また、植ます

内の余地には、必要に応じて低木、芝等を植栽しでもよい。

〔解説〕

歩道の槌樹帯あるいは植ます植栽に求められる主な緑化機能は、高木の植栽によって発揮

される修景 ・緑陰・視線誘導機能、低木の植裁による修景 ・観賞、防塵・防排ガス ・防泥は

ね機能、および高木、中木、低木の植栽による修景あるいは騒音緩和機能などであろう。求

められる機能に応じた植栽形式を採用することが必要て、ある。

(1)値樹帯形式による植栽

植樹帯内の高木植栽は、一般的iζ単純規則形植栽が原則である。すなわち、 一定の道路

区聞を設定し、同一間隔に同一樹種で同形、同大の高木を整然と値栽し、統一・均斉美を

発揮させるとよい。

植栽間隔は、通常日照、通風、見通し等を配慮し、樹間幅(おおむね 4~6 メ トノレ)

1<:: 2メ トノレを加えた距離、すなわち 6~8 メ トルとするのが一般的である。自然仕立

てで大きい樹冠幅となるときは、!O~12 メ ー トノレの植栽間隔とする場合もある。

また、沿道の状況に応じて高木植栽のほか、芝生地、低木の寄植または群植などの修景

植栽を考慮する。都市部の主要な箇所においては植樹帯の一部1<::季節の草花を植栽し、花

題とするのもよい。

さらに、植樹帯内を低木で生E亘状または植潰しをし、防塵・防排ガス ・防泥はね等の効

果を期待する ζとができる。

植樹待が広幅員の場合には、不規則な自然形植栽あるいはいくつかの樹種をとりまぜた

混合植栽を併せ用い、スケーノレの大きい修景摘栽を行う乙とも可能である。

その他、交通公害と対応して特1<::騒音緩和を目的とす楊合同、樹立・中木・低木の規則形ま

たは自然形植栽とし、厚みのある植樹帯とすることが有効である。

(2) 植ます形式による植栽

纏ます形式の植栽は、原則として高木の並木植栽(単純規則形植栽)を原則とする。植

栽のパタ ーンは、表3-31ζ示すように、 lつの植ます当り l本植え、 2本植え、 3本植
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えなどがある。

表3-3 植ます形式の植栽パターン

1本植えの場合 企 10m程度 企 10772程度 A 
2本植えの場合 0'"程度

3本植えの場合 EL l-=.r 10m ~Lît 9-12"' 

( L :計画樹冠径 (3-4m))

2本植え、 3本植えは、緑陰・視線誘導機能のほか、緑のボリュ ムアップあるいは防風

機能を発障することができる。

高木が植栽された植ます内の裸地i乙低木または芝等を植栽する乙とは、美観形成のほか、

植ます内の踏固め防止、土壌安定など樹木の育成上からも有効である。また、植ます内の

踏固め防止、雑草防除の面から、植ます内にパーク堆肥またはチップを3叩程度の厚さに

敷くのも有効である。

司
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図3-14 緑涯を配慮した歩道植栽(纏ます)

人あるいは車を夏の日ざしから保護するほか、涼しい緑蔭によって、通行者lζ潤い

と安らぎをもたらす。

緑蔭機能を発揮させるためには、 高木で枝の広がる樹種が適当である。

図3-15 緑蔭および歩行者の安全性を配慮した歩道植栽(植樹帯)

高木植栽による緑蔭形成のほか、低木の植込みを加えることICより、走行事のスピ

ドからくる危機感の緩和、車道への飛び出し防止、降雨期あるいは融雪時における

車道からの泥はね防止など歩行者の安全を図る。なお、低木の植込みには、柵を設け、

雪圧を緩和する乙とが望ましい。

つ-
n〆hu



以上、植樹帯および植ます形式の配植にあたっては、車道および歩道の建築限界に留意し、

下校の高さ、校張りなどが建築限界線を侵して交通の障害と忽らないようにするとともに、

交差点および横断歩道付近では、安全な通行を確保するため必要な視界が妨げられないよう

横断歩道の手前10メートノレは、低木または地被植栽を用いるなど配植に注意しなければなら

ない。(図3-16参照)

図3ー16 植栽空間・建築限界・堆雪スベ ス

23 

建築限界

450 

J 車道一一



3-3 中央分離帯および交通島の植栽

3 -3 -1中央分離帯および、交通島の植栽スベ ス

中央分離帯に中 ・低木を布直裁する場合11::は、原則として中央分離帯の幅が2.0メートノレ

以上(樋栽可能幅員1.5メートノレ以上)とし、高木を植栽する場合には、中央分離帯の幅

が3.0メー トノレ以上(植栽可能幅員 2.5メートノレ以上)とする。

交通島11::中・低木を植栽する場合には、原則として交通島の植栽可能面積が2.0平方メ

ートノレ以上とし、高木を徳裁する場合lζは、交通島の植栽可能面積が5.0平方メートノレ以

上とする。

ただし、中央分離帯の幅が2.0メ トノレ未満(植栽可能幅員が1.5メ トノレ未満)ある

いは、交通島の植栽可能面積が 2.0平方メ ートノレ未満の場合11::は、芝等の草花類を植栽で

きるものとする。

〔解説〕

北海道開発局の『道路工事設計基準(昭和61年度).Jによると、道路区分 ・地域区分lζ対

応した中央帝 ・分離帯と植裁との関係は表3-4、図3ー17、図3-18のように規定されて

いる。

来1
本指針が樹木植栽の対象とするのl本植栽可能幅員 1.5メートル以上を有する幅員2.0

メートノレ以上の中央分離滞で=ある。

また、樹木植裁の対象とする交通島の規模については、中央分離帯の植樹規定lζ準拠して

次のように定めた。

ィ.交通島の中 ・低木植裁のためのスベース(M1 ) 

I (分離稽幅員2.0m 12 
M1=3.14xi -(建築限界0.25m )トミ 2.0m' 

2 

ロ.交通島の高木植栽のためのスベ ス(M2) 

I (分離帯幅員3.0 m . ]2 
M2= 3.14x i ー(建築限界0.25m ) ~ 弓 5 . 0 m' 

2 

なお、植栽空間的には、中央分離帯の植栽可能幅員が1.25メートル以上あれば高木樋栽が

可能であり、0.5メ トル以上あれば低木植裁が可能である。同様に交通島についても、植

栽可能面積が2.0平方メー トノレ以上あれは高木植栽が可能であり、 0.2平方メートノレ以上あ

れば低木植栽が可能であるので、諸条件を勘案して採用樹種を決定する。
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〔用語説明〕

※ 1 植栽可能幅員(または植栽可能面積)

中央分離帯、交通島など施設全体幅(又は面積)から両側の建築限界を除いた部分で、

樹木等の植栽か;jjJ能なスベースをいう。

表3-4 中央帯の幅員

孟ポ竺 主要幹線道路

都 A 
5.00 

ηz 

4.00 
市

部 B 4.00 

地 C 3.00 

方
部 D 3.00 

図3-17 中央帯と中央分離帯

日50
車道|側帯

幹線道路 補助幹線道路 摘 要

3.00 m 

3.00 

図3ー18 中央分離帯の建築限界と植栽幅(例〕
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3-3-2 中央分離帯および交通烏の植栽形式

中央分離帯の纏裁は、中・ 低木や芝等地被類を主体とし、広幅員の場合11:は高木を併用

する。

配植にあたっては、景観上の配慮のほか、視線誘導、遮光効果を勘案して植裁の形式

樹高および間隔を決定しなければならない。

なお、交差点、屈曲部等においては視距を確保するよう植栽上の配慮が必要である。

交通島の植栽は、低木を主体とし、規模が大きい場合は、下枝の上った高木を使用する。

配植にあたっては、 交差点、広場、その他設置場所に応じて景観の調和をはかり、視距

を勘案のうえ視界iζ7?セントをつける強調植裁とするのがよい。

〔解説〕

(1 ) 中央分離帯

中央分離帯の植栽は、 道路の機能向上、所定の視距、建築限界を確保するととはもちろ

ん、見通しのよい開放的なものとし、主として芝等と中・低木を用いた配植とする。

夜間における対向車の閃光を防止する中央分離帯植栽として、遮光植裁がある。植栽形

式は、低木(又は中木〉規則形・反復植栽となる。その場合、遮光11:要する樹高は0.6~ 

1.0メートル程度で=あるが、視距を確保しなければならないとζろでは、 0.6メートノレ以

下とする。植栽間隔は、 2.0~4.0 メー トノレ程度 C又はそれ以下)とする(図 3 ~19参照〕。

なお、自動車専用道路のように遮光効果を重視する場合、樹高1.5メートノレ、植栽間隔

6. 0メートル程度とし、 1箇所3~10本植えとする。

また、交通量の多い区間では、車両交通の分離を強化する植栽がある。植糊試は、低

木の性垣状・植潰し)連続植栽となる(図3-20参照)。

広幅員の中央分離帯については、必要11:応じて景観形成あるいは緑量の増加等を考慮し、

高木植栽を加え、規則形または自然形に配植する(図3-21参照)。
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図3-19 規則形植栽
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図3-20 連続植栽
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図3-21 自然形植栽
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(2) 交通島

交通島の配植は、基本的には中央分離帯と同様であるが、設置位置、規模、形状等の条件

IC応じて芝等地被類、低木による植栽とするカ丈高木を用いる場合は枝下の空間(枝下高2m 

以上)を確保して視距を妨げないよう考慮する。

特IC交差点内の交通島の植栽は、必要な視距の妨げとならないよう植栽位置、樹高等につ

いて交通安全上の配慮が必要である。

また、都市部では交通島が市街地の景観のアイ・ストップとなる ζとが多いので、交通

機能の保全 ・向上とともに景観を強調するランド7ークとしての配植を考慮する。

都市部の交通島のうち、駅前広場など主要な箇所については、ヘノレト状またはポイント状に芝

生内の一部に季節の草花を植え、荷重を設けるζとも効果が大きい(図3-22、図3-23参照)

図3-22 交通島の植栽
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図3-23 交通島のランドマ ク植栽

交通島のランドマーク植栽は、運転者に現在位置を知らせたり、道路の分岐点ある

いは町の入口部、駐車場等を示すために行われるものであり、よく目立つ樹木(高木)

の植栽あるいは特徴ある樹種・配槌が求められる。
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3-4 環境施設帯の植栽

3-4-1 環境施設帯の幅員

環境施設帯の幅員は、車道端から10メートノレまたは20メ←トノレで=あり、側帯、切・感土の

り面を含み、植樹帯のほか必要に応じて歩道、自転車道、遮音壁、防雪柵、堆雪スベ ス

等を幅員内IC設けることができる。

〔解説〕
、，.

環境施設帯の設置.玩、は、主として住居系地峡を通過する道路(車線の数が4以上のもの等)

に適用さオL その幅員は道路交通量、道路構造および通過する沿道住居環境事情等によって

異なる。

(1) 潔境施設帯の幅員が10メートノレの場合

良好な住居環境を保全する必要がある地域を通過する 4車線以上の幹線道路については、

幅員10メートノレの環境施設帯を設ける。

(2) 環境施設帯の幅員が20メートノレの場合

良好な住居環境を保全する必要がある地域を通過する自動車専用道路であって、道路構

造が切土、盛土あるいは高架(他の道路の上部に設けられる場合に限る)であり、かっ夜

間IC相当の重交通が見込まれる道路については、幅員20メ トルの環境施設帯を設ける。

ただし、沿道建築物の不燃堅牢化が進んでいる地域ICついては、申韻10メートノレとする。

以上であるカえその他特別の理由iとより、やむを得ない場合には、適切な幅員とする ζと

ができる。

※『道路環境保全のための道路用地の取得及び管理IC関する基準について.!(昭和49年4

月10目、都計発第44号、道政発第30号、都市局長 ・道路局長通達)より。

3 -4 -2 環境施設帯の植栽形式

環境施設帯の植栽は、常緑樹を主体とし、スペースを有効IL利用しながら植栽効果を十

分発揮できるよう配慮し、原則として高・中・低木混合植栽とする。

また、植樹帯としてのり函を利用する場合は、のり勾配lζ適した樹木を選定する。

〔解説〕

環境施設帯内の植栽帯IC期待される主な機能は、騒音緩和、防風、防火等である。環境施
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乙れらの機能および、道路構造、環境施設帯の位置・形状 ・規草色設帯の植栽にあたっては、

沿道の建物、地形、槌生、風向・ 風速等を考慮して合理的に許画する必要がある。

騒音緩穂時直裁は、基本的lζは混合自然形連続徳裁である。樹種は常緑樹を主体とし、枝葉

密度の高い高 ・中・低木を使用することが望ましいが、民地側については冬期の日照を確保

することが必要とされるので、落葉樹とすることが適当である。

また、騒音緩和効果を高める方法として、遮音堤の築造がある。その場合、遮音堤の高さ

のり勾配は1: 1. 8より緩い勾配とする。は3.0メ トノレ以下、

2.0メートノレ以上の平場を設ける。遮音壁を併設遮音堤の天端Ii:高木を植栽する場合は、

する場合は 3.0メー トノレ以上必要である。

のり面の安定度、のり勾配、切・盛土の1I1J，土質、のり面iζ植栽しようとする場合には、

植栽後の維持管理作業の密度等によって植栽方法が異なる。

すなわち、切土面には、原則として低木、苗木以外は植栽しないものと し 中・高木を槌

のり尻、小段等にあらかじめ平担な植栽スベースを確保しなければならない。栽する場合は、

のり尻、小段の平担部が主体となる。のり面に植また、盛土K植栽する場合は、のり肩、

栽する場合には、のり勾配が低木または苗木で1.8、中木、高木で l・3.0より緩い勾

配である乙とが望ましい(表3-5参照、)。

のり面こう配と樹木との関係表3-5

植栽可能樹木

被
木
木

地
低
首

被
木
木
木

地
低
品
田
中

被
木
木
木
木
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勾配か急なのり面11:植栽する場合は、倒木、のり面崩援等が生じ易いため、石積、編柵、

支柱等の手段により防災に留意しなければならない。

騒音防止のために使用される遮音壁は、原則として(吸音型遮音壁の場合を除く)ツノレ性

植物によって緑化する乙とが望ましく、施工当初は中・高木によって壁画露出による違和感、

圧迫感を緩和するよう配慮する。

遮音壁、構造物表面等をツノレ性植物によって緑化する場合、遮音壁基礎部、 のり尻、のり

肩部の土壌条件、日照(陰陽)、水分状況(乾湿)、のり勾配、年間の外界温度等現地の諸

条件を詳細に調査し、 採用種を決定する必要がある。

ツノレ性植物Kも種類11:よって種々の性質があり、気根、吸着援を出して登はんするもの、

まき毛(まき)ツノレによって登はんするもの、主として下垂するもの等さまざまであるので、

ツノレ植物の性質も熟知して適材適所で使用し、ネ ット等補助工も必要に応じて完備する必要

カ主ある。

ツノレ性橿物の生長は概して遅いため、当面は中・ 高木によって緑化修景を図るよう、値栽

場所の確保、遮音壁の形状 ・構造等を考慮する必要がある。

防風車直栽は、基本的には騒音緩和植裁に準じた構成でよいが、通風率を40%程度確保する

乙とが望ま しい。

※l ※2 
防火植栽11:関しては、防火性、 耐火性、 の樹種を使用し、高木 ・中木 ・低木の混合植

栽が望ましい。なお、防火植裁は防風車直裁と同様に通風率を40%程度とする。

(以上、 図3-24から図3-27まで参照)

〔用語説明〕

※ l 防火性

防火性とは、樹冠の生枝葉による熱遮断効果が大きしまた枝葉自身の着炎性が少

なく、引火時聞が長く、かっ引火後の火勢が弱いなど延焼防止に役立つ性質をいう。

例:ドロ ノキ、カ シワ(着葉期)、イチイ etc 

※2 耐火性

耐火性とは、被災後の個体の生死、すなわち再生力の強さを表わす。

例 :ミズナラ、ポプラ、カγ ワ、 ドロノキ、ニセアカ シア、マ ソサ? etc 
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図3-24 一般道路の環境施設帯植栽

車道 側道

植樹帯

| 環境施設帯

図3-25 自動車専用道路・遮音穫を用いた環境施設帯植栽

歩道

環境施設帯



図3-26 

車道

:t: 

自動車専用道路・築堤の場合の環境施設帯の植栽
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図3-27 自動車専用道路・切土の場合の環境施設帯の槌栽

中木



3-5路傍(沿道)の植栽

3 -5 -1 路傍植栽のスベース

路傍植栽は、期待される機能を十分発揮するために必要とされる植裁の位置、形状、規

模を十分検討し、当該植栽用地を確保するよう努めるものとする。

〔解説〕

路傍植栽1<::期待される主な機能のひとつとして視線誘導機能がある。視線誘導機能を発揮

するための梅栽スベースは、道路管理敷幅とされる路肩から 7.5メートノレの範囲内に設定す

るものとする。

ただし、道路管理敷は、除雪による飛雪および堆雪スベースの確保を目的としているので、

槌栽スベース確保にあたっては、 ζれらの目的を阻害しないよう十分配慮する。

道路管理幅以外の路傍植栽の場としては、残地、のり肩、のり尻の平担部t池)およひめり面が

主体となるが、のり面1<::布直裁する場合は、のり面を荒し、のり面崩壊の原因とならないよう

注意を要する。

3 -5 -2 路傍の植栽形式

路傍植栽は、交通、道路構造・線形、工作物、土地利用、地形、土境、気象、既存植生

等の状況を十分把握し、期待される機能を発揮するため、既存樹木・樹林の保全とあわせ

て樹種、植栽形式を検討し、施工、管理が容易であるものとする。

〔解説〕

路傍植裁は、特Iζ走行の安全性、沿道環境の保全あるいは修景が求められる道路の区間IL

おいて実施される場合が多い。従って、当該道路区域の現況を十分把握し、植裁の目的に照

して、現存の地形や植生等の諸条件をどのように整理し生かすか、また新植する場合、どの

位置にどういう種類と形状・寸法の材料をどういう形式と規模で精栽すれば、その効果を最

大1<::発揮できるか、さらに施工や維持管理を容易1<::し、効果を永続的にするにはどうすれば

よいか等を細かく検討し、合理的でかつ妥当性のあるものとする。

(1l 視線誘導植栽

路傍植栽のうち、視線誘導植裁に関しては、道路構造、地形(斜面地、平担地)、道路

線形(直線、曲線)、交差点 ・分岐点等の状況を把握し、 常緑樹を主体とする高木(ある

phυ 

n
4
U
 



いは将来高木となるもの)を道路の片側(または両側)に列植する乙と(規則形連続樋栽)

によって線形を予告し、走行方向を適正に誘導する。その場合、冬期の降積雪、吹だまり状

況等を十分配慮しなければならない(図3-28、図3-29、図3-30参照)。

積雪寒冷地でしかも土壌条件の悪い北海道では、視線誘導林の造成手法として、前掲の苗

木植栽による緑化手法などが検討されてよL、。その場合、防風 ・防砂のための滋木植栽は、

※l 
チッ素固定能力のある早生樹種 がよく、地表環境保全のためのグランドカバ としては

緑肥植物栄2がよし、。

〔用語説明〕

※ 1 チァ素固定能力のある早生樹種

ニセアカシア、ヤマハギ、エニシダ、ハソノキ、ヤ7 ハンノキ、コパノヤマハンノ

キ、ヒメヤ γ ャプシ、アキグミ なと、。

※2 緑肥植物(草本類)

Fロ バ、ウマゴヤシなど。

(2) 町の入口部のランドマーク植栽

地方部を通過する道路にあっては、町の入口部1<:修景 ・ラγ ドマーク植栽を行う。使用

する樹種は、郷土樹木、その他開花、新緑、紅葉あるいは樹形の美しい樹種とし、植栽形

式は規則形または自然形連続植栽(値栽延長 100メートノレ程度以上)とする(図3-31 

参照)。

(3) 分岐点の方向標示植栽

広々とした平野を通過する道路の分岐点1<:は、運転者1<:道路の分岐を知らせる方向標示

植裁を行う乙とが望ましい。植栽形式は高木の単純規則形連続植裁が適当である(図3-

32参照)。

(4) トンネル関口部の明暗順応促進樋栽

トンネノレを通過する運転者の明暗I1贋応をすみやかにするため、 トンネノレ関口部1<:樹冠の

大きい高木を列状1<:植栽(高木規則形連続植栽)を行う。植栽は坑口型及び地形等から検

討し、延長は50メートル以上とする(図3-33参照)。
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図3-28 曲線部外側の視線誘導植栽

曲線部外側1;::列植することにより、前方における道路の線形をできるだけ自然な方

法で運転者に予知させる。

図3-29 クレスト区間の視線誘導植栽

線形がクレスト(crest， 山形)になっていると乙ろは、その頂上K低い木を植

え、少し下ったととろに高い木を植える。乙のようにすると、遠くからもクレスト頂

部を越えて、向う側の高い木の梢が見えるのでL方向がはっきりし、視線誘導1;::役立

てコ。

勾

dqu
 



図3-30 サグ区間の視線誘導横栽

線形がサグ(sag.谷形)1ζなっていると乙ろでの植栽は、サグの底をはずし、そ

の前後lζ植栽する。サグの底Ii:高木が列植されると、視野が狭められ、 一層サグが強

調される。

図3-31 町の入口部のランドマーク植栽

町の入口部に大径木の規則形植栽(あるいは郷土木、花木等の規則形または自然形

連続植栽)を行い、運転者Ii:町Ii:近ついた乙とを知らせる。

no 
qu 



図3-32 分岐点の方向標示植栽

道路の本線と支線の分岐点には、本線の外側と支線の曲線外側Ii:高木の規則形連続

植栽を行う。

ただし、支線の高木植栽に際しては、見通しをさえぎらないよう分岐点から適当な

距離をとる。

図3-33 ト ンネ}~関口部の緑化

トンネノレ出入口付近において、歩道や路肩tζ高木 (できれば常緑絹)を植栽

し、 トンネノレ内外の明暗の急激な変化を緩和する。
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3-6 その他の植栽

3 -6 -1 ょう壁等コγFリート構造物の緑化

(1 )緑化の対象

ょう壁等コンクリート構造物の緑化は、道路用地内にあるコンクリート構造物を対象と

し、おおむね次のような施設等が該当する。

(I)道路構造物

橋、高架、 トンネノレ関口部

(2)附属施設

スノーシェッド、ょう壁、コンクリ トのり枠等の防護施設

(3) 兼用工作物

堤防、護岸、ダム等

〔解説〕

橋、高架などの道路については特に橋台、橋脚が、 トンネノレ関口部では外壁が緑化の対象

となるO

スノ シェッドは外部から見える7'U柱が、ょう壁、コンクリートのり枠等の防護施設につ

いては、壁面全体が緑化の対象となる。

堤防、護岸、ダム等の兼用工作物は、原則として道路管理の範囲に含まれる部分で、主と

してバラベット部分が緑化の対象となる。

(2)植栽形式

コンクリート構造物の緑化は、修景機能の発揮を目的とするもので、ツノレ性植物による

壁面緑化を基本とするが、その他高・中・低木による施設等の足元まわりの寄植、群植、

あるいは堤防、護岸等f<::沿った中・低木の自然形連続植栽を考慮する ζとか望ましい。

〔解説〕

コンク担ート構造物の緑化は、構造物の装飾および構造物と周辺環境との景観的調和を巨

的として行うものである。

コγタリ ト構造物の緑化にあたっては、主としてツノレ性植物を使用するが、ツノレ性植物

の特性(常緑・落葉主登はん性・下垂性等)を吟味し、景観、交通、管理上の観点から樹種

を選定する。
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また、コンクリート構造物の緑化は、ツノレ性植物による壁面緑化のほか、施設等の足元K

高木、中木、低木による寄植、群植を行い、構造物の威圧感を軽減させる(図3-34から図

35まで参照)0 

その他、堤防、護岸のパラベヅトなどに平行して生垣状の遮蔽植栽等を行い、 違和感を緩

和させる。

橋あるいは高架およびそれらの周辺の緑化は、道路のデッドスベースを活用するものであ

るが、日照、通風、雨水、 土壌など植物の生育環境としては極めて悪い条件であるので、陰

樹等の樹種選定、スプリ γクラ一等による注水方法、客土あるいは土壌改良などそれぞれに

ついて十分な検討を要する。

構造物の緑化を行う場合、その地盤が自然の大地とは異なり、人工地盤となる乙とがある。

その場合には、土壌の軽量化、 組成の改良、給排水のシλテム化、施肥方法を十分検討する

必要がある。

図3-34 コンクリー卜ょう壁の緑化

~ ~ 

コンクリートょう壁は、 一般に平面、 直線、鋭角などを生じ、自然のなだらかな姿

と著しく不調和となる。ょう壁の上部や下部K樹木植裁を行うほか、 ツタ植物で壁面

を覆うなど、周辺自然環境との調和を図る。

唱

4
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図3-35 オーバーブリッジの緑化

オーバープリァジの取付部(橋台を含む)においては、施設まわりに高木、中木、

低木などの植栽を行うほか、構造物の壁面をツタ植物によって被覆し、思"みやすいも

のとする。

3-6-2 プラ γターボッPスによる緑化

(1l プランターボッタス

プランタ ボックスは、コ ンクリ ート鉱塩化ビエ ノレ製、木製その他があり、円形、

〔解説〕

プランターボックスは各種あるが、主として都市部の歩道、自転車 ・歩行者道(以下自歩

道という。)に設置される。

ただし、プラ γタ ボックスによる緑化は、通常の地盤への植栽が、権造その他の制約条

件のために不適当あるいは不可能な場合に限り採用する。

(2) 植栽 ・配置

プランターボックスによる緑化は、プランタ ボックス内lζ草花、中・低木を植栽する

とともに、交通量、歩道あるいは自歩道の幅員、沿道建物用途、土地利用等を勘案しなが

ら、適正に配置する。
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また、プランタ ボックスによる緑化は、移動が容易であることが特色である。したが

って、冬期の積雪期には必要IC応じて撤去し、堆積スベースlとあてることが望ましし、。

〔解説]

プランタ ボァクス内の植裁は、四季折々の草7E.花木、観葉植物を植栽する乙とが望ま

しし、。

図3-36 プランタ ボックス(恒IJ) 

プランタ ボックスの配置は、都市部を通過する道路の市街地特性を十分配慮しながら、

歩道あるいは白歩道内に適正に配置する。特に、通勤、通学、買物のための交通が集中する

歩道、街の広場や休憩スベ スに近接する自歩道などに設置するとよい。

また、プランターボックスは移動可能なので、冬期は撤去し除雪作業スベースや堆雪ス

ベースに余裕をもたせる乙とが望ましし、。特に、幅員の小さい歩道においては配慮する必要

があるO

プラ γターボックスの植栽条件は人工地盤による場合と類似しており、プランタ 内の土

壌および水分条件にあらかじめ十分な配慮がいる。特l乙植栽条件lζ対応して綿密な維持管理

計画を樹てる乙とが必要で=ある。

3← 6 -3 緑化プロヅクによる緑化

(1 )緑化プロァクの適用

緑化プロ， "は、急乙う配の斜面またはのり面を緑化する場合lζ用いる。
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〔解説〕

緑化プロヅタの使用は、用地の制約等から急乙う配となったのり面、斜面、あるいは往復

車線に段差が生じた場合ののり面などに限られる。

(2) 緑化プロックによる植栽

緑化プロァ1"<:よる植栽は、斜面・のり面の修景、表面浸食、土砂崩援の防止を目的と

するものであり、緑化プロック内の植栽形式は、低木の群植、植潰し、または混合自然形

植裁を基本とする。

〔解説〕

緑化プロプ1'1<:よる緑化の特色は、エロ ジョンを防止するほ均入急ζう配の斜面、のり

面を短期的かっ立体的に緑化できること、および修景的効果が非常に大きいことである。

ただし、急ζう配におけるプロック内の植栽であるから、水分条件が不安定で変りやすし、。

従って管理上十分な配慮が望まれる。

プレキャス 卜コンクリートブロ ック等構造物使用による緑化

事19IJ-l 板付断面

事例...，-2
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道路緑化計画第 4章

道路線化計画の策定4-1 

道路の新設または改築計画をたてるにあたっては、 道路計画の一環として道路緑化計画

を策定するものとする。

説〕〔解

道路計画は、道路交通情勢調査、道路及び交通現況の把渥、道路網整備計画、路線構造の

ζれら一連の調査、計画作業の中で道路緑化検討の手順で進められるが(図4-1参照)、

(交通安全、修景、環境保全)11::関連する事項を十分検討するとともに、環境調査等で道路

緑化のための現況調査を行い、路線構造の検討の段階で道路線化計画を必ず策定するものと

する。

道路事業の執行JI関序

維
持
管
理

(建設省道路局監修・道路ポケットブック:全国道路利用者会議:1986 ) 

K
W
 

図4-1
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4--;2 道路緑化計画の内容

道路緑化計画は、 計画対象路線およひ、道路の区間毎に次の事項について定める。

1. 緑化の基本方針

2. 地域の特性

3 緑化のテーマ
ラ

4 期待される主な機能、効果

5. 植栽形式と配置パター ン

6. 植栽スベース

〔解説〕

(1) 緑化の基本方針

緑化の基本方針は、計画の対象となる道路全体あるいは相当部分の扱いに共通する方針

である。その場合、地域の特性を十分勘案する必要がある。

(2) 地域の特性

地域の特性とは、広域的な観点から計画対象区間となっている地域の位置づけ、基本的

役割等を明確にする乙とである。

(3) 緑化のテーマ

緑化のテーマとしては、道路の各区間毎fC、あるいは路線毎に、特に強調すべき計画(デ

ザイン)項目を明確にする。

(4) 期待される主な機能、効果

期待される主な機能、効果では、緑化のテーマに加えて、道路および沿道地域の諸条件

から要請される機能等を整理する。

期待される機能、効果は、道路の各区間毎に縮尺1/500の図面IC表示する。

(5) 植栽形式と配置ノミターン

植栽形式と配置パター yは、道路の各区間毎iζ設定し、縮尺1/500の図面に植栽形式の

概念図(透視図等)とその位置を表示する。

(6) 植栽スベース

植栽スベースは、植栽形式と配置パタ ーンを表示した図面に位置、 規模、形状および数

量(幅、 延長、面積等)を表示する。

(7)計画図

道路線化計画図は、計画位置図と標準計画図とする。計画位置図は、縮尺1/1.000-
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1/50，000の図面を使用し、計画対象区間全体、地域区分、および道路の各区間等を表示

する。標準計画図は、縮尺1/500の図面を使用し、道路の各区間毎に適用される標準平

面図、標準断面図を作成する。

なお、計画策定の手順は図4-2の通りである。

図4-2 道路緑化計画策定のためのフロー・チャート

/一一/
地域概査

道央，道南
道北，道東

B地域)
D地域)

(道路工事設計基準)

①計画位置図:縮尺1/1，000~ 1/50，000 
②道路緑化標
準計画図:縮尺1/500
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4-3 道路緑化の基本方針

道路緑化は、道路交通の安全性と快適性を高めるとともに、沿道の自然環境の保全、生

活環境の改善、潤いのあるまちづくり等K資するよう、積極的にその推進をはかるものと

する。

〔解説〕

従来、道路緑化は、都市美の増進、緑陰の提供等を第一義として街路樹を中心に進められ

てきたが、今後は乙れに加えて道路交通の安全確保、道路景観の向上、自然環境保全、生活

環境の改善、防災等より広範な観点から道路緑化を積極的に推進する必要がある。

特に、北海道は積雪寒冷地に位置し、厳しい気象条件の中で、道路交通上極めて不利な状

況下にある。その主たるものを拾ってみても、冬季には、多雪であれば雪崩、吹雪の危険が

あり、少雪であれば寒風、凍結の被害が予想され、春季には、道東地域lζカラッ風が吹き荒

れ、乾燥被害が心配となる。また年聞を通じて道東、道北沿海部の潮風は大きな問題となっ

ている。 ζのような状況の中で北海道の道路緑化は、地域の特殊性1<::立脚し、極力既存樹林

の保全を図りつつ、 4-41ζ示す地域の特性に基づき、明確な目的意識をもった緑化を推進

する必要がある。

4-4地域の特性

計画の対象となっている道路の区間が立地する地域の自然、社会的諸条件を把揮し、当

該地域の道路緑化における広域的位置づけ、役割、使命等を明らかにする。

〔解説〕

北海道における道路緑化のための広域的な地域区分は、おおむね道央地域、道南地域、道

北地獄、道東地域の4地域が考えられる。乙の4地域について地域の特性を整理すると表4

lのようになる。
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表4-1地域の特性

地域区分 道路緑化の基本方針

域、、
ィィ
J
|ノ

振

高

川

地

胆

日

上

庁
、
支

央

狩

士

山

萌

知

石
後
留
空

道

〆

I
l
l
l1
¥

道央地減の国道は、都市部を通過する場合が多い。したがって、緑豊か

な都市づくりの一環として、道路緑化による都市景観の向上、緑陰の提供

等通行の快適性に配慮するほか、交通の集中する地域であることから、交

通上の安全性確保に十分留意する必要がある。

また、環境施設帯植栽による住居地域との緩衝効果などが期待される。

道南地域

[霊:22j
道南の函館市は、道央の千歳市とならんで北海道の玄関口lζ位置する交

通上の拠点である。 したがって、乙の地域を通過する国道の緑化にあたっ

ては、北海道の全体的イメ ージを強調した道路景観の向上を図る。

また一方では、乙の地域は北海道で最も早く拓けた地域であり、また植

物的にも本州北部と同一なので、道内では特異な歴史的・自然的風土を生

かした景観の創出に努める。

地方部の国道にあっては、狭あいな海岸部や山間部を通過する場合が多

いので、既存植生の保全やのり面保護のための植栽が大きなテ ーマとなろ~

道北地減

[!?faj 
道北地域における道路管理の最も大きなテーマは、降積雪期における円

滑な道路交通の確保である。道路緑化も乙のテーマの一環として捉えられ、

防雪林設置による吹雪時の視程確保、および斜面植栽による雪崩防止など

の効果が期待されている。

また、海岸部を通過する道路lとあっては、年間を通じて潮風防備林によ

る通行の安全性 ・快適性確保および沿道建物・農地等の環境確保などが求

められている。

その他、 広大で単調な地形の区域を通過する道路にあっては、ラン ドマ

ークの設置等景観上の配慮や屈曲部等における視線誘導植栽が上記同様重

要である。

道東地域 道東地妓における道路緑化の大きなテーマは、冬から春にかけて吹く、

乾燥した北西の寒風対策である。風街地あるいは市街地 ・集落を通過する

道路にあっては、防風林を設置し、通行の安全性、快適性を図るとともに

沿道生活環境の保全を図る必要がある。

また、山間部を通過する道路にあっては、積雪の滑落防止のほか、既存

植生の保存、のり面保護のための植栽などが求められ、海岸部の単調な地

域を通過する道路にあっては、景観11:変化を与え、運転者の意識を活性化

させるとともに、必要11:応じて潮風防備林を設置し、沿道生活環境を保全する

なお、道東地域は、道北地域の海岸部と同様、植物の生育条件が非常11:

厳しいので、まず、既存植生を保全するとともに植栽した樹木を保護する

ための植栽が必要とされよう。

注)地域区分11:関する詳細は5-2を参照のとと。

¥
イ
J
I
--/

勝

路

走

十

釧

網

川
高
室
庁
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日
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l
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1
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4-5 緑化のテマ

緑化のテーマは、路線別、地域区分別、道路の区間別lζ定める乙とができる。緑化のテ

ーマの内容は、道路が通過する地域の自然的 ・社会的条件を検討し、特に強調すべき機能

項目あるいは空間演出のための基本事項として設定されるものである。

〔解説〕

ひとつの目安として、緑化のテーマを地域区分別IC示すと以下のようになる。

(1) A地域における緑化のテー 7

住居系地域との調整 :A地域の幹線道路は、都市部の住居系地域を通過するので、緑に

よる道路と住居系地域とのソフ トな分離、交通公害の緩和など、沿道住居環境の保全が重

要である。

交通の安全確保 .幹線道路は、通過交通量が多いので交通安全に資する緑化が要求され

る。

防災 ・避難 :都市災害の中で火災は最も大きな災害のひとつである。道路線化において

も、火災発生時における十分な対応が望まれる。

潤いのあるまちづくり :道路緑化によって沿道景観を快適なものとし、潤いのある地域

づくりに資する。

注)A地域 ・都市部IC位置し、第一種、第二種住居専用地域及び良好な住居環境を保全

すべき地域

(2) B地域における緑化のテー 7

地域文化の向上 :商業系地域を通過する主要幹線道路にあっては、緑による洗練された

沿道景観を演出し、地域文化の振興、活性化IC資する。

車柄通行の安全性確保車輸通行が集中しやすい工業系地域の主要幹線道路においては、

車柄通行の円滑化、安全確保が大きなテ}マとなる。

快適な歩行者空間の確保 :大型車輔の交通量が多いB地域の主要幹線道路においては、

より一層安全 ・快適な歩道環境確保が求められる。

注) B地域 :A地域以外の都市部の地域

nu 
に
1u



(3) C地域における緑化のテーマ

道路交通の円滑化 :地方部の山問、田園地帯から集落地に入っていく道路Kあっては、

集落の入口部に目印となる樹林を設置し、集落の所在を示すとともに、集落内を通過する

区聞にはベノレト状の緑を配置する。また農耕作地帯では、吹雪時ICホワイトアウトとなり、

走行不能となるため視程障害の緩和のための樹林をつくり、道路交通を適正に誘導する。

集落環境の保全 :風衝地域における集落内の道路にあっては、防風 ・防塵などの環境対

策が望まれる。

美しい緑陰のある地域づくり・集落内の道路ICは特徴ある美しい樹木、草花類の植栽、

-;/'./ボノレとなる樹木の保全などを図り、地域の生活lC潤いを与える。

注) C地域.地方部IC位置し、沿道IC集落かあるか、または将来その形成が見込まれる
地域

(4) D地域における緑化のテーマ

道路交通の安全性確保 .地方部を通過する道路にあっては、特lζ道路の屈曲部、分岐点

に緑による誘導指標を設置し、走行の安全性を確保する必要がある。また、 山間部を通過

する道路にあっては、のり面を保護し、土石の崩嬢を防ぎ、円滑な道路交通を確保する。

地域環境保全:風街地域に広がる田園地帯を通過する道路にあっては、耕地防風林の一

翼をになうものとしての道路緑化が期待される。

雪害対策 :多雪地域を通過する道路にあっては、冬期、走行視距を確保するための吹雪

対策が最も重要な課題となる。また、 山間部にあっては、雪崩防止や積雪の吹払い、 滑落

防止対策が要求される。

景観形成 :広大で単調な景観地域を通過する道路にあっては、緑によって景観に変化を

与え、走行の快適性と運転者の意識の覚醒を図る。その他、コンクリート構造物の緑化に

より周辺自然環境との調和を図る。

自然植生の保全:道路沿線fC存在する既存植生を保全する。特fC学術的iζ貴重な自然

(地質、地形、水面、動 ・植物)、および遺跡、文化財をとりまく既存植生の保全は重要

である。

注)D地域 :C地域以外の地方の地域

唱
E
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4-6現況調査

現況調査は、各路線J]!j、地域区分別、道路の区間別に期待される機能を導くための調査

であり、道路および沿道、周辺環境を対象とする。

〔解説〕

地域区分別調査では次のような調査項目が考えられる。

項 内 d廿τ， 地域区分
目

A B C D 

l 道路構造
種別iJ(自動車専用道路、一般道路)、 。O o O 構造(切士・盛士、高架)、車線数

2 道路線形 平面線形、縦断線形 。O O 。
3 道路の部位 一般部、分岐点・交差点、 トンネノレ関口部 O O O 。
4 車両交通 日交通量、夜間交通量 。。
5 歩行者交通 通勤、通学、買物、散策路、その他の道路 。。。O 
6 沿道建物 不燃化・堅牢化建物、その他の建物 。O O 
7 周辺土地利用 既存樹林、畑・水田・牧草地、原野、裸地 。。。。
8 気 象 気温、風向・風速、吹雪発生頻度 。。。。
9 地 形 山地丘陵部、平坦部 O O O 。

フンドマーク(山岳、丘陵、水面、高(河層畔モ
ニュメント通等)が見える区駅望間、等水辺地

10 景 観 海岸等)を過する区、 前公共公益施 。。。。
設に近接落する部区間、市開内展 地から見える区
問、集入口

11 学術教育資源
特異な地質・地形、貴重な植生、野生動物の

O O O 。
生息地、文化財・遺跡等

用途地域
住居系地域、商業系地域、工業系地域 O 。12. '(都市計画)

13 法適用状況 自然公園地域、地すべり防止区域、砂防指定 O O 。。土地、急傾斜地崩壊危険区域等

14 その他の特性 コンクリ ー ト構造物、切土・盛土のり面等 。。。。
注)@印は検討すべき項目、 0印は必要に応じて検討すべき項目であるc

備 考

。L
Rυ 



なお、調査で使用する図面の縮尺は1/1，000-1/500が適当である。

4-7 期待される主な機能、効果の検討

期待される主な緑化機能の検討は、現況調査に基づいて実現すべき緑化機能と、緑化機

能を付与すべき道路の部分、位置、規模、形状を定める。

〔解説〕

緑化機能の検討は、現況調査の結果に基づいて行う。表4-2から表4-6は、現況調査

に基づいて検討すべき緑化機能と、緑化機能を付与すべき道路の部分を、地域区分どとに示

したもので、ある。同表lζ示した緑化機能は主たる機能であり、また、緑化機能を付与すべき

道路の部分については、道路の方位、線形、構造、左右の別等を勘案し、より効果的な位置、

規模を検討する(図 4-3参照)。
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表4-2 都市部A地域・王要幹線およひ草卒線道路における道路緑化機能検討事項

道路の 道線路の形 車 両 交通z行Z沿道 周辺 気象 景観 その他
構造 土地利用

道路および沿道、周辺環境(調査)

4 品i詰上 線平面形 縦断線形 夜l交悶 旭交量 胡交量
通勤
既側

風1"1 吹 ;面13尊ド 切
土

車 磁土
存水 * 

i!ij 
通 回 風 盛

線 で架又は写r，..生r3 

叫す一 の 樹・ 速多 オ

線1111I 1"1 凸形 燃化不 林聖 10 発
σ3 

甜l 考
物買 間りM 
路 移 I也

検討すべき

上以i が切

牢堅化 上以

道路の部分 主な機能 以t 未目前

自 歩 道 修最・観賞 O O O 。。O O プランターボッグ丸

修景・緑陰 O O O 。 O }~i，*をつくる。

環境施設帯(20M) 遮wr・騒音緩和・防火 O O O O O O 。 修呆要素を加えマスキング(他

;主 (10M) 騒音緩和・防風・防火 O O O O O 。 O O 。 O O κ注意をそりす)効果を期待す
る。

植 詰i tTfaf v 騒音緩和・防風・防火 O O O O O O O O 
防塵・防排プfス・防泥ハコ O O O O 。

一水岨辺1，景ょ亜観の盆亙前彊旦華しい附種
修景・緑陰 O O O O 。。O 緑のキャノ~'-(天がし、)を大き く

修長・観賞 O O O O 。 O iE庖等の設置も考えられる。

視線誘導・緑除 O O O O O O O O 

中央分離帯 分離強化・遮光 O O O O 常緑樹が望ましい。

遮光・視線誘導 O OiO O O O O O 
修景・緑陰 O 。O O O 高木敏栽による緑のボリウムアップ

交 通 島 修景 O O O O 必嬰iι応じてランド J クをつくる

路 側 樹林の保全 O O 。。。。O マン1， (材縁)純栽

保護修j7t 寸O O O O O 。。C O 違和感を緩和する。

ょう壁等コンクリー ト 修対・緑化 。
|ト

10 。10 O O u O Yタ植栽

!.'Ii 造 物
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表4-3 都市部B地域・主要幹線道路における道路緑化機能検討事項

車両交通 歩交行通者
周辺
気象

土地利用
道路および、沿道、周辺環境(調査)

父通量 交通量
通勤 既

知|
ElfE L I吹

存 7}: -雪

通子
問
速風 多4封

牧草地 10 I 3e 
物買路
林

M 

/ 4広L、1 / Ad、 /秒以 t也

検討すべき
日 日

上

道路の部分 主な機能 以
満未

上

歩 道(植樹帯) 修民・緑陰・観賞 O O O 

視線誘導・緑陰 O O ほ
。

防別・防塵 O O O O 

防接・防IAハネ・防相ドガス O 。 O 

中 央分離帯 分離強化・遮光 O O 

遮光 O 。
修景・観賞

修景・緑除

防風・防塵 O O O 

交 通 島 修景 O 

路 制Ij 樹林保全 O O 

のり面保議・修禁 。。
ょう壁等コンク リー 卜仁哩・緑化

。
構造物

景観 JII途地域 i特その他性の

付: 踊 工 切
ニt

白号;ド 問g金韮そE聞iのやヌE 詰め
}青 業 業

盛土
地 系 系

の
備 ~. 

域 地 地 面り

域

陵丘 i己 注四
水面 近接 間

す。。O O 。 。。O O 。 O O 海岸部(糊風)の場合は十分注意

O 。O 
O O 

トー

O O 。 O 。 繁華街を彩る

O O O O O 公共公経施設の門前、アクヒスを飾る

O O 海岸部(潮風)の場合は十分注意

O O O 。
O O O O O マント(材縁)植栽もありうる。

O O 。O 。 。
。。O 。。斗- 。 l違和感を柔らげる。



表4-4 都市都A，8地域・幹線道路における道路緑化機能検討事項

道路の
車両交通 渉受行者.. 

周 辺
気象 ii: 観 用途地峡

その他の
線形 土地利用 特性

道路および沿道、周辺環境(調査)
縦

重量
平 通勤 既

畑
風向 吹

本る
駅前そ区問る 市内

橋 件一 尚 ユニ 切土

国 断 存 ホ 重 ドそ
辺地区問 σコ まl川土 居 業 業

通学
回
速風

マニ の

雪地
盛士

車県 自車 1 I 1 樹 4t lユ
畔河

め 系 系 系
2 2 

草地
クメ q) 

形 形 o I 0 
物買路
林 10 発 戸山民、等ント カ通 地 地 1也 而り

備 考
。。 m 

海F等υ~ 見ら

/台。61ii台。"'
/ 秒
』也 減 敏、 域

長が え

検討すべき 以 ー見ぇ

事

区間る
道路の部分 主な機能 上以 満未

J: 近〉

木而・l問る孟 長す

歩 道 修景・緑陰観賞 O O O O O O O O 橋のたもとを点景で飾る。

(植樹帯又は植ます) 視線誘il+・緑陰 O O O O O O O O 樹冠大きい並木をつ〈り喧車町中に快適性を与える

~ 

防風防JQl O O O O O 。 O O 
「同lMけt高憎こTE司ま低者I存す; つ

よ?p;部NL:は
防11l!.防排ガス ー防泥ハネ O O O O O O かい栽左ら(守植こ樹ろるには、を車行道い寄、歩り

続座摘等 ;Hi) 

中央分 離 帯 修京 O O 。。。。O O 遮光機能も併用する。

交 通 島 修崇 O 。 O O O O 

路 側 樹林保全 O O O 。。。O 
のり而保能 ・修J:¥

ト一一
O O O O O O 。O O 

ょう壁等コンクリ ト 修景・緑化 O 1010101010 O ツタ類等で装飾する。

構 フ芭 物
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表4-5 }也方部C地域 ・主要幹線およひ瀞線道路における道路線化機能検討事項

道路および沿道、周辺環境(調夜) !険9行組者 土地利 用 気 象 景

通勤
商 既 そ }向止 吹 3陣水辺地区問る駅前そliる示H] の
業 fr 他 雪 ドモ

通学
の
風速

マニユ σ〉
地 樹 -1:: 多 l ユ翁畔

利I用也

クメ
( 

f齢、ンl 空等物路買

商庖樟等J 

;f，j; 10 発
【n

/ 砂
地

長ヵ:
以上検討すべき

水市崩Eる1事宝阜
。こ

道路の部分 主な機能
) 

近接す

歩 道 修j元緑除観賞 O O O O O 
(植ます又は植樹帯) 修最・ラ γ ドマーク O O O O 

視線誘導 ・緑陰 O O O O 
防風防塵 O O O O O 
防塵防泥ハネ O O O 

中央分離帯 修対 O O O O O O 

交 i面 島 修景 O O 。 O O O 

路 側 (路傍) 視線誘導 ー緑陰 。O 。 O 
防風防塵 O O O 
樹林保全 O O O O O 
のり而保護修景 O O O 
修~.緑陰観賞 O O O 。

官 扇つンタリ ト問主同盟L O O O O 
造 物

観 法適用
その他の
特 性

落集
橋 立国 そ 切土

の
の 古占 他
入 Q) 盛
口 め

成区 土
部 の

備 世-
面り

Q) 

域区

O O JT.木のほか、相宜す内に低木掴を植込み楽しし咽路とする。

O EEL;ぷ乞濯草寺fFd
O 整形式の技木などが考えられる。

縮ますの場合は、2-3本備の量制くとする
車両交通の比較的多い区間に舶樹有?を設

置し、 低木連続植栽を行う。

O O O 商応街を華やかにする。

O O O 

円照等周辺土地利用に配慮する。

O 

O O 

O O O ラン ドマークを活かした景観をつくる。

O O O O ツタ類等で飾る。



表 4-6. 地方部D地域主要幹線および幹線道路における道路緑化機能検討事項

道路線形 道路の部位 土地利用 気象 地形 J，ト
道路および沿道、周辺環境(調J't)

H回線形縦断線形 岐分占 I ント 山畑 I草~t 世 風向 吹 山 干ヲン厄liiI
直 l出水傾凹

般不 林水 雪 地坦トモ
Jレ 問

風速 多
線線 凸 部 点交差 部l口m 原湿 間l;7

形形平斜形
樹 牧地草 ・ iii 発

; || 匙長林 保地
m 

秒/地
検討すべき 泊、

主な機能 以上 部 。ズ見二

道路の部分

路 側(路傍)視線誘導防飛出L 010 O 010 
視線誘毒事速度鈎耳目j防飛出し 01 10 010 010 。 の楠栽方世、を検Hするの

視線誘導方向指市 01 10 010 010 O 方向指示と同時に見通し健保を配慮する。

~ 
視線誘導明暗順応 O 桔1冠の大き， .常緑樹を(PJIlする。

修景ー緑除 。O O ばトー ラント rークを活月lしたj止観をつくる

修景景観アクセント 。 O 。 O O 
防風ー防堕 O O O O 海;;!:部(糊胤)は枝容を嬰すに

のり面保護 O 。 。 。 Y夕顔植栽のほカ'*.'l'Hヒフロックがある

斜面保護

学術教育資源の保護 O 

中央分離帯 修~* O 

交 通 島 修f;( O 立|
ト一一

ょう壁等コンクリート 修3Jznミ O O 

「 ーイ-2十斗-椛 造 物
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図4-3 緑化機能の配置パターン
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4-8 植栽形式と配置パターン

道路の各区間毎lζ示された緑化機能の検討結果を見ながら、道路の部分毎に植栽形式の

種類およびその配置を定める。

〔解説〕

(1) 植栽形式

植栽形式は、緑化機能を発揮させるための樹木および樹林等の構成である。緑化機能と

植栽形式の対応関係は、 表4-7の通りである。表4-7.1<:示した lつの機能1<:対応する

植栽形式は、代表的なものであり、創意工夫によっては、その他にも様々な植栽形式を考

える乙とができる。また、逆1<:、1つの植栽形式は、ただlつの緑化機能を発律するわけ

ではなく、他の機能も含めて複合的な機能を発揮するものである。

(2) 植栽形式の配置パターン

現況調査、緑化機能の検討結果1<:基づき、植栽の位置、 形式、規模を定める。図4-5 

は、地域区分別に示した植栽形式の配置パターンである。

道路における具体的な植栽形式の配置パターンは、同図を見ながら道路の各部分ごとに

植栽形式をそれぞれ l個(または l組・高木 ・中木レヘノレと低木 ・地被 レベルの組合せ〕

とり出し、道路の左側から右側iζ並べる乙とによって得られる。

例えば、都市部A地域において、緑化機能との対応から次のような組合せを得たとする。

緑化なし

視線誘導・緑陰機能
プラス防塵・防排ガ
^・防ドロハネ機能 緑化なし

配置パターγ:(E ， (Q汁Q14) ， T7 ， (Ql+QlI)" E' } 

自歩道 植樹帯 中央分離帯 植樹帯 自歩道

歩道(左側 ) 歩道(右側)

記号による配置パター ンを図化すると図4-4のようになる。

一ω-



図4-4 植栽形式の配置パタ ン

p ~ { E ， ( Ql+ Q14) ，T7 ' (Ql+ Q14)' ， E' } 

p ~配置パタ ー ン

道路における植栽形式の配置パター γは、都市部、 特IL市街地では連続的かっ左右対象

形になる場合が多いが、 地方部においては左右対象形というよりも、むしろ要所要所に必

要とされる植栽形式を配置する乙とが多い。

植栽形式の配置パターンを考える場合、地域区分あるいは道路の区間のみに注目するの

ではなく、路線全体の配置を検討し、時間的な流れの中で効果的かつ特徴的に演出すると

とが大切であるo

l
 

p
n
v
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表4-7 道路の緑化機能と植栽形式

緑¥化¥機能退路の¥部¥庁

歩 過

植環執境幅一7佐施75)設情 (拙植輯幅樹 帯 植値 侃幅ま) す(tiQ-.tMJG7.25-S.0rn l(./{(L"ft$liIl旬25)~45rn( 輯1.25m

1 陰視棉機誘能部 緑
式向間Q隔I反大〕復高のに植樹描木載1木2規をす(る則同同形形一形

RI: i(復4抽木 規則形
反輯

2 祖能び線出誘現。 飛機 載Q.低木連続摘 R.低水植潰し

吏 し防止

通 3 割線誘導抑し防制止スピード
飛び出
機能

安 4 視路能線方誘向導標示。道機 植p，連栽続柏木(又は規反則樫形) M白i連栽続白木(又は理反則担形) 品ー反高軍木制裁規則形

全

5 暗視線順誘応専機能明
摘Q(s連同栽と続冠す尚木の(又広は規い反1高1復0木形) R(s樹反と冠復尚ナ植木のる栽広)規い則品形木

機 る)

6 空遮通骨光離機強能化

能

7 遮先能祖線誘
導機

住 8. I能多景 志読書機
円(常栽自然緑高す、形のる植花巾)、栽木畦を植木

軒混恒¢Q8異形植合41植栽2川る栽規、(棒/巾則同鋼木形形尚白木同血制反大自措
規R(s則同形形尚木輔同反大!混担0)紅合異i栽な

景
る樹 の植栽)

機 9 笹景 ランド
マ ク懐能

能

その l

中央分離帯 交通品 路側
ょう盟等コンク

広 い分離以fi上F7ll(狭い分離帯
広い街t交v2)通U島iニ 扱い尉側交2通局

(路帥)
(植栽幅1.5rn 植栽幅 U15)m未満 (拙載面 m't)J，I[(植栽l而 "'未満 リー ト構造物
IT) IXI 

x，高木規則I~
反復傾栽

(同を形!司大の樹に舶木
同一品噸
載する形式)

T，品木規則形 市町木規則形
連続植栽 連続植栽

曲線部の外側iと同

形状同に植大の載樹す木る形を列式)

V~: i~木拙輯 X，高植木 規則形
連続税(卦舷

植点ス栽〉ト/部高(〕ザ.中本自然タクレ

X，連続M植木栽規則形

(ト γネノレ開口問i
で樹置の広い日
水の列状植栽〕

T，辿低統植水栽規liIl形 u， V~: f正木楠潰し

同 左

T，反低復植木執規則形 u， 

l司 左

T.復l白植木 規則市 v.高木lfI栽 x. 出、巾形.低値木
反執 混合 自然 栽

V，高木相殺 x，白自木 盟則形
(大径木、花木、 見は然1形制執
郷す土る樹)木を植栽 (揖器入n部i乙大

経樹木木、をiE舶木執、郷す土る)



ロ3。。

精¥¥化機能 匝路ι¥部¥分

歩 道 中央分離帯

植環栽境幅施~設8帯組植救 樹 帯 植植 ま す
広い分離帯 挫い骨離帯

7(P25) 0m) 幅1ぬおi-45ml栽侃幅)125m (楠栽幅 1.5m以上(植栽幅 1む15)m未満
(TI 

睦 10 惇能景 観.'il:随
物復は1.'1群植等・低植)栽水規//低I則E帯木形峨植(王又反

Q" 
潰はR"群]し低植/木花/低用寄木航拙又 T，・低水/低規寄木則植形(玉民

u"低木形(玉物等)
は群植 規則 反軍植

I，;J 左
物反復等植)栽

栽

J市3ミ

機 11 睦景装師機 Pn草木菌、ツタ Qn Rn T" UII 
自定

額(探の植地栽部骨j乙植栽 同 左 同 左 同 左 同 左

能
守る)

12 騒風音緩防和火 防 p" 高、中、低静M木t Q" T"尚木国1111形
機能
執〔混市合 自然

連続舶載
同 左

環

い緑)樹が望まし

J:l 防能風防属機

p，連通3常い続緑高風)植率樹、中栽が40、塑弘低ま)木し 主高Q主1混木規3(通合高(則風2、形本率中E自43民然0、I恒%3低形植判〕相/ 木栽官)

R，軒両木(2本文 Tn 

形は3本庄植ili植)栽規則
同 左

境

14 防塵 防泥排ガ
続I3(1拙常4い緑巾栽) 、低木 連

Q，連4低続植木栽規則形
λ 防ハネ

保 機能 樹が望まし

金 15 棒の景り面機保能護

機 16 斜落石面保崩護壊機肪能

能 17 既存植生白保
全

itJ 山修民 観賞機能一-tJ;:;且舗装面 目ωプランターボヅグス /花暦 141 緑化なし一一E

出)修景 装肺機能一一ょう壁等コンクリー卜構造物 YII: '/タ類等白黙形植栽

(31 修景 環m保全機能一一道路用地内陣地 z グランドヵバ 〔草木類、ツタ類の植自主し)

その 2

主通島 路側
ょう壁等コング

広い交通島 !!eい交通未品満 (臨時)
〉植執而罰~f tTl>ttl:)fM栽函hMi2mt リート構造物

Ixl 

V問中群、低柚木ー帯 w"低木寄拙 x"低木自然形
拙又は 連続又は反復M

*~ 

v" w" y， ツタ期等白熱
形拙載

同 在 向 左

V"高木寄植え

v"臼木寄植え )(;，品、中.畦木
混合 自然形植栽

(木(通風規風上日中側脚4列0卦%状編拙J/曲栽J尚執) 

併X(タる株u傾用)紺す草の等木HるI〕I類栽のζ植又と〔低執はも木をあア

X凶 草の合植木類栽自/然又低形はッ
タ類混 木鰍

栽

x，出体1る合縁高〕、白部然中i乙形他、植低執栽木す
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図 4-5 地域区分別植栽形式の配置ノ4ターン

地 域(その 1) 

歩 道(自歩道)

(植樹帯)

中央分離帯(植樹帯)

地 域 (その2) 

環境施設帯

81: 1修景 ・観賞機能
すすヲすで京7クス
/草花植栽

Q12: 1騒緩和機能
高、 、低木混合自然

植栽(土境、遮音壁
の併用もある。)

Tg :1修景・緑陰機能
百宋7窺扇形?反復
植栽

P12:lj童童重型墜盤
高、中、低木混合自

然植栽(土披、遮音
壁の併用もある。)

E:笠1主主 | 

Ql3: 1防風 ・防塵機能
高7市:否末冨否自然、
植栽(通風率40%)

QIl: 1修景 ・観賞機能
低木 ・寄植叉は群植
/花鰹

E:盆1主主と l 

-64ー

Q1: 1視線誘導・緑陰機能
高木 ・規則形 ・反復

植栽

Z: f7:/ r' ;iJ/~ -

Z:戸 |



口 中央分離帯
E : ~1ttJ L- l 

Zf7  / 1-: t.J~~-

B 地域

口歩 道(即、:予鰐襲闘い:怯署長
復植栽

一一一
l高木・中木レベル

ロ 中央分離帯 l古川笠塁二盆墜盤箆
(植樹帯)• 晴木・規則形・反復

植栽/高木・自然形
植栽

Tm= I iiIf畳二亙塵盤盤
高木(2本植え)・
規則形・反復植栽

l低木・地被レベル

な)1世lz|静 Z:一l

R
u
 

n
h
u
 



A ， B 地域

口歩 道〔植樹l許文. ~:I 修景・緑陰機能 I Q13: I監}ll..[l;Ii塵墜盤
は植桝). - I 冨ご予末て百万~%植 I(町タ|高末てτ末支II3本

栽 植え)・規則形・反
復植栽

Z: :f=j:/F':1J"'::':-

口 中央分離帯(植樹帯): Ull: Ij差是二塁飽壁盤
草本類叉は タ類の

植栽

C 地域(その1)

口歩 道(植間帯叉 ~・Ii惨景・主主隆型車種 I Q13: I防風・防塵機能
は植桝).冨;予末て百蒸形植I(却|百末でτ末安田本

栽 植え〉・規則形・反
復植栽

口 中央分離帯(植樹帯〕

Q14・|防塵・防排ガス・防
泥、ネ機能

低木・規目形・連続

植栽

Z !l=j :/ F' t; /::': -
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D 地 域

I 高木 ・中木レベル

口 路
(路
倒rX1:
傍)

:為:

視線誘導 ・緑陰機能
高木 ・規則形 ・反復植栽

為:I視線誘導・スピード抑制
飛び出し防止機能
高木・規則形・連続植栽

(曲線部外側)

為:I視線誘導・方向表示機能
高木 ・規則形 ・連続植栽
(分岐点)倍、村三・自然
形植栽(ザグ、クレスト部〕

視線誘導 ・明暗順応機能
高木・規則形 ・連続植栽
(トンネノレ関口部)

Xg: I修景 ・緑陰機能
冨了布~末7混合・自
然形植栽
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4-9 植栽スペース

植栽形式の配置パターンの検討結果K基づき、道路の各部分における植栽配置が適正![

行われるための植栽スベース(位置、規模、形状)を定める。

〔解説〕

植栽形式の配置パターンが設定されると、次lζ植栽スベースとの調整が必要となる。北海

道の『道路工事設計基準』に示されている道路緑化のための植栽スベースは、表4-9の通

りであるが、乙の基準の範囲で必要とされる植栽の位置、形式、規模が十分満足できるもの

かどうか検討する。

ちなみに、高木、中・低木および草本類・ツタ類の植栽が可能な範囲を示すと表4-8の

ようになる。

表4-8 樹木等の規格別植栽可能スペース

樹¥木¥植栽~ス~ベ¥ー¥ス 植樹帯 植ます 中央分離帯 交通島

高木植栽 植栽幅1.25m以上 植栽幅1.2 5ml式上 原則として植栽幅 原則として植栽面
2.5m以上 積5m'以上

(低木草本引 (支障のない限り) (支障のない限り)
ツタ類の併用 植栽幅1.25 m 2m'以上でも可
栽可 以上でも可

中・低木植栽のみ 植栽幅0.5m以上 植栽面積0.2ぽ以
1. 25 m未満 上2.0m'未満

(草木類、ツタ類)
の併用植栽可

草本類、ツタ類のみ 植栽幅0.5m未満 植栽面積0.2m'未
満

注) 印は、可能であるが、特殊な場合r1:限られる。
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表4-9 植栽スペースの目安

植 栽 ス へ. ス

地域 歩 道 環境施設帯 中央分離帯
沿道土地利用 適用定規 道路幅員

区分
歩道幅 植植樹ます帯幅、 環設境帯施幅 中離央帯幅分

路傍
植樹帯1高 値樹幅

第一種、第二種 2.0m 7.25祝 2.0m 1.5m 

住居専用地域及 主要幹線
50抗， 42抗 10.0m 10.0m 

4. 5担 8.00m 3.0m 2.5m A 
び良好な住居環

境を保全すべき
40πt， 32η1 4.5抗 1. 25m 

都 地 幹 線 10.0m 8. OOm 1.0m 
地威 30前 ，20m 10.0m 4.50m 

域
L 25視

補助幹線 16m 3.5m 
L 50m 

市 |
rA地域J以外 5.5ηz L 25η1 

部

地

方

部

の都市部の地按 主要幹線 4 2m， 33m 2.0m L5m 

B 
6.5η1 L 50m 

30m， 30市 4.5m L 25π1 
地 幹 線 LOm 

20m 6.0η1 L 50m 

場

補助幹線 16m 3.5抗 L 25ηl 

沿道に集落等が 0.0η1 

あるか、叉は将 主要幹線
28机 ，17m 3.5m 1.25m LOm 

C 
来その形成が見

込まれる地威
15.5η1 ， 3.5m 

地 幹 線 L 25祝
15担 5.5m 7. 5ηz 

成
13.5m ， 

補助幹線 4.5m L 25前
13m 

rc地域J以外 21m，13.5市 O.Om 

の地方の地域 主要幹線 2 5前 1.0m 

D 
11ηz 7.5m 

0.0担
地 幹 線 12m，9.5担 2.5抗

7.5m 

域

補助幹線 11m，8.5m 2.5m 

緑化計画の立案10:あたっては、道路緑化の目的、地域的な条件を十分考慮し、幅員が広く

とれる場合には植栽幅をより広くするのが望ましい。

道路緑化計画は、原則として縮尺 1/1，000-1/500の図面 (計画位置図1/1，000-1/ 

50，000、標準計画図1/500)で作成する。
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4-10 地域区分別道路緑化計画例

(J) 都市部(A地域〕道路緑化計画例

①-1 主要幹線道路(幅員 50m) 

分 類 都市部[A地域]主要幹線道路

第一種又は第二種住居専用地域を通過する交通量の多い区間である
と同時に、スク」ノレノ、ーン~c:.指定されている区間である。また、市内

現況・緑化テーマ例 の展望地から見られる市街地景観の中では、緑の骨格として重要な位|
置を占めることができる。以上から学童の情操かんよう、および緑の
豊かさを主な緑化テ←マとして計画する乙とが考えられる。

道路の部分 緑 イヒ 機 自足 槌 栽 形 式
道 路銀u ( ー 叫)

路 自歩道 (3.5 m)  緑化なし

環境施設帯(一明〉
r、
植樹帯 (3.75m) 視線誘導・緑陰十修景・観賞 塁王i塁思考:量覇軍手弘樹

中高 植ます (一 昨)

員 中央分離帯 (30明 〕 修景・緑陰+遮光・視線誘導 高木・規sU形反復植栽刊M:・規則形・反復植栽

50 
植ます ( - m)  

植樹帯 ( 2.0叫) 視線誘導・緑陰+修景 ・観賞 震菜(塁思考簡伊62復醐
ηL 環境施設帯( 明〕
) 自歩道 ( 5.25明〕 緑化なし

路側 (一 明)

幅員50Mの主要幹線道路においては、植樹帯、中央分離帯とも高木、

留 意 点 中木、低木の植栽が可能である。ある程度の自由生長が可能であり、

緑豊かな景観をつくりうる。
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①-2. 主要幹線道路(幅員50悦)

分 類 都市部[A地域]主要幹線道路

本区間は、 第一種又は第二種住居専用地域を通過する4車線の道路
であり、車両交通量が1日当り 12，000台をはるかに上回る区間であ

現況・緑化テーマ例 る。したがって沿道住宅地域の生活環境を良好に保つため騒音の緩和
を図る乙と、および車両通行の安全確保を主な緑化テーマとする。

道路の部分 緑 ft 機 能 植 栽 形 式

道 路側 (ー m)

路 自歩道 ( - m)  

環境施設帯 (10.0m ) 騒音緩和 ・防風・防火 局， 中，低木・混合 ・自然植栽
( 

植樹帯 (ー m)

中高 植ます (一悦)

員 中央分離帯(2.0叩) 交通分離強化・遮光 低木 ・規則形 ・連続植栽

植ます ( - m)  
50 
植樹帯 (叫)

勿Z 環境施設帯 (10.0m ) 騒音緩和 ・防風・防火 両，中，低木 ・混合・自然植栽

) 自歩道 (叩)

路側 ( - m)  

環境施設帯および中央分離帯とも、高木，中木，低木の植栽が可能

留 意 点 である。
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②-1 主要幹線道路(幅員42悦)

;;:川川;ii1r1ii1!1i!!1il1iih|1| 
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分 類 都市部[A地域 ]主要幹線道路

本区間は、第一種文は第二種住居専用地域を通過する河畔道路(片
側道路)であり、比較的交通量の多い区間である。 河畔の反対側の歩

現況 ・緑化テーマ例 道には、 住宅が建ち並び、買物ルート として市民!C::親しまれている。
そ乙で、本区聞は、 河畔歩道lζおける豊かな緑の演出、買物ルートの
簡素な美化、車両通交の円滑化を主な緑化テーマとする。

道路の部分 縁 イヒ 機 官E 植 栽 形 式
道 路側 ( - m)  

路 自歩道・iITj畔 (3.5m)  

環境施設帯(- m)  
( 

植樹待・河畔 (4.5叩〕 視線誘導・緑陰+修景 ・観賞 産主罷町通説反復醐+

申冨 植ます ( - m)  

員 中央分離帯 (2.0 m)  遮光 ・視線誘導 低木・規則形・反復植栽

植ます (一 明〕
42 
植樹帯 (2.75 m ) 視線誘導 ・緑陰十修景 ・観賞 高木・規則形，反復植栽十低木・規則形・反復植識

ηz 
環境施設帯(- m)  

〉 自歩道 (5.25 m ) 

路似l (ー悦)

幅員42mの主要幹線道路では、植栽帯の高木、中木、低木植栽は可

留 芳、 ，点 能であるカえ中央分離帯では、原則として中木、低木の植栽lζ限られ

るが、支障のない場合、高木植栽も可能である。
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主要幹線道路(幅員42明)②-2. 
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分 類 都市部[A地域]主要幹線道路

本区間は、第一種又は第二種住居専用地域を通過する4車線の道路
であり、比較的交通量の多い区間である。

現況・緑化テーマ例 したがって、本区間では後背住宅地の生活環境保全、および車
両交通の円滑化を主な緑化テーマとする。

道路の部分 緑 化 機 官E 植 栽 形 式

道 路側 〔明〕

路 自歩道 (ー 悦)

環境施設帯(8.0 m ) 騒音緩和 ・防風 ・防火 高、中、低木・混合・規則形漣続植栽
( 

植樹帯 (悦)

中高 植ます ( - m)  

員 中央分離帯 (2.0悦) 遮光 ・視線誘導 低木 ・規則形 ・反復植栽

42 
植ます ( - m ) 

植樹帯 〈ー悦〕
勿$ 環境施設帯(8.0 m)  騒音緩和・防風 ・防火 高、中、低木・混合・規則形・連続植栽

、-' 自歩道 ( - m ) 

路似u (一明〕

環境施設帯では高木、中木、低木の植栽は可能である。しかし、中

留 意 ，点 央分離帯では、原則として中、低木の植栽(1:限られているが、特lζ支

障のない場合、高木植栽も可能である。
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③ l 幹線道路(幅員40m)

一一一一-40.00

分 類 都市部[A地域]幹線道路

本区間は、第一種又は第一種区住居専用地域を通過する4車線の道路
であり、重交通が見込まれる 間である。

現況 ・緑化テーマ例 日 本区町 騒音緩和および通行の円滑化を主制一
マとする。

道路の部分 緑 イヒ 機 能 植 栽 形 式
道

路自側歩道
〔一 明 〕

路 ( - m)  

環境施設帯(- m)  
( 

植樹帯 (4.5明) 騒音緩和 ・防風 ・防火 高木およE舛味・銃自膨・連続植殺+低木寄鎚

車直 植ます ( - m)  

員 中央分離帯 0.0明〉 遮光 ・視線誘導 低木 ・規則形 ・連続植栽

40 
植ます ( 叩)

植樹帯 (2.75 m ) 騒音緩和 ・防風 高木および中木 ・規則形・連続植栽
勿包 環境施設帯(一 明)

) 自歩道 (慨)

路側 ( - m)  

使用する品木、 中木、低木は、枝葉密度が向く、葉肉が厚い樹種で

留 意 点、 排気ガス等公害1<:耐えるものがよい。
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③-2 幹線道路(幅員40m)

2.00 環境施設帯

分 類 都市部[A地域]幹線道路

本区間は、第一種又は第三種住居専用地域を通過する4車線の道路
であり、 夜間交通量、日交通量とも多い区間である。

現況 ・緑化テーマ例 よって、本区間では騒音緩和、交通分離を主な緑化テーマとする。

道路の部分 緑 化 機 官E 植 栽 形 式
道 路仰l ( 一 市)

路 自歩道 ( - m)  

環境施設帯 (10.0悦) 騒音緩和 ・防風・防火 局、中、低木・混合・自然彩・連続植栽
( 

植樹帯 ( ー悦)

幅 纏ます ( - m ) 

員 中央分離帯 ( 1.0m) 分離強化 ・遮光 低木・規則形(生垣状)・自然植栽

40 
植ます (←悦)

植樹帯 ( - m ) 

竹包 環境施設帯 (10.0情) 騒音緩和 ・防風・防火 高、中、低木・混合・帥郁・連続植栽

〉 自歩道 ( -m ) 

路側 ( - m)  

環境施設帯では、高木、中木、低木の植裁は可能であるが、 中央分

留 意 ，9， 離帯の植栽は、原則として草木類、 ツタ類等のグランドカバーに限ら

れているが、特に支障のない場合、低木植栽も可能である。
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(2) 都市部 CB地域〕道路緑化計画例

① 主要幹線道路(幅員42m)

4200-一一一一一一
10.50 

分 類 都市部 [B地成]主要幹線道路

本区間は、商業地域の繁華街を通過する4車線の道路であり、 車両
交通量の多い区間である。

現況・緑化テーマ例 そこで本区間は、 見通しのよい緑基金かな道路空聞の創出、歩道環境
の快適性および対向車両の夜間閃光防止を主な緑化テーマとする。

道路の部分 緑 化 機 能 植 栽 形 式

路側 ( 明〕

自歩道 (叩)

環境施設帯( 悦)

植樹帯 (1.25m) 視線誘導・緑陰+防塵 ・防泥ハネ |高規木制形捌f生屋形城・反)復・棚連続認ト
植ます ( 悦)

中央分離帯 (1.5 情) 修景 ・緑陰+遮光 ・視線誘導 高木・規員防・反復繍怠+低木規員旧居・反復植毅

植ます (ー 慨 〉

植樹帯 (l.25悦 〉 視線誘導 ・繍陰+防塵・ 防泥ハネ 顛id払特皇霊智
環境施設帯( 悦)

自歩道 ( - m ) 

路側 ( 悦 〉

中央分離帯の高木植栽は、原則として植栽幅員が2.5冊以上となっ
留 意 点、 ているが、特に支障が認められない乙とから、緑豊かな街づくりのー

翼をになうものとして、 中央分離帯Iζ高木植栽を行う。
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② 主要幹線道路(幅員33四)

分 類 都市部[B地域]主要幹線道路

本区聞は、工業地域を通過する4車線の道路であり、 トラック等貨
物輸送の頻ばんな区間である。

現況-緑化テーマ例 そこで、防風 ・防塵等歩道の環境保全、および交通分離を主な緑化
テーマとする。

道路の部分 緑 化 機 自E 植 栽 形 式

道 路側 〔一市〕

路 自歩道 (明)

環境施設帯( - m ) 
( 

植倒帯 (1.25m) 防風・防塵+防塵・防泥ハネ・防排ガス E菜(長商事j品時星島韓+
幅 植ます ( - m)  

員 中央分離帯(1.5悦 ) 交通分離強化・遮光 低木 ・規則形(生垣状)・連続植栽

33 
植ます ( - m)  

植樹帯 (1.25悦) 防風・防塵+防塵・防泥ハネ ・防排ガス|高t駄木〔・矧2輔l彫j連・矧続値膨競・反復臨+
m 環境施設帯( 惜)

) 自歩道 ( - m ) 

路偵u (一明)

本区間は、粉塵公害から歩行者を守るための工夫が求められる地区

留 意 J点 である。
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B地域〕道路緑化計画例都市部CA. (3) 

幹線道路(幅員32m)

一
円
判

MA
-
-
r

①
 

分 類 都市部[A. B地域]幹線道路

本区間は、近隣商業地域の神社前を通過する4車線の道路であり、
交通量も比較的多い区間である。

現況 ・緑化テーマ例 そζで、静かな緑陰と沿道修景、および夜間対向車の閃光防止を主
な緑化テ}マとする。

道路の部分 緑 化 機 官E 植 栽 形 式
道 路側 (ー 悦)

路 自歩道 (2.75叫)

環境施設帯(ー悦)
( 

植樹帯 (1.25 m)  視線誘導 ・緑陰+修景 ・観賞 高木・規則形・反復植栽+働;j;:.混合・群植

申恒 植ます (明)

員 中央分離帯 (0.5 n包) 遮光 ・視線誘導 低木 ・規則形()(IJ込)・反復植栽

32 
植ます ( - m ) 

植樹帯 ( 1.25叩〉 視線誘導 ・緑陰+修景 ・観賞 高木・規則形・反復他裁+低木・混合・群植

"も 環境施設帯〔 叩 〕

、.- 自歩道 (2.75市)

路倶u (明)

修景・観賞機能のための植樹帯低木補栽は、低木 ・寄植その他花壇

留 意 占 等の設置も考えられる。

n
u
d
 
η
t
 



② 幹線道路(幅員30悦)

2.75 1.25 2.00 
植樹帯

2.00 1.25 2.75 
植樹帯

分 類 都市部[A. B地域]幹線道路

本区間は、準工業地域を通過する4車線の道路であり、 トラック等l
の貨物輸送を含め、比較的交通量の多い区間である。

現況・緑化テーマ例 そ乙で、沿道修景による地区のイメージアップ、歩道環境の保全、

および交通の円滑化を主な緑化テーマとする。

道路の部分 緑 化 機 能 植 栽 形 式

道 路側 (市〕

路 自歩道 ( - m) 

環境施設帯( - m)  
( 

植樹帯 (1. 25悦〕 視線誘導・緑陰+防塵・防泥ハネ 高木・規~~形・反復植栽+低木(刈込)・反復植栽

中高 植ます ( - m)  

員 中央分離帯 (0.5悦) 修景・装飾 草本類文はツタ類の植潰し

30 
植ます (叫)

植樹帯 (1.25m) 視線誘導・緑陰+防塵・防泥ハネ 高木・規R形・反復植栽+低木〈メIJ込)・反復植栽
作包 環境施設帯( - m)  

) 自歩道 (叫)

路側j ( - m)  

中央分離帯の植栽には、低木(玉物)植栽を併用する ζとも考えら

留 意 点、 れる。

mω 



③ 幹線道路(幅員22悦)

分 類 都市部[A，B地域〕幹線道路

本区間は、住居地域を通過する交通置の少ない2車線の道路であり
生活用道路(買物、通勤、通学)として利用されている。

現況 -緑化テーマ例 そ乙で、 静かな緑陰、沿道修景を主な緑化テーマとする。

道路の部分 緑 イヒ 機 自E 植 栽 形 式
道 路側 ( - m ) 

路 自歩道 ( - m)  

環境施設帯( - m)  
( 

植樹帯、 (1.5 1九) 視線誘導 ・緑陰+修景 ・観賞 青木・規員n形反復植栽+低木・謝置・反復植栽

市彊 植ます ( - ~陀 )

員 中央分離帯( - m ) 

22 
植ます ( - m)  

植樹帯 (1.5悦) 視線誘導・ 緑陰十修景 ・観賞 高木・規則形・反復権栽刊M<顎喧・反復稿栽

作Z 環境施設帯( 肌〕

) 自歩道 (一 明)

路側 ( - m ) 

植樹帯の高木は枝下が高く、樹冠の大きいものを使用する乙とが望

留 意 点 ましい。また、低木寄植には、花木の使用や異なる樹種の使用も考え

られるo

1
 

0
6
 



地方部cc地域〕道路緑化計画例(4) 

主要幹線道路(幅員 28m)① 

日
日
目

i

b
J
一

日

i
町、ιiA
!
"
~

、
Jξ

h
hj
-'
2
'
P
ゃ
ιV2
・
2

分 類 地方部[c地域]主要幹線道路

本区間は、集落地の商庖街を通過する4車線の道路である。
そζで、沿道の修景美化を図り、商庖街を魅力あるものとする。

現況-緑化テーマ例

道路の部分 緑 化 機 古E 植 栽 形 式
道 路側 ( - m)  

路 自歩道 ( - m)  

環境施設帯( 悦)
( 

植樹帯 ( 1.25m ) 視線誘導・緑陰+修景・観賞 高木ー規則形・反復植殺刊$木・顎置反復槌栽

幅 植ます ( - m)  

員 中央分離帯 (0.5m)  

28 
植ます 〔明)

植樹帯 ( 1.25悦) 視線誘導・緑陰十修景 ・観賞 高木・規則形・反復権栽+低木窃喧反復槌主主
勿包
環境施設帯〔 ← m)

) 自歩道 ( - m)  

路側 (明〕

修景・観賞を目的とする植樹帯の低木・寄植・反復植栽については、

留 意 点 群植あるいは花壇等の設置も考えられる。

」
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② 主要幹線道路(幅員 17隅)

分 類 地方部[c地域 ]主要幹線道路

本区間は、集落内の住宅地を通過する2車線の道路である。
そ乙で、本区間は、視線誘導・緑陰効果を主な緑化テーマとする。

現況 ・緑化テーマ例

道路の部分 緑 化 機 能 植 栽 形 式

道 路側 (一明 〕

路 自歩道 (明)

環境施設帯〔 一 明)
fヘ
植樹帯 (悦〕

幅 値ます (1.25 m)  視線誘導・緑陰 品木・規則形 ・反復植栽

員 中央分離帯(- m ) 

17 
植ます (1. 25 7九〉 視線誘導 ・緑陰 品木 ・規則形・反復植栽

植樹帯 ( - m)  

m 環境施設帯( ー 悦)

、../ 自歩道 ( - m ) 

路側 (ー γι )

植ますの線地部分には、草本類、ツタ類を値栽する。

留 意 点

qu 。。



③ 幹線道路(幅員 15.5情 )

③
③
③
一③
③

分 類 地方部[c地域]幹線道路
本区間は、 集落の入口部を通過する盛土構造の2車線道路である。
そ乙で、本区間の緑化テーマは、集落の入口を表示する修景・ ラン

現況 ・緑化テーマ例 ドマ ~fJ植栽を基本とする。

道路の部分 緑 化 機 能 植 栽 形 式
道 路側 0.5明〕 修景 ・フY ドマーク 局木・ 規則形 ・連続植栽

路 自歩道 ( ー悦)

環境施設帯( ~ m ) 
( 

植樹帯 ( ~ m ) 

市彊 植ます ( ー叫 〉

員 中央分離帯 ( ←叩)

15.5 
植ます 〈 市)

植樹帯 ( ~ m)  

ηz 
環境施設帯( 一明)

、../ 自歩道 ( 一明)

路側l ( 7.5悦) 修景・ ラγ ドマーク 高木 ・規則形・連続植栽

修景ランドマーク植栽には、エゾヤマザクラ、ナナカマ ド等の郷土

留 意 ，点 樹木あるいはよく目立つ樹姿を有する樹木を使用する。 また、植栽

延長は 100m以上必要であり、集落内の街路樹1<::連結させる。
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④ 幹線道路(幅員15明)

分 類 地方部[C地域]幹線道路

本区間は、掘込1可道の河岸を通過する2車線の片側道路である。一
般に片側道路は、良好な景観を有する道路とされ、尊重されている。

現況・緑化テーマ例 そ乙で本区間では、沿道の修景美化を中心テーマとし、乙れに交通
の円滑化のための植栽を配慮する。

道路の部分 緑 化 機 古E 植 栽 形 式

道 路但Ij (7.5間 ) 視線誘導 ・緑陰+修景 ・観賞 E否認j形請章常占蹴
路 自歩道 ( 情 )

環境施設帯(ー 悦〕
( 

値樹帯 ( 悦)

幅 植ます ( - m ) 

員 中央分離常(一 明 )

植ます ( - m ) 
15 

視線誘導 ・緑陰+修景 ・観賞 室奈fh部時規雇華字音ま輔植樹帯 (1.25 m ) 
m 環境施設帯(- m ) 

) 自歩道 (一 机)

路側 ( - m)  

高木植栽は、単一樹種iζ限らず、二種類の高木を交互1<:::植栽するな

設 計 意 図 どが考えられる。
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分 類

現況・緑化テー7初j

道路の部分

道 路側 C 7.5明〉

路 自歩道 C --m)  

環境施設帯( - m ) 
( 

植樹帯 ( - m)  

申直 植ます C -m ) 

員 中央分離帯(一 明 )

9.5 
福ます 〔 悦)

植樹帯 (← m ) 

勿Z 環境施設帯(一明)

) 自歩道 (明)

路側 ・外側 (7.5n包)

留 意 点、

(5) 地方部D地域道路緑化計画例

① 幹線道路(幅員9.5m)

地方部[0地域 ]幹線道路

本区聞は、地方部の山岳・丘陵地を走る2車線道路の曲線部である
乙の場合の主な緑化テーマとしては、視線誘導 ・速度拘]制 ・飛び出
し防止となろう。

緑 化 機 古E 植 栽 形 式

A陪it~ 草木類又はツタ類の植栽

視線誘導・速度抑制・飛び出し防止 高木・(特殊)規則形・連続植栽

高木の植栽は曲線部の外側路側とし、直線部から曲線部に向うに従

って、高木の植栽間隔を狭くしていき、曲線部から離れるにつれて、

植椛間隔を広げてし、く。
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幹線道路(幅員 12m)② 

③
③
③
③
③
③
③
③
③
 

③
③
③
③
③
③
③
③
③
 

分 類 地方都[D地減]幹線道路

本区間は、地方部を走る2車線道路のト ンネノレ関口部le当る区間で
ある。

現況 ・緑化テーマ例 乙のような場合の主な緑化テー 7 は、運転者の明暗順応の促進、お
よびトンネノレを出た後の視線誘導となろう。

道路の部分 緑 化 機 能 植 栽 形 式
道 路憤ij C7.5叩 ) 視線誘導・明暗順応促進 両木 ・規則形 ・連続植栽

路 自歩道 (悦〉

環境施設帯〔 市〕
( 

植樹帯 ( - m)  

中耳 植ます ( - m)  

員 中央分離稽(一昨〉

12 
植ます ( - m ) 

植樹帯 ( 悦 )
作も 環境施設帯( 一明 )

) 自歩道 (一 m)

路側 ( 7.5畑〉 視線誘導 ・明暗順応促進 両木 ・規則形 ・連続植栽

使用する高木は、樹冠の大きい樹種が適当である。また、高木の植

留 意 点 栽延長はトンネんから50叫以上とることが望ましい。
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③ 主要幹線道路

(幅員11m)

分 類

現況・緑化テーマ例

道路の部分

道 路側 0.5 m ) 

路 自歩道 (叩〉

環境施設帯( - m)  
( 

植樹帯 (情〕

申冨 植ます (一明〉

員 中央分離帯 (- m ) 

11 
植ます (一明)

植樹帯 (一明〕
勿Z 環境施設構( 明〕

) 自歩道 ( - m)  

路側 (7.5 m)  

留 意、 点

311自

③③荻3
f診
③ 

地方部[D地域]主要幹線道路

本区間は、地方部の原野を走る 2車線道路の交差点(T字路)に当
る部分である。
乙の場合の主な緑化テーマは、道路方向の標示となる。 すなわち、
上図のZ方向から来る自動車のドライバーは、眼前を横切る樹林帯IL
より、そ乙が交差点である乙とを認知する。

緑 化 機 能 植 栽 形 式

視線誘導・方向指示 高木 ・規則形 ・連続植栽

視線誘導・方向指示 両木 ・規則形 ・連続植栽

局木植栽に際しては、交差点の見通しの確保に配慮する。
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第 5章 道路の植栽計画

5-1 植栽計画の策定

北海道の道路植栽にあたっては、積雪地域の道路構造の特徴と植栽スベース、 沿道条件

を十分把握し、植栽地の地質 ・土壌、気温、日照、風向 ・風速、降積雪および除雪作業等

を配慮した植栽計画を策定する。

植栽計画においては、 次の事項について定める。

(1) 植栽樹種および育成手法

(2) 植栽地盤

(3) 支柱

(4) 保護施設

(5) 管理施設

〔解説〕

植栽(標準)計画策定のための手順は、およそ図 5-1のとおりである。

(1 ) 道路線化計画の検討

既に策定された道路緑化計画を十分理解するとともに、現地の道路構造、徳栽スベース、

路上施設等のほか、沿道の自然 ・社会的条件など詳細な計画条件を確認し、緑化の機能 ・

効果を総合的に発揮する植栽形式およびその配置関係(植栽位置、形状、間隔、候補樹種)

を具体的に検討する。

(2) 植栽樹種および育成手法

植栽樹種の選定Kついては、あらかじめ 5-2節で示す植栽地域区分を念頭に置き、計

画対象路線の詳細な植物生育条件を十分検討しながら決定する。

一般的IC道路内の植栽スベースは、痩せた土媛、 寒冷気温、日照不足、 寒風、潮風、凍

上・凍結、降積雪、排気ガス等植物にとって極めて悪い生育条件下にある。乙れらの環境

圧に対抗し、健全な生育を期待できる樹種を選ぶ。

一方、植栽樹種の選定と関連して育成手法を定める。

植栽された植物が所期の機能 ・効果を発揮す忍までにはある程度の時間を要する。計画

目標をできるだけ早く、確実に、 しかも経済的に達成する過程が育成手法である。 育成手

法については、 5-3節で示すが、 道路区域の事情に応じて最も適したものを選ぶ。
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図5一1 道路植栽(標準 )計画策定のためのフ ロー ・チャー 卜

〔現地〕

1. 道路構成
2 植栽スベース
3. 路上施設、占用物件、
沿道工作物
4. 地下埋設物
5 沿道自然 ・社会的条件

-90一

う|植栽地域区分

〔植物の生育環境条件〕

1. 土嬢
2. 地形
3. 気温、日照
4. 雨量
5. 風向 ・風速(寒風、潮風等)
6. 降積雪、凍上 ・凍結
7. 排気ガス
a地下水位 等

〔計画支持条件〕

1. 材料(他物)入手の可能性
2 日常の維持管理
3 除 ・排雪作業
4 経費

(縮尺V500) 



(3) 植栽地盤

植栽地の地盤土は、機能の発揮およひ除雪、排雪を考慮して決定する。

土壌改良の方法としては、客土を原則とするが、現地土壌の使用、土壌改良材の使用、施

肥等最も合理的な方法を選び、植栽地の土嬢および土壌厚を定める。

(4) 支柱

北海道においては、積雪による雪圧害、吹雪、 寒風、台風による風倒害、除雪作業によ

る損傷害を受けやすい。乙れらの害から績栽地の樹木を守るため支柱を設置する。植栽計

画では、支柱を設置する範囲および支柱の種類を定める。

(5) 保護施設

吹雪、寒風、潮風等の発生する地域では、植栽地の樹木を保護するため、防雪柵、防風

柵、防風ネットなどの使用を考慮し、保護施設の種類、位置を明確lとする。

(6) 管理施設

撒水施設等の管理施設が必要な場合は、管理施設の種類、位置を定める。

(7) 計画支持条件との調整

機能や空間構造が決定されても、乙れを実行可能にするためには計画を支える条件の整

備が必要である。たとえば、①予定する材料の入手は可能か、②日常の維持管理、除・排

雪作業との関係で問題はないか、③整備および維持管理1<::必要な経費は確保されているか

など、計画を実現するために必要な項目のチェックが必要となる。

5-2 植栽地域区分

北海道の植物生育環境は、おおむね道央、道南、道北、道東の4地域1<::区分される。植

栽樹種および育成手法の決定1<::当たっては、緑化対象路線が通過する地域の植物生育環境条

件を十分把握し、判断の適正化を図る。

〔解説〕

植物の生育環境という観点から道内を区分すると、道央、道南、道北、道東の4地域1<::区

分される。それぞれの地域における植物生育環境の大要を整理すると表5-1、および図5

2から図5ー 7のようになる。

なお、北海道の4地域区分は、「積雪寒冷地域における公共用緑化樹木植栽管理lζ関する

調査JI(建設省、昭和 60年3月)に準拠したものである。
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北海道地方については、気象 ・生物気象等を参考にして、気象要素がほぼ等しい地域特性

から、次の四つの地域!C区分した。

I 道央(石狩、胆振、後志、日高、留萌、上川、空知支庁)

E 道南(渡島、槍山、後志、胆振支庁)

阻道北(網走、宗谷、留萌、上川支庁)

N 道東(上川、十勝、日高、調11路、根室、網走支庁)

乙れらの地域どとの温度、積雪要因を整理してみると、下表のようになる。

北海道地方の緑化環境区分ζ との温度 ・積雪要因

11温温量指数 寒さの 積雪深 土嬢
指数

凍結深

57.5 
道 央

67.5 

67.5 
E 道 南

75 

50 
E 道 it 

62.5 

42.5 
W 道 東

57.5 

40 100cm 

30 以下
30個以下

30 100cm 

20 以下
10 cm以下

50 100 
10 cm以下

前後 150cm 

50 100cm 

-30 以下
60 cm以下

一ーーーー」

積雪寒冷地威における公共用緑化樹木植栽管理
に関する調査(建設省、昭和 60年3月)
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表 5-1 地域別植物生育環境

地域
区分

植 物 の 生 育 環 境

植物の生育条件として最初に指摘されるのは水条件である。 道央の降水量は平地て 1200筑.~ 、

道|山間部で1600均年であり、比較的良好である。

また、温量指数、寒冷指数を見ると、およそ60、-35であり、北海道内でほぼ中庸の状態

央 lを示している。

風系も比較的おだやかであり、積雪深も1.0m程度であるが、南部一帯に火山灰土が広がり、
地
多少問題がある。 すなわち、火山灰土は養分が少なく 、乾燥しやすい土壌であるとともに、冬

域 |期ICは凍結、凍上による被害が発生しやすい。なお、太平洋側海岸部では、 火山灰土に加えて、

春期の冷い潮風による乾燥害が予想され、入念な対策が求められる。

道

南

植物生育のための水条件は良好で、本地域の降水量は1200-1800均年である。温量指数お

よび寒冷指数は、およそ 70、ー25であり、道内で最も温暖であるといえよう。

風は、 日本海世U1èおいて強く、冬期では 1 0町~ec 以上の潮風が吹き、乾害の発生が懸念され

地 |る。雪は少なし積雪深は75cm程度である。

域
土壌条件は、北部山間部で=火山灰土が広がっているが、南部は良好な黒色土が分布している。

本地域は、日本海側の潮風を除けば、植物の生育条件は概して良好であるといえよう。

道北地域の降水量は、 1200-2000均年と水条件は豊かである。しかし、温量指数、 寒冷指

道 |数を見ると、それぞれ55、-50であり、 寒暖差が最も大きい地域である。したがって、生育

可能樹種は非常に限られたものとなる。また、浜頓別から宗谷岬にかけては、植物の生長期に

北|当る6月の気温か低くなり、植栽樹穫の選定にあたって大きな問題となろう。

本地域の風系は植物にとって非常に厳しい状況にある。 夏期はオホーツク海、冬期は日本海

地 |から 10Il!ぺec以上の潮風が吹きすさび、植物の生育fe関する条件は道内において最も悪い。
積雪量も道内で最も多く、1.0-1.5mの積雪深となっている。したがって、冬期凍結害は

域 |少ないが、雪崩、雪圧等による被害が考えられる。

土壌条件は、重粘土酸性土であり、凍結には比較的強いものの、 土壌改良を要する。

道東地域の水条件は恵まれず、降水量は 800- 1 20011l~と道内で最少て‘ある。 温量指数、寒

冷指数はそれぞれ45、 40であり、道北に続いて寒暖の差が大きく、 生育可能樹種は制限さ

道 !れる。

風系は、海岸部においてlOm/sec以上の潮風が著し く吹き、たえず乾害の危険にさ らされて

東 |いる。また、雪は道内で最も少なく、積雪深50cm以下の地域が多い。

土壌は、大半が火山灰土であるとともに、海岸部においては、泥炭土が各所に分布している。

火山灰土とくに泥炭土は植物生育上極めて悪く、放本的な土嬢改良が必要とされよう。

また、少雪寒冷地とあって土嬢凍結は著しく、】 Om以上の凍結深を記録しており、 寒風と
あいまって植物の乾燥害が目立っている。

その他、太平洋海岸部一帯では植物の生長期1e当る 5月-8月頃まで海霧が内陸部へ侵入し、

地

域

日照をさえき、り、気温を低下させる。

概して、道東地域は、植物にとって道内屈指の厳しい環境であるといえよう。
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図5-2 降水量

年降水量分布図(mm)
(1966-1975) 

図 5-3 積雪

(cm) 
平均最深稜雪深図
(1966-1975) 

図5-4 気 ご自= 

( i )温量指数。
雪5_0

75 

( ii )寒冷指数。
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注)温量指数:月平均気温が5
0

C以上だけを

ひろい、それぞれの月の平均

気温から 5
0

Cをひいた数値の

総計

寒冷指数:月平均気温が5
0

C以下だけを

ひろい、 5
0

Cから月平均気温

までの絶対値Irマイナス記号

を与えた数値の総計

※50Cは、植物の根が作用を始める温度
である。



図5-5 土 壌

。
※ O 

医翠霊童火 山灰土

・圃・泥炭士
E霊童書重粘土酸性土

σ 

北海道の特殊土壌分布図(柏村一郎に
よる)。霜柱は火山灰土にできやすい

図5-6 土壌凍結

最深土壌凍結深度分布図
(江口より、 1964-65，cm) 

Fhυ 
Q
U
 

図5-7 霧・日照

ぴ

(i)霧回数

北海道の夏 (5-9月)の霧日数

(平均値)

σ 

( ii )日照時間

年間日照時間分布(単位:時間)
「農業気象]'0年版ー北海道一J(農林省 ・気象庁)



〔用語説明〕

※ 1 重粘 土

重粘土とは、粘土含量が多いために粘性が強く徽密で、土壌構造の発達カ濃く、透水性

が低いなど一連の特性をもっ土壌のことで、とくに士壊分類学上の名称ではない。

重粘土の表土は 10Cm内外である。また、土壌の孔隙率はさほど少なくはないが、孔

隙そのものが小さく 、孔隙内1<::占める空気の量も水lζ比べて著しく少ないため、通気・

通根性1<::乏しい。同時に毛管現象が非常iζ緩慢で皐魅にかかり易く、逆lζ、診透も悪い

ので少しの雨でも過湿になり易し、。また強酸性土壌であって、下層ほどその程度がひど

し、。

※2 火山放出物未熟土

火山爆発にともない山体の一部が破察されて生じた岩層および火山砂、火山灰等がそ

のまま堆積したか、または雨水、河川水などと混じって流動し堆積した土嬢で、 A層(表

層)は発達が弱くかっ浅くて、非固結の状態1<::移行している場合が多い。養分が少なく 、

乾燥しやすい土壌。

※3 泥炭土

泥炭土は、沼沢地など、常lζ水分が停滞すると乙ろで、縞物の遺体があまりよく分解

せず、厚く堆積した有機質の土援である。即ち、湖沼などK生育する水性組物の遺体が

水底lζ堆積すると、微生物構成は嫌気性微生物のみとなって微生物の総量は著しく減少

する。そのため1<::、有機物の腐植化 ・無機化が極めて緩慢となり、肉眼でも植物の組織

が認められる程度に分解堆積して泥炭となる。過温な状態にあるため、良好な土壊へと

発達せず、酸性土壌となり、植物の生育1<::適さない。
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5-3 樹木育成手法

道路緑化のための樹木育成手法は、次の4つの手法を基本とする。

(1) 天然更新

(2)播種

(3) 苗木績栽

(4) 成木植栽

育成手法の選択に際しては、植栽地域区分および現地における植物の生育環境条件を十

分検討しながら、経済的かっ安全な手法を選ぶ。

〔解説〕

(1)天然更新

天然更新による緑化とは、周辺の樹林から風、鳥獣によって運ばれてくる植物のタネが

自然に発芽・生長する営みを活用した手法である。乙の手法は自然の保護回復の最も原点

的な手法であり、投資も少ないが、その完成まできわめて長期間を要する。敷地規模の大

きい場合IC:採用を検討する。

(2)播種

人為的に目的とする樹種のタヰをまき、発芽・生長させながら、樹林を形成していく緑

化手法である。

早生樹種(カンパ、ヤナギ、ポプラ、ハンノキなど)のタヰまきを行う場合は、あらか

じめ防風・防砂のために潅木類を植栽し、次K目的とする樹種のタ ネと牧草類のタネを同

時にまく。

また、ナラ等ドングリ類、カエデ類、シナノ キ類のタネまきを行う場合は、先fC:、防風

・防砂等のために潅木類を植栽する。濯木類が生育し、ある程度重要蔽状態になるのをまっ

て地表面をかき起し、目的とする樹種のタネをまく。

乙の手法は、天然更新にくらべ多少投資が多くなり、完成まで長期間を要する。規模の

大きい敷地に適する。(図5-8参照)
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図5-8 播種による育成過程

第 1年目
植栽播種時
幼木植栽、 表面土を 15-20聞の

(ト守勢手書種〕¥烏 9:> 仏 G F市町る。
無機土ケ完売剛司f.lm.M普封書詩吟計制続減殺灼栃伽号、

(最初の 2，3年間は，雑草が幼木や ドングリの生育した〕

ものより高〈伸びたら，その雑草を刈り取る。 ノ
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(3) 苗木植栽

樹木を植栽する場合、一般的~é植栽する樹木の年齢が高いほど活着が悪く、環境への適

応力が低下する。

苗木植栽による緑化とは、 若木のうちに植栽地の環境iζ順応させ、抵抗力をもたせ、堅

実な生長を実現するための手法であり、使用する苗木は、通常2-3年生のものが多い。

苗木植栽においては、 まず防風、防砂のために性質が強健で、あまり枝のあばれない低

木類(できれば常緑樹)を槌栽するとともに、地表面の生育環境保護のためのグランド

カパーを植栽し、 その庇護下で目的とする樹木の苗木を植栽する方法が望ましい。

乙の手法は、投資と しては効果的であり、所要時間もさほど長期にはならないが、植栽

地の規模が比較的大きく 、群としての緑の景観を構成できる立地を選ぶ必要があろう。

なお、苗木植栽!eよる緑化は、生育するに従って苗木を間引くなど、生育のための林業

的管理作業を必要とする。

(4) 成木植栽

本指針での成木とは、樹齢がおよそ10年以上の花実をつける樹木で、整姿および移植の
4 4 

ための手当てが施された樹木とする。
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乙の手法は、努定、根廻し等が施された成木を適正な土壌を有する大地の植穴11:立て込

み、水やりして埋めもどす方法である。

乙の手法によれば、早期11:優れた景観造成を可能にするが、投資としては高額になりが

ちである。また、維持管理にも十分な経費と配慮が必要である。

以上、4つの育成手法の大要を示したが、通常道路緑化といえば、成木植栽が一般的であ

るが、道内の山間部を通過する道路の路傍植栽においては天然更新が一考されるべきであろ

うし、道北および道東の風衝地域においては、播種や苗木植栽も積極的l乙検討すべきで、ある。

なお、育成手法を選定するに際しては、事業実施時期、完成時期、基本的な管理作業等を

十分勘案する必要がある。

門
川
U
Q
d
 



第 6章 植栽の設計・施工

6-1 植栽の設計・施工の基本

北海道の道路植栽の設計・施工にあたっては、地域の気象条件、土壌条件に適合させる

よう十分に留意し、良好な活着と生育を期さなけれはならない。

1. 植栽の設計にあたっては、植栽計画に基づき、植栽地の状況(位置、気象、土壌、沿

道の土地利用等〉や、施工時期を十分調査し、樹木の種類、規絡、数量ならびに配植を

決定する。

2. 植栽の施工にあたっては、品質管理、工程管理、安全管理に細心の注意をはらい、適

期に行うとともに、地域の気象条件に応じた尭慌を施す必要がある。

3. 環境条件のきびしい地域の緑化にあたっては、植栽の本工事に先行して、試蜘悦一

部植栽を行い、その活着、生育状況のデーターをもとに、本工事の設計をすすめなけれ

ばならない。

〔解説〕

111 植栽の設計にあたっては、植栽のための諸条件を把握し、植栽目的が最も効果的に発

揮されるように努めなければならない。樹木の規格は、 信号機や諸標識の視認をさまた

げないものでなければならず、低木についても交差点付近の中央分離帯や交通島等では、

交通の障害にならないよう、植栽の高さに注意しなければならない。

また低木寄植の場合、植栽地の気候、土壌条件により、樋栽後の生育を考慮し、植物

の葉張りの大小によって単位面積当りの株数を決定すべきである。

121 また地域の気象条件l乙対応して、 次のような点に留意して諮十する必要がある。

i)多雪地威一ー萌芽カが旺盛で、枝折れしにくいしなやかな枝条の樹木や、根張りの

大きい樹木を選定する。

-秋植えを避ける。

n)少雪地域一 ・常緑樹を避け、寒害lζ強い深根性の樹木を選定する。

・l*植えを避ける。

-植栽密度を高める。

iii)風街地域 一・ 耐風性のある深根性の落葉樹を選4ら

-秋植えを避ける0

.植栽密度を高める。
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lV海岸地域 一 ・恥潮性の強い樹種を選定する。

(31 植栽の施工の際には、一定の品質規格を満たした樹木をi使用し、乙れに損傷をあたえ

ないよう十分K注意しなければならない。

掘り取り、荷造り、 運搬、穴掘り、植付け等の作業を迅速かつ要領よく実施し、所要

時間の短縮をはからなければならない。

また施工中の安全対策も十分に施さなりればならない。

良好な活着を望むために、植付けは適期を見きわめて施工されるべきである。

(41 施工にあたっても、地域の気象条件に対応した処置を行う必要がある。

i)多雪地域一・支柱や添木の強化をはかる。

植栽地盤の整備を行う。

u)少雪地域 一 ・若干深植えする。

-植栽地盤の整備を行う。

。樹木の保護、養生(幹巻き、マノレチソグ、蒸散抑制j斉Ij散布等)を行う。

iii)風街地域 ー・ 支柱やi添木の強化をはかる。

-植栽地盤の整備を行う。

-樹木の保護、養生(幹巻き、蒸散抑制剤散布等)を行う。

・環境施設帯においては、防風柵の設置を検討する。

iv)海岸地域一 ・環境施設帯においては、防風柵の設置を検討する。

-散水施設を設置する。

(51 植栽地固有の気象や土壌と密接な関係にある植栽の設計においては、文献や資料など

から完全な解答を得ることは難しい。当該植栽地への試験的植栽を行い、そこから得ら

れたデータをもとに、適切な設計をたでなければならない。
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図6ー1 北海道の多雪地域・少雪地域

区豆ヨ 多雪地域(150 cm以上 〕

皿皿少雪糊(50cm以下)

図6-2 北海道の寒冷地主主

区m寒冷地域(40C以下〕

σ 
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コ仙E 平均最深積雪深図 (cm)

(1 9 66~1 9 75 ) 

北海道の年平均気温('C)

( 1 966 ~1 975 ) 

「農業気象10年報J(気象庁〉



図6-3 北海道の嵐衝地域

皿圃鵬地域

平均風速3.5m/S以上の地域

IW 

「日本気候表その3 気象庁」資料より

q
‘υ
 

nu 
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(61設計・施工の手順をフローチャートにしたものが、図6-4である。

図6-4 道路の植栽設計 ・施工のためのフローチャート

道路植栽計画

道路植栽諜十

道路植栽施工

部各植栽管理

|植栽位置決定|

(縮尺 1/500~1 / 200 ) 

植栽条件調査
・環境条件
気象・土壊
時間的条件
.樹木条件

市場性・経費

(縮尺;1/200 ~ 1 / 100 ) 

|h材料↓搬入ト七E竺空

片つサけ
|養 生|

| 維持管理 |二挙路植栽が本警の機態T効果を発揮で
きるように、年間官樫計阻をたてて
樹木の管理を行う。

図6-411:従って、内容の概絡を説明する。
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a 植栽の位置を現場で確認をする。

植栽計画による植栽位置か、道路及び沿道の諸条件に照ら して、問題がないかどうか

現地調査をし、確認する。

b 植栽樹種、規格、数量を決定する。

植栽計画l乙あげられた樹種を、具体の現場条件にあてはめて、その採用の是非を再検

討し、規格(樹高、幹周、葉張)と、数量〔本数、低木ならば単位面積当りの株数〕を

決定する。

C 植栽地の土壌条件によって、 土壌改良の方法や客土量を検討する。

土壌の物理性や化学性についての調査を行い、樹木の生育にとって好ま しくない場合

は、適切な改良方法と必要な客土量を決定する。

d 植栽時期を設定する。

植付けか樹木の移植醐に行われるよう工程を調整し、それが難しい場合には、施工

方法を十分に検討する。

e 施工方法の検討。

植栽する樹種や規格などによる条件や、植栽地の環境条件、施工現湯における制約な

どを考慮して施工方法を考え、 支柱型式の選定や養生方法の慌守を行う。

f 樹木の生育にとって望ま しい植栽地盤をつくる。

表土の保全や、排水工を含めた土壌改良や客土、施肥なと¥設計において決定した植

栽地盤を造成する。地下水の湧出や埋設物など予期されない事態の場合は、すみやかに

適切な対策をとる。

E 植栽の位置出しを行う。

設計図にもとづいて、現場に位置決めの杭を打つ。 現場における細かな条件!c対する

調整の要がある。

h 植栽する樹木を現場lζ搬入する。

樹木は、施工の進捗状況に合わせて適切な時期に搬入する。搬入材料はすべて品質検

査を受けなければならない。

i 樹木を植付ける。

手早い施工が要求されるが、規則型、自然型等計画意図!i::合わせて全体と して見ばえ

がL、い配植にする。

J 植栽後、姿を整える乙と、 および活着を確実にするための養生をする。

支柱設置、整枝、潅水などの一般的な作業の他、必要に応じて幹巻、マノレチング、蒸

散抑制j剤散布などの養生を行う。
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図 6-5 地織区分月IJ道路植栽設計OlJ

(1)都市部 (A地域〕

① 1 -a) 主要幹線道路(幅員50叩 <多雪地域〉

50.00 

10.00 30.00 

3.50 6.50 2.00 10.50 5.00 10.50 

i亭
車 道 民主 道

車止
車

3.75 

10.00 

2.00 4.75 5.25 

停 歩車
特車 道

分 類 都市部 (A地域〕主要幹線道路 く多雪地域〉

現況 ・緑化テーマ例

道路の部分

道 |路側 ( -m) 

第一種又は第二種住居専用地域を通過する交通量の多い区間であ
ると同時に、スクーノレゾーンに指定されている区間である。また、
市内の展望地から見られる市街地景観の中では、緑の骨格として重
要な位置を占める乙とができる。以上から学童の情操かんよう、お
よび縁の豊かさを主な緑化テーマとして計画する。

緑化機能 | 選定樹種

路|自歩道 ( 3.5 m)  I緑化なし

環境施設帯(一明)

'"'[植樹帯 (3.75悦)I視線誘導・緑陰+修景 ・観賞 高木ーイタヤカエテ、低木 ハマナス

幅 !値ます ( - m) I 

員 l中央分離帯(3.0悦)I修;景 ・緑陰十遮光・視線誘導 高木ーノVレニK中木ーライラック

ω|値ます ( - m) I 
l植樹帯 ( 2.0 m ) I視線誘導・緑陰+修景・観賞 高木ーイタヤカエラミ低木ーハマナス

叩|環境施設帯(ー悦)I 
'-J 1自歩道 ( 5.2 5m ) I緑化なし
路値( 悦)I 

設 計意図
-樹冠が広がり大木になる高木と、美しい花が咲き枝葉が密な中、
低木の組み合わせ。
-耐雪、耐寒性樹種を選定。
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(1)都市部(A地域〕

①-l-b)主要幹線道路(幅員 50明) <多雪地域〉

環境施設符

10.50 

車道

2.75 

ニセアカシア

ナナカ7 ド

サラサ ドウダン

オオパボダイジュ

ニンキギ

ニセアカシア

'j''Jジ頼

分 類 都市部(A地域〕主要幹線道路〈多雪地掛

現況・緑化テーマ伊l
路音でと2でのあすS区緩あるる。和。聞り、はをし車‘た悶第両がる突っ乙通種てと又量、、出語はお第道よ1三住ひ日寄種宅当扱珊率り卸ま通婆き1専¢行Z斥0生の続0安活包0域環全台滞を境を課通をま過良をる好主すかる低旬に保4嗣上事つ回ヒ濃たテるのめ区道騒マ闘

道路の部分 緑 化 機 能 選 定 樹 種

道 路側 (悦〕

路 自歩道 悦)

環境施設帯(1O.Om ) 騒音緩和 ・防風・防火 高木一江主主沼三二"r7Jマ r
( 

植樹帯 (一明 ) 中木ーサフサドウダγ.ユジキギ

幅 植ます (ー 叫〉 低木ーツツジ類

一一
員 中央分離帯(2.0 m) 交通分離強化.~光 低木ーノリウツギ

50 
植ます 〔ー悦)

植樹帯 ( -m) 
勿包 環境施設帯 (10.0明〉 騒音緩和 ・防風 ・防火

) 自歩道 (一明〕

路側 ( -m) 

-機能発簿のため枝葉の多い樹木で混合自然植栽

設 言十 意 図 -耐雪、耐寒性樹種を選定
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11)都市部 (A地域 〕

①-2 -a) 主要幹線道路 (幅員50 m) <少雪地滅〉

憾樹帯 ー 植樹帯

守
計
乱

-

0
0
回
一一、

『

分 類 都市部(A地域〕主要幹線道路 〈少雪地域〉

第一種又は第二種住居ゾ専ー用地域を通過する交通量の多い区間であ

ると同の時展望に.スクーノレ ン街ーにる地指。?定景以と観上さしれのかて中計てら学で画いる区間ので骨あ格る。とまた、現況・緑化テーマ171] 市内 地から見れる市 は、緑 して重
要な位置の豊を占める乙とりができ 童の情操かんよう、お
よひ禄 かさを主な緑化テ 計画する。

道路の部 分 緑 化 機 官ig 選 定 樹 種

道 路側 (一明)

路 自歩道 ( 3.5畑) 緑化なし

環境施設帯( - m)  
〆崎、
植樹帯 (3.75刑〕 視線誘動 ・緑陰+修景 ・観賞 高木 ナナカマド、低木ーモンタナマツ

申高 植ます (一隅)

員 中央分離帯(3.0悦) 修景 ・緑陰+遮光・視線誘導 思歪二5353すよヲヒ
50 
植ます (ー 11包〕

植樹帯 ( 2.0 7九〕 視線誘導 ・繍陰+修景-観賞 高木ーナナカマトミ低木ーモンタナマツ

"包 環境施設帯(ー悦)

) 自歩道 (5.25怖〉 緑化なし

路仰l 〔一 明)

-耐寒、耐風性樹種を選ぶ

設 言十 意、 図 -冬期も緑があるように、常緑針葉樹を導入

-植栽問痛を狭くして植栽密度を高める
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(1)都市部 (A地域〕

①一2-b)主要幹線道路(幅員 50m ) く少、雪地主主〉

環境施設帯

10.50 

車道

ネグン ドカエデ

7 ユミ

ドロノキ

ソリパナ

ネグンドカエド

て7 "'ーミ

ヤチダモ

ネグンドカエデ

分 類 都市部(A地威〕主要幹線道路 〈少雪地威〉

本区間は、 第両がる一交っ乙種通てと、又、量沿がはお第道よ1二住び日宅車種当住両地り居域通l専行の2，0用生のO地安活O域環全台を確境を通保をは過良をるす好主かるになに保緑4上車化つ回線たテるのめ区道綴マ間路であり、車
現況・緑化テーマ例 である。した

音とのす緩る。和を図

道路の部分 緑 イヒ 機 飽 選 定 樹 種

道 路側 (一明)

路 自歩道 ( - m)  

環境施設帯(1 0.0情) 騒音緩和 ・防風 ・防火 高木-tzzょカエデ ・ドロノキ
( 

値樹帯 ( - m)  中木-"7ユミ ・ツリパナ

申高 植ます ( - m)  低木ーハギ・ベニウツギ

員 中央分離帯(2.0 m ) 交通分離強化 -遮光 中木ーハコネウツギ

50 
植ます (一 m)

植樹帯 (一情〕

勿Z 環境施設待(1 O.Om) 騒音緩和・防風 ・防火

、J 自歩道 ( - m)  

路側 ( ...，. m)  

-機能発揮のため枝葉が多く丈夫な樹木で混合自然植栽

設 計 意 図 -耐寒、耐風性樹種を選定
-植栽密度を高める
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(2) 都市部(B地域 〕

①-1 主要幹線道路(幅員42m) <多雪地域〉

42.00 

10.50 10.50 

車道 車道

1. 25 

植樹帯一 植樹幣

トチノキ

ニシキギ

分 類 都市部(B地域〕主要幹線道路 〈多雪地域〉

両交本区間は、商業地域の繁華街を通過する 4車線の道路であり、車
通量の多区い区間である。

現況 ・緑化テーマ例 そ乙で適性本 聞は、見通しのよい緑豊かな道路空間の創出、歩道環
境の快 および対向車両の夜間閃光防止を主な緑化テーマとする

道路の部分 緑 化 機 能 選 定 樹 種

道 路側 ( - m) 

路 自歩道 ( ー 叫〕

環境施設帯( ー 悦)
r、
権樹帯 ( 1.2 5悦) 視線誘導・緑陰+防塵 ・防泥ハネ 局木ー トチノキ、中木ーニシキギ

~j 徳ます ( - m)  

員 中央分離帝(1.5 m ) 修景・緑陰+遮光 ・視線誘導 躍全::Z475T55ユ
植ます ( 一 明)
42 
篠樹帯 ( 1.2 5悦) 視線誘導 ・緑陰+防塵-防泥ハ不 高木ー トチノキ、低木ーニシキギ

勿下 環境施設帯( ー 悦)

) 自歩道 ( - m)  

路側 ( 一 11包〕

-商庖街の歩道11:涼やかな繍塗をおとす樹木や刈込みの出来る低

設 Z十 意 図 木をlfc粗
耐雪・耐寒性樹木を選定
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(2) 都市部(B地域〕

〈少雪地域〉

E匹

10.50 

道事

42.00 

主要幹線道路(幅員42m) 

道

10.50 

①-2 

p
p
p
p除

帯植

アカエゾマツ

植樹帯

。1
q 

分 類 都市部(B地威〕主要幹線道路〈少雪地域>

本区通間は、商業地域の繁華街を通過する4車線の道路であり、車
両交 量の多区い区間である。

現況・緑化テ一字例 そ乙で本 聞びは、対見向通しのよ間い緑閃豊かな道路空間の創出、歩道環
境の快適性およ 車両の夜 光防止を主な緑化テーマとする

道路の部分 緑 化 機 自色 選 定 樹 種

道 路側 (一明)

路 自歩道 (ー悦)

環境施設構( - m) 
( 

植樹帯 ( 1.2 5m ) 視線誘導 ・緑陰+防塵 ・防泥ハネ 局木ーシフカノ之、低木 アキグミ

$lii 植ます ( -m) 

員 中央分離帯(1.5隅) 修景-緑陰+遮光・視線誘導 局木ーアカエソr~;;、低木-/、マナス

42 
植ます (叩)

植樹帯 (1.25m) 視線誘導・緑陰+防塵 ・防泥ハネ 両木ーシラカバ、低木ーアキグミ

"も 環境施設待( 一明)

) 自歩道 (ー m)

路側 〔一明)

-美しい樹幹と柔らかな雰囲気の校葉で商庖街に明るいイメージを

設 計 意 図 与える -冬の緑を確保するため、常緑針葉樹を選定
-耐寒、耐風性樹種を選ぶ -植栽密度を高める

1
 

1
よー



(3) 都市部[A'B地域〕

①ーl 幹線道路(幅員32情) <多雪地域〉

植樹帯' 椴樹借

イヌエンジュ 11

エゾムラサキ
エゾヤ7ツ y ジ II'~に

ニシキギ

分 類 都市部 [A'B地域〕幹線道路<多雪地域>

現況・ 緑化テーマ例
交な緑本通そ量区化乙間でテも比、はー較、静マ近的かと隣多なす商緑いる区陰。業地lで笥沿威で道のあ神修る景社。前おを通過する4車線の道路であり

よび夜間対向車の閃光防止を主

道路の部分 緑 化 機 能 選 定 樹 種
道 路倶Ij (一明 )

路 自歩道 (2.7 5m ) 

環境施設帯(一明 )
( 

植樹帯 ( 1.25叫) 視線誘導 -緑陰+修景・観賞 !事李Z335YZ拘毎李ヲ予ゾム l
幅 植ます ( - m) 

員 中央分離帯(0.5悦〕 遮光・視線誘導 中木ーニシキギ

32 
徳ます (一 隅〕

植樹干苦 (1.25隅) 視線誘導 ・緑陰+修景・観賞 高ラ木サーキイツヌツエジYエV品プ、ヤ低マ不ツーツエジソム
m 環境施設帯(一明 )

) 自歩道 (2.75怖〉

路側 ( - m) 

-沿道修景のため、花湛木と樹姿、樹皮が美しい高木を組み合わせ
設 言十 意 図 る。

-耐雪、耐寒性樹種を選定
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道

路

( 

。高

員

32 

ηz 

) 

131 都市部 [A'B地域〕

①-2 幹線道路(幅員 32叩 ) <少雪地域〉

:12.00 

2.751.252.00 

植樹幣 植樹待

分 類

現況 ・緑化テーマ例

道路の部分

路側 悦〕

自歩道 ( 2.75m) 

環境施設帝( - m) 

植樹帯 ( 1.25情)

植ます ( -m) 

中央分離帯(0.5叩)

徳ます (叩)

植樹帯 ( 1.25m) 

環境施設帯〈 悦)

自歩道 ( 2.75悦)

路側 (一悦〉

設 計 意 図

エゾヤマザクラ11.'

ベニウツギ

ノリウツギ

モンタナ7 ツ

都市部 [A'B地域〕幹線道路 〈少雪地域>

~ .1 

1'1.¥ '../J.r 

交通量も比本区間は、較静的近か隣多な緑商い陰業区地で間域沿で道のあ神修る社前を通過する 4車線の道路であり

そ乙で、 。景および夜間対向車の閃光防止を主
な緑化テーマとする。

緑 イじ 機 能 選 定 樹 種

視線誘導 ・緑陰+修景 ・観賞 高ウ木ツーギエゾノヤ'1マウザツギクラ、低木・ベニ

遮光・ 視線誘導 i!&木ーモンタナマツ

視線誘導 ・緑陰+修景 ・観賞 両ウ木ツーギエゾノヤリマウザツギクラ、 低木 へー

-神社の雰囲気に合わせてサクラを選び、花潅木と組み合わせる
-冬期の緑を確保するために常緑針嘆低木を選定
-耐寒、耐風性樹種を選定 -植栽密度を高める
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道

路

r、

幅

員

28 

怜包

) 

(41地方部 [c地域〕

① l 主要幹線道路(幅員 28m) く多雪地域〉

分 類

現況・緑化テーマ例

道路の部分

路側 (一 情)

自歩道 ( 一 悦〕

環境施設帯( - m)  

値樹帯 ( 1.2 5怖)

植ます ( 一 明〕

中央分離帯(0.5 m)  

植ます ( - m)  

植樹帯 ( 1.2 5明)

環境施設帯( - m)  

自歩道 ( - m)  

路倣u ( ー m)

設 計 意 図

28.00 

ヤマモミジ

ボケ

グランドカバー
ピンカ ・ミノーJレ

地方部[c地域〕主要幹線道路く多雪地域>

本区間は、集落地の商庖街を通過する4車線の道路である。

そ乙で、沿道の修景美化を図り、商庖街を魅力あるものと

する。

緑 イヒ 機 自E 選 定 樹 種

視線誘導 ・緑陰+修景・観賞 高木ーヤマモミジ、{民木ーボケ

グフンドカバー ーヒシカミノーノレ

視線誘導 ・緑陰+修景・観賞 高木ーヤマモミジ、{~木ーポケ

-花潅木と紅葉木を組み合わせて季節を色どる歩道にする
-樹木の植えられない狭い分離帯にグランドカバーを植栽
。耐雪、耐寒性樹種を選定
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(41地方部cc地域〕
①-2 主要幹線道路(幅員28m) く少雪地域〉

28.00 

グランドカノ〈
シパザクラ

分 類 地方部cc地域〕主要幹線道路<少雪地域>

本区間は、集落地の商庖街を通過する4車線の道路である。

現況・緑化テーマ例
そこで 、 沿道の修景美化を図り、商庖街を魅力あるものとす

る。

道路の部分 緑 化 機 古E 選 定 樹 種

道 路側 ( - m)  

路 自歩道 (ー悦)

環境施設稽(ー悦)
( 

植樹帯 (1.2 5m ) 視線誘導-緑陰+修景-観賞 高木ノ、シドイ、低木ーョドカゴ7ツツジ
。直
植ます ( - m)  

員 中央分離帯(0.5 m)  グフンドカパ一一シノてサ・タフ

28 
縮ます ( - m)  

植樹帯 (1.25悦〕 視線誘導-緑陰+修景観賞 高木一竺ハンドイ、iti:木ーヨドヵワツツジ
符も 環境施設帯(- m)  

) 自歩道 ( - m)  

路側 (一悦〕

-花の咲く晶木と低木を組み合わせ、商庖街に華やかさを与える

設 計 意、 図 ー狭い分離帯には耐寒性に特』ζ優れたグランドカバ を植える

-耐寒、耐風性樹種を選定 -植栽品事扇をつめる
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(51 地方部(D地域〕

①ー1 幹線道路(幅員 9.5明) <多雪地域〉

分 類 地方部(D地域〕幹線道路<多雪地域>

本区間は、地方部の山岳 ・丘陵地を走る2車線道路の曲線部であ
る。

現況 ・緑化テーマ例 乙防の場止合の主な緑化テーマとしては、視線誘導、速度抑制 ・飛び
出し となろう。

道路の部分 緑 イじ 機 能 選 定 樹 種

道 路側 ( 7.5市) 修景 芝+シャスターデージー

路 自歩道 ( - m)  

環境施設帯( - m)  
，...、
植樹帯 ( 一 明)

中高 植ます ( 一 明)

員 中央分離帯( - m)  

9.5 
徳ます 〔 一 m)

横樹帯 ( - m)  
ηz 
環境施設帯( 一 明)

、..- 自歩道 ( 一 間)

路側 ・外側(7.5叩) 視線誘導・速度抑制・飛び出し防止 ハシドイ

耐雲、耐寒性のある樹種を選ぶ

設 計 意 図 -花の咲く樹木やグランドカパーで地域の個性を出す
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員
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(5) 地方部 (D地域〕

①-2 幹線道路(幅員9.5m) く少雪地域〉

分 類

現況・緑化テーマ例

道路の部分

路側・内側(7.5明)

自歩道 (一 明)

環境施設帯( - m)  

植樹帯 (一 明)

植ます ( 一 隅〉

中央分離帯( - m)  

植ます ( - 11る)

値樹帯 (一 明)

環境施設帯( _ m)  

自歩道 ( - m) 

路側・外側(2.5 m)  

設 計 意、 図

一 白・・ e・. ・・ー

地方部[D地域〕幹線道路<少雪地域>

本区間は、地方部の山岳 ・丘陵地を走る 2車線道路の曲線部であ

る。

乙の場合の主な緑化テーマとしては、視線誘導 ・速度抑制・飛び

出し防止となろう。

緑 化 機 能 選 定 樹 種

修景 芝+コスモス

視線誘導・速度抑制・飛び出し防止 チョウセンゴヨウマツ

-冬期間も機能を発揮するように常緑針葉樹を選定する。
-沿線地威のイメージづけのため、草花を植える。
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151地方都[D地域〕

②-1 幹線道路(道路幅員 12悦) く多雪地域〉

分 類 地方部[D地域〕幹線道路<多雪地域>

本区間は、地方部を走る2車線道路のト ンネノレ関口部Ic当る区間
である。

現況 ・緑化テーマ例 乙のような場合の主た後な緑の視化線テ誘ー導マは、運転者の明暗順応の促進、
およびトンネノレを出 となろう。

道路の部分 緑 イヒ 機 能 選 定 樹 種
道 路側 ( 3.5 m)  視線誘導 ー明暗順応促進 高木ーハノレニザ

路 自歩道 ( - m)  

環境施設帯( - m)  
( 

植樹帯 (刑)

。高 組ます (一怖)

員 中央分離帯( - m)  

1 2 
植ます ( - m)  

植樹帯 ( - m)  

勿も 環境施設帯( - m)  

) 自歩道 (ー悦)

路側 ( 2.5 m)  視線誘導 ・明暗順応促進 高木ーハノレニレ

-樹冠が大きく大木になって、大きな緑陰を落とす樹木を植える
設 E十 意、 図 -耐雪・耐寒性樹種を選定
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151地方部(D地域〕

②-2 幹線道路(幅員12悦) <少雪地域〉

~ 
分 類 地方部(D地域〕幹線道路<少雪地域>

本区間は、地方部を走る2車線道路の トンネノレ関口部f1:当る区間
である。

現況 ・緑化テーマ例 乙のような場合の主な緑化テーマは、運転者の明暗順応の促進、
およびト ンネノレを出た後の視線誘導となろう。

道路の部分 緑 化 機 自E 選 定 樹 種

道 路il!U ( 7目5m) 視線誘導 ・明暗順応促進 局木 ヤチダモ

路 自歩道 ( - m)  

環漬施設帯( 叩)
( 

植樹帯 ( - m)  

幅 植ます (惜〉

員 中央分離帯( - m)  

植ます ( - m)  

12 緩樹帯 ( - m)  

m 環境施設帯( 明)

〉 自歩道 ( - m)  

路倶U ( 7.5悦〕 視線誘導 ・明暗順応促進 品木ーヤチダモ

-樹冠が大きく大木になって緑陰を落とす樹木を植える

設 計 意 図 -耐寒、耐風性のある樹種を選定
-植栽間隔を狭くして植栽密度を高める
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(51 地方部(D地域〕

③-1 主要幹線道路(幅員 11m) <多雪地域〉

00000000 

。。ふiI |fd。。
C 
G 。
I I 

Z 

四II。。
分 類 地方部(D地域〕主要幹線道路<多雪地域>

本区聞は、地方部の原野を走る 2車線道路の交差点(T字路)1<::

当るζ図部のの場分Z合で方のあ向主るか。な現況 ・緑化テーマ例 緑化テー7 は、道路方向の標示とな なわち
上 ら来る自動車のドライパーは、眼前をる。横切する樹林
帯により、そ乙カ境差点て、ある乙とを認知する。

道路の部分 緑 化 機 能 選 定 樹 種
道 路側 ( 7.5叫) 視線誘導 ・方向指示 シナノキ

路 自歩道 (一 明)

環境施設帯( - m)  
〆・、
植尉予告 (一明)
。高
植ます (一 m)

員 中央分離帯(一明〕

11 
纏ます (一 m)

植樹帯 ( - m)  

"も 環境施設帯(一 明〕

、-' 自歩道 ( - m)  

路側 ( 7.5 m)  視線誘導・方向指ポ シナノキ

-機能発揮のため樹冠が大きく枝葉の密な樹木を選定する
設 言十 意 図 -耐雪、耐寒性のある樹穫とする。
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(5) 地方部(D地威〕

③-2 主要幹線道路(幅員 11m) <少雪地域〉

。∞収ヌ字以始。以

zmu 。。。
分 類 地方部(D地域〕主要幹線道路<少雪地域>

本区聞は、地方部の原野を走る2車線道路の交差点(T字路)Iζ 
当る部分である。

現況・緑化テーマ例 乙図のの場Z合方の向主かな緑ら化テーマは、道路方向の標示となる。すな樹わ林ち
上 来る自動車のドライバーは、眼前を横切る
帯により、そこが交差点である乙とを認知する。

道路の部分 緑 イヒ 機 能 選 定 樹 種

道 路側 ( 7.5叩) 視線誘導 ー方向指示 ノζンク シャ ーマツ

路 自歩道 (悦〉

環境施設帯( 明)
( 

植樹帯 ( 一明)

中高 植ます ( -m) 

員 中央分離帯( 明)

11 
値ます ( -m) 

植樹干苦 ( ー m)
ηz 環境施設帯(ー刑)

) 自歩道 (叩)

路側 ( 7.5叩〕 視線誘導 ・方向指示 パンクシャーマツ

-冬季も目立つように耐寒性のある常緑針葉樹を植える
設 計 意 図 -植栽間隔を狭くする
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6-2 植栽樹木の選定

6-2-1 樹種の選定

北海道の道路植裁に用いる樹種は、植栽目的、植栽地域の気象、土壊条件などを十分考

慮し、表6ー 1日ヒ海道の道路植栽用樹木一覧表」を参考に、適切な樹種を選定する。

樹種の選定にあたっては、次の事項に留意しなければならない。

L 街路樹は原則としては落葉樹を使用するが、冬期の景観構成、防風、防雪効果の必要

性があれば常緑針葉樹を採用するとともできる。

2.樹幹が直で、樹姿が美しく、悪臭・毒性か無い乙と。

3 維持管理が容易な樹種である乙と。

4 市場性があり、大量の規格品の供給ができる乙と。

5 地域lζ自生又は樋栽されている乙と、市町村のシンボノレ樹など地域の特徴にあってい

るとと。

6. 土壌条件、環境条件などの環境抵抗性が大きいこと。

7 生長力・癒傷力か大きく、 奥定整枝11:耐える樹種である乙と。

〔解説〕

(1)夏季の緑陰と冬季の日照確保の上から、ー蜘旬には落葉樹を原則として使用する拡 北

海道の場合は、冬期間の緑均溜めて少なく、白一色の景色を修景するために場所を選んで

常緑樹を用いる。また、防風、防雪効果を期待する場所では常緑針葉樹を活用する。 針葉

樹は、下枝が張り、美しい樹形の大木になるととが多いが、大気汚染11:弱かったり、日照

を妨げる等の逆効果もあるので選択に当っては注意を要する。

(2)街路樹としての樹姿が美しく、修景効果があり、春の新緑、夏の濃緑、秋の紅〔賞)葉

などの葉の変化や、花や実が美しい等、季節変化が楽しめ、 道路の風致美観を増加できる

乙と。歩行者に触れやすい場所ではウノレ・ンのように、かふれたり、花、実、切口から悪臭

を発したりするものは避ける乙と。

(3) 手入れの容易な樹穫であり、病害虫11:対する抵抗力の強いものである乙と。今後の熟練

作業員不足、機械化などの社会変化に対応可能で、なるべく維持管理に費用がかからない

ものとする。低オ顎の場合は、雪害対策上、冬聞いが必要になる場合も多いので、 管理計

画上からも配慮する必要がある。

(4) 一定の規格品が大量に、 安価に入手できるもの。 街路樹は同一樹種で同形同大のものを

一時に多量11:必要とするので、事前11:市場性、供給量を調査したうえで、樹種、形状、寸
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法を決定しなければならない。

151 郷土色のあるもの、実績のあるものから選定する。地域の諸条件IC適応し、 沿道のすべ

ての環境になじみのよい樹種を選ぶ乙とにより、地域の個性を引き出す乙とも出来る。

161 劣悪な土壌条件(重粘土、泥炭土、火山灰、火山磯〕や、大気汚染、寒害、雪害などの

諸害fC対して抵抗性の大きいもの。

少雪地域では北方系の針葉樹以外の常緑樹を避け、寒風や凍結に強い落葉広葉樹を主体

とする。

多雪地威では雪害を軽減するために、幹の弾性、生長の速さ、生育期間を考慮して、落

葉広葉樹を主体とする。

海岸地域では耐潮性、 耐風性の大きいものを主体とする。

171 劣悪な条件下でも生育が旺盛で、治癒力が強く、契定整校に耐える樹種であり、移植に

対しても活着率の高いものである乙とが望ましい。

常緑針葉樹の場合は雪による枝折れがおきやすく、高木になると移植が困難になる場合

も多いので十分配慮する必要がある。
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表 6-1 ~匂毎道の道路植栽用樹木一覧表

原地(域目適安応〕性成長 土壌適性 移植 根
市 言者害性に対質する抵抗
性

No. 樹 種 産
道 道道 道 火 泥 砂粘難 時

場
耐 耐 耐 耐 耐|除

速遅 山 深浅 f宝品ロ、三、一 光 水
地央南 ~t 東 灰 炭土土易 期 性雪実 潮風 |正

1 アカエゾマツ 郷 O OIC O 010 O 010 × 春 O O O O 色合 xlO 陽湿

2 ア カ 日マ ツ 移 010 XIX O Olx 010 × 春 O 6 × ム Oム 6ム陽乾

3 イ チ イ 恕E010 C O Oム A ムOO 春 O O O O ム O ム|企陰 中

4 オウシュウアカマツ 外 O Oム ムO O × 016 × 春 O 6 ム ム XIX ム×陽乾

5 カイズカイブキ 移 610 XIX O Olx 016 × 春 O XIX xlO XIO ム揚乾

6 カ フ vマ ツ 移 010 010 O Olx 016 × 春 O O O O ×ム ×ム陽乾

7 キタゴヨウマツ 怨1010 610 O 016 Oム × 春 O O O O 010 ムIL¥ 陽乾

8 ク ロ ーマ ツ 移 610 XIX O Olx 010 × 春 O ム XIX 010 Oム陽乾

9 ::1 ウ ヤ てず キ 移 610 XIX O Olx 016 × 春 O ×ム A XIX 陰乾

10 ストローブマツ 外 O O xlO O Olx 016 × 春 O O xlO XIX ム A陽乾

11 チョウセンゴヨウマツ 外 O 016 010 Oム 016 × 春 O O ム O xlO 61C 陽乾

12 ドイツ ト ウヒ 外 O O 010 O A どh610 × 春 O O O O xlO xlC 中湿

13 ト ド ーマ ツ 郷 O 010 O O 616 ムO× 春 O O O O 010 ×ム陽乾

14 一 オ イ ヒ
ノ、や 外 O 016 010 ムム 616 6 春 O O ム O XIX d企中 中

15 バンクシャーマツ 外 O 016 610 61X 616 × 春 O O O O 010 6ム陽乾

16 プンゲンストウヒ 外 O 016 O O ム × ムム × 春 O O O O ムO xlL¥ 陽 中

17 ア オ F 弓壬 郷 O 016 O O Olx 010 6 春 O A O O 610 ムIc陽中

18 ア カ ナ 7 外 O O 61X O Olx 010 × 春 O ム O O ム O 61C 陽 中

19 ア ズ キ ナ 、ン 郷 O O 010 010 xlO Oム 春 O 6 O O xlO ム仁陽中

20 イ タヤカエデ 郷EO O 010 010 xlO Oム春・秋 O A O O 016 ム C楊 中

21 イタリアポプラ 外 O Olx ムO 610 ムOO 春 O A O O Olx olC 陽湿

22 イ チ ヲ ウ 外 O Oム 610 Olx Oム O春・秋O O 616 XI6 olC 陽 中
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適応場所 管理 季節変化 み 樹

植栽時 歩 中環 路生民主 ど
陥 樹 種 形状 央境 その他

樹高ω 分 施 花 紅葉 実 」

離設 強 弱
ろ 形道 帝帯 傍育

アカエゾ マ ア 常・3十省高 1.2-4.0 O O 010 O 
6中 10中

姿 円錐形
紅紫 褐

2 ア カ マ ア 。 3.0-4.5 O O O Oム C 4下 10中
姿 円蓋形 野烏一実

紅黄 褐

3 イ チ イ 11 0.6九{j0O O O OムO 
5中 10中

実・姿 円錐形 11 
黄緑 紅

4 オヲ νュクアカマ ア 。 2.0-40 O O O 010 O 4上 10中
姿 。 11 

紅紫 褐

5 カイ ズ カイプキ 。 1.0'""-5.5 010 O Oム O 5下 10中
姿 尖塔形

緑紫 波緑

6 カ ラ マ ツ 洛針。高 0.6吃 O O O 010 O 
5中 10上 10下

姿 円錐形 野鳥一笑
紅黄 黄 褐

7 キタゴヨ ヲ マヅ 常・針・高 1.2-4.0 O O 016 O 
4下 10下

姿 。 。
紅黄 褐

8 ク ロ マ ツ 11 2.0-5.0 010 010 O O 
5中 10下

姿 傘 形 11 
紅黄 褐

9 コヲヤ マ キ " 15-4.0 010 O O 
6中 10中

姿 尖塔形
黄緑 褐

10 ストロープマヅ 。 1.2-30 010 010 5中 10中
姿 円錐形

野鳥

淡黄 緑褐 リス一実

11 チョヲセYゴヨヲマヅ 。 1.2-40 010 010 5中 10下
実・姿 " 11 黄紅 治緑

12 ドイアトクヒ 。 1.2-4.0 010 O O 5中 10中
実・姿 " " 紅紫 褐

13 マ y 。 1.2-4.0 010 O O 6中 9中
姿 11 

紅黄 ネ渇

14 ニオイヒパ 11 1.2-30 O 010 010 
6中 10中

姿 尖塔形 葉一芳香
黄紅 黄褐

15 パγ ク Vャーマヅ 。 1.0-25 010 Oム O 5中 10下
姿 円錐形 野鳥一実

暗紫 緑褐

16 プYゲ yストワヒ " 0.8'""-5.0 O 010 O O 
5中 10上

姿 。
紅黄 褐

17 ア オ ダ モ 落・広・高 2.0-4.0 O 010 O O 
5中 10上 10中

姿 卵形
白 褐 褐

18 ア カ ナ ラ " 2.0-4.0 O 010 O O 
10上 10中

姿・実 円蓋形
野鳥

紅 褐 リス一実

19 ア ズ キナ V dシ 3.0-4.0 O 010 O 015.中 10上
10中 花・実

卵 形 野鳥一実
白 黄褐 紅働 姿

20 イ タ ヤカエデ Aシ 25喝 .0O 010 A o l .~下 10上 10上 花・姿 円蓋形 。
淡黄 黄 褐

21 イタリアポ プ ラ 。 15-40 010 010 5下 10上 6中 姿 卵形
黄緑 褐 白

22 イ チ ヲ 古島針・高 2.5-4.0 010 010 ムO
4下 10上 10中

実・姿 円錐形 実一食用ヨ
黄緑 黄 黄
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原
地〔域目適安応〕性成長 土壌適性 移 植 根

市 諸性害・性』ζ質対する抵抗 I 

No. 樹 種 産
道道道 道 火泥砂粘難 時

場
耐耐 耐 耐耐 耐

速 遅 山 深浅 /害&、2、i 院水
地 央南 ~t 東 灰炭 土 士易 期 性雪寒F務風 虫

23 イ ヌエンジ ュ 郷 010 O O O ム ×O 016 春 O 010 016 010 O陽中

24 エ ゾヤマ ザ クラ 郷 010 O O O 61X ムA A 春 010 010 610 ム ×中中

25 オオ バボ ダイ ジ ュ 郷 010 O O 010 XI6 Oム 春 Oム 010 ムOムO陽 中

26 カ シ ワ 郷 010 O O 010 010 Olx 春 O xlO 010 010 O陽 中

27 カ '/ 7 郷 010 O 010 ムム ムOO 春 O 010 Olx Olx O中湿

28 キ タ コ フ シ 郷 010 O O Oムム 610 ×春・秋 010 010 xlO ムO陽湿

29 ギ ン ド ロ 外 010 O O O 010 O 010 春 Olx 010 Olx 016 揚湿

30 ケ ヤ キ 移 ムOXIX Oム ×ム 010 春-秋 Olx Oム xlO ×ム陽 中

31 ケ ヤマハンノキ 郷 010 O O O Oム010 × 春 016 010 610 xlO 場 乾

32 :l ナ フ 知E010 ×ムO Olx 010 ム 春 O ×ムOムOムO陽 中

33 サ ト ウ カエ デ 外 010 616 Olx XIX Oム 春・秋 016 010 Xl6 610 陽 中

34 シダ レ ヤナ ギ 外 610 ×ム O 10 010 010 春 O ム ム ム >:×ム ム陽湿

35 シ ナ ノ キ 郷 010 O 010 Olx 610 A 春 Oム010 616 ムO陽 中

36 シ ラ カ ン ノ、 郷 010 O O O Oム010 × 春・秋 O 010 O 610 ×ム 陽中

37 シ ン :/ 二L 外 010 XIX O ムム 6 010 春 O xlO ム ×010 O揚 中

38 ス ズ カケ ノ キ 外010 XIX O Oム 010 O 春 O 010 O xlO 010 陽 中

39 ソ メ イヨシ ノ 移 ムO XIX Oム ×ム ×ム 春 Oム ム × Xl6 XIX 陽 中

40 ト チ ノ キ 郷 010 ム A 016 616 Oム 春秋 O ムO610 A ムO陰湿

41 ド ロ ノ キ 郷 010 O O O 016 010 O 春 Oム 010 ×ム ム O陽湿

42 ナ ナ カ ーマ ド 郷 010 O O O 61X ム 6A 春秋 010 010 xlO ムム 中中

43 ニセ ア カシア 外 010 O O O O ムOムO 春秋 010 010 O 610 ム陽E 
44 ネ グン ドカ エデ 外 010 A O 010 ムO616 春秋 010 010 610 ムO陽 湿
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適応場所 管 理 季 節 変 化 み 樹

植栽時 歩央中 環路 生 也4定 ど
Ntt 樹 種 形 状 境施 その他

樹高@
分 花 紅葉 実 』

道離帯
設 強弱
帯傍 育 ろ 形

Iqo 7中 10上 10上23 イ ヌ エ y ジュ 落・広・高 2.0 ~4.o 010 ムO
黄白 緑褐 褐

花・姿 盃 形 野鳥 実

24 エゾヤマザクラ 11 2.o ~4.o Iqo 010 ム 01 .~中 10上 5中 花・実 卵形 香
淡紅 暗紅 黒 姿 実一野，烏

25 オオパボ ダイ ジュ 。 2 .o ~4D Iqo 010 ムO 8上 10上 10中 姿 11 野鳥 実
黄緑 黄褐 灰褐

26 カ V ワ 。 0.4 ~2.5 010 Oム 0I!上 10上 10上 姿・笑 円蓋形
野鳥

黄褐 時掲 褐 リス 実

27 カ ヅ ラ 11 0 .6~4.o 00 010 010 5下 10上 10下 姿 卵 形
紫紅 黄 貰褐

28 キ タ コ フi/ 。 2 .5 ~4D 00 010 ム 014
下 10上 10下 花・実 。 野鳥一実
白 灰褐 紅 姿 香

29 ギ y ド ロ 。 2.o ~4.0 010 010 5下 10上 6中 姿 盃 形白 褐 白

30 ケ ヤ キ 11 2 .o ~5.o Ic 010 010 ム 5中 IOJ:. 10下 姿 4 
淡黄 黄褐 褐

31 ケヤマハ y ノキ 。 2.o~4.o 010 010 OI~下 10上 10中 姿 卵 形 野鳥実
黄白 暗緑 格

32 ::I コト ラ " 20~4.0 010 Oム OI ~下 10上 10中 姿・実 円蓋形 野鳥
黄緑 褐 褐 3ス 実

33 サトワカ エデ 11 2.o~4.o Ic 010 Oム 0I.~下 10上 10中 姿 不整形 イ伊

緑黄 黄 褐

34 νダレ ヤ ナギ " 2.o~4.o Ic 010 OムO 5下 10上 6中 姿 技垂形白 賞 白

35 V ナ ノ キ 。 20 --，.4.0 Ic 010 010 O 8上 10上 10中 花・実 卵形 野鳥一実黄緑 黄褐 灰褐 姿 香

36 V ラ カ Y パ " 2.0~5.o 010 olc O 01 .~中 10上 9下 花・姿 円錐形 香黄緑 黄 者自

37 Lノ 〉〆 ジ ユ " 12~3.5 O O Ic ムO 7中 10上 10中 実・姿 盃形緑白 黄褐 紅褐

38 ス ズカ ケノ キ 11 2 .o ~5.o 010 O 10 O O 
5中 10上 10下

実・姿黄 黄褐 褐
円蓋形

39 ソメイヨ νノ " 2.o ~4.o 010 O 10 01 .~中 10.上ム 花・姿 盃 形 香淡紅 黄紅

40 ト チ ノ キ 。 2.o ~4.o 010 O O O 016中 10上 10中 花・笑 卵形 野鳥実自 黄緑 褐 姿 香

41 ロ ノ キ 。 2.0~5.o O 010 O 議 10上 5下 姿 " 褐 自

42 ナ ナカマ 11 2.0~50 O O O 010 O 5中 10上 10下 花・実白 紅 紅 姿 " 野鳥実

43 ニ セアカ νア 11 2 .o ~5 .0 O O O O O O 
6下 10上 10下

花・姿白 黄禍 褐
不整形 香

44 ネ グ Y ドカエ デ 4シ 12~3.5 O O O O O O 
5下 10上 10下

花姿黄緑 黄褐 褐 " 
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原地威適応性
生長 土壌適性 移 植 根

市 諸害性』ζ対質する抵抗
(目安) 性・

Na 樹 種 産
道道道 道 火泥砂 粘 量産 時

場
耐 耐 耐 耐

/耐A、>:
耐

陣遅 山 深浅 |光水
地央南北 東 灰 炭土土易 期 性雪 寒潮 風 害虫

45 ハウチワカエデ 郷 010 O O 010 ムOOム 春秋 010 010 ムム 010 陽乾

46 ノ、 p ウンボク 郷 010 XI6 O 61X ム 6ム 春 OIX 010 xlO ム A陰 中

47 ノ、 シ ド イ 郷 010 O O Oム XI6 010 春秋 016 010 610 010 中湿

48 ハナ ア カシア 外 010 XI6 010 xlO 610 春 Olx XI6 A ム 016 陽 乾

49 ノξ ラソノレ アカ 、ンア 外 010 610 010 610 010 春 Olx xlO ，6ム 016 陽 中

50 ノ、 ノレ レ 郷 010 O O O ム xl6 Xl6 春秋 016 010 xlO ム A 陽湿

51 ポ 7 フ 外 010 O O O O ムO010 春秋 Oム 010 O xlO O 陽湿

52 サ ト ザ ク フ 移 ム O XIX O ム× ムム ム 春 Oムムム ム× XIX 陽 中

日 ヤ チ ダF モ 郷 010 O O 010 ムO010 春 O xlO O 010 010 陽湿

54 ヤ ーマ ナ フ シ 郷 010 O O O O ムO010 春 Olx 010 ×ム 010 陽 中

55 ヤ ーマ モ 、、 ジ 郷 010 O ム 010 ムOム × 春秋 Oム 010 ×ム xlO 陽 乾

56 ヱエ リ ノ キ 外 ムム XIX 010 xlO ム × 春 O XIX ム × ×ム O陽 中

57 イ ヌ 7 ゲ 郷 010 O O O 010 O 010 春 016 610 010 O ム陰 中

58 タ ーマ イ フ キ 移 ム O XIX 016 ×ム 616 春 Oム A ムOム Olx 陽乾

59 チョウセン ヒメツゲ 外 610 XIX 010 610 010 春 010 ×ム XIX ムO中中

60 ノ、 イ ネ ズ 郷 010 61X 010 610 ム× 春 Olx 010 010 010 陽 乾

61 ノ、イピャクシン 郷 010 010 010 xlO ム × 春 016 010 010 010 陽 乾

62 /、 イ ーマ ツ 郷 010 010 Oム ムム Olx 春 O xlO Olx 016 ム楊湿

63 モソタナマツ 外 010 010 010 xlO ム× 春 O 610 010 010 6陽乾

64 ア キ グ 、、 郷 010 010 010 610 ム O 春 Oム Oム 010 OムR湯乾

65 ア ジ サ イ 移 ム OXIX 010 xlO 010 春秋 O Olx ム × ×ム O陰 湿

66 メ ギ 外 010 010 O 016 010 O 春 010 ム O Xl6 010 中乾
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適応、場所 管 理 季 節変化
み 樹

植栽時 歩中 環 路生 也'4E ど
陥 樹 種 形状 央分 場施

トー「 その他
樹高ω 強弱 花 紅葉 実

、，

道出帯量設帯子 傍育 ろ 形

45 ハヲチワカエデ 落・広・高 3.0 ~4.5 010 A 01 .~下 10.上 10中 花姿 円遊形淡黄 黄紅 褐

46 ハクク Y ポク 。 1.2~3.5 O 010 Oム 016上 10中 10下 花・実 卵形白 黄褐 時島 姿

47 ノ、 込ノ ド イ 11 1.2~4.0 010 O 010 A 6上 10上 10下 花・突 不整形 香白 暗褐 黄掲 姿

48 ハナア カ νア 落:広・中 2.o ~2.5 010 A O 7下 10上 花・姿 盃形紅 緑渇

49 パラ ソノレアカi/7 11 2.0 010 O O 10上
姿 傘形

黄緑

50 J、 ノレ 一 レ 落・広・高 2.0~5.0 010 O OiO O 4中 10上 6上 姿 盃形紅紫 貰褐 緑

51 ポ プ ラ 。 1 5~4.o 010 O 010 O 5下 10上 6中 姿 キ普形黄緑 褐 白

52 士ナ ト ザクラ 11 2.0~4.o 010 O Oム O 5下 10上 花・姿 盃 形 香淡紅 暗紅

53 ヤ チ ダ モ 11 2.0 ~4.o 010 O 010 O 5中 10上 10中 姿 円錐形緑紫 褐 褐

54 ヤマ ナ ラ ν 。 2.0 ~4.o O 010 O 
5中 10上 5下

姿 卵形自 掲 白

55 ヤ マ モミ ジ ~ 1 2~4.o O O 016 O 5中 10上 10中 姿 不整形黄緑 紅 褐

56 ニL リ ノ キ 2.0~4.o 010 O Oム O 7上 10上 10下 花・姿 円蓋形 香" 緑燈 黄緑 緑

57 イ ヌ ツ ゲ 常広中 010 O O 。|
7上 10中

実・姿 事審 J~ 野鳥一実自 県

58 タマイプキ 常・針・低 0.3~0.6 010 ム O 5下 10中
姿 円形

緑紫 緑紫

59 チ宮クセYヒメブゲ ~ 0 .4~0.6 010 O O 7上 12<- 申告 形
自

60 J、 イ ネズ 。 02~0.5 010 A O 5中 10下
姿 伏生形 香

黄緑 浪緑

61 ハイピャクi/" 11 02~05 010 A 615中 10中
姿 11 香

黄緑 灰緑

62 J、 イ マ ツ 。 0.3~I .o 010 A OI~下 9中
姿
。 野鳥実

黄紅 褐 香

63 モ " j7ナマア 常・針・中 02~lJ) 010 O O O 5土 10中
姿 11 野鳥一実

緑 緑褐

5下 10中 10上 食用、野鳥64 ア キ グミ 議・広・中 0.5~1.2 010 O O O 実・姿 管 形
淡黄 糞褐 紅 一実、香

65 ア ジ す イ 落・広・低 0.3~0.8 010 A O 7上 10中 10上 花・姿 扇 形 香
紫 褐 潟

66 j ギ ~ 0.3 O O O O 5下
10上 10上

実・姿 。 香野鳥 笑 I 
黄白 紅禍 紅

L一一一一
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原 地(掘目適安応金)生生長 土壌適性 移 植 :tl! 
市 諸害性!C対質する抵抗
性・

No. 樹 種 産
道 道 道道 火泥砂粘難 時

場
耐 耐 耐 耐 耐 耐

速 遅 山 深浅 ::i、3、I 光水

地失南 1七東 灰 炭土土易 期 性雪寒潮風 害 虫

67 イ ソ ツ ツ ジ 郷 010 O O 010 xlO ム O 春 Oム010 xlO A O陽 乾

68 イ タ チ ノ、 ギ 外 010 010 O 010 O 010 春 Olx ム O010 O O陽 中

69 イ ボ ? ノ キ 郷 010 010 O 010 O 010 春 010 610 OムO ム陽 中

70 エゾノコリンゴ 郷 010 010 O O 010 Oム 春 Olx 010 010 ×陽 中

71 エゾムラサキツツジ 郷 010 010 O Olx Olx A 春 010 610 xlO ムO中乾

72 エゾヤマツツジ 郷 010 010 010 xlO ム A 春 016 610 016 A O中乾

73 エ ゾヤ マハ ギ 郷 010 A ムO 010 010 O 春・秋 010 610 010 O O陽 中

74 ニzニ 一 ‘/ ダ 外 010 × ムO 016 Oム O 春 Olx ×ム Olx 010 陽 乾

75 カ バ レγ ゲツツ ジ 郷 010 616 O 61X ム A 6 春 010 610 xlO 610 陽 中

76 キレンゲツツ ジ 郷 010 ム A O ム ×616 A 春 010 610 xlO 610 陽中

77 ::z デ ーマ リ 外 010 ムム O ム × ×ムO 春 010 ×ム ×ム ムム 陽中

78 サ ツ キ 移 610 XIX 016 ×ム 610 春 Olx XIX XIX Xl6 中中

79 サラサドウダン 郷 010 010 Oム ×ム ムO 春 016 010 Xl6 ム O陽乾

80 シ モ ツ ケ 郷 010 010 O Olx 016 O 春 016 ム ム ムム ムム 陽乾

81 シ ヤ ク ナ ゲ 郷 010 010 016 ×ム Olx 春 010 010 61x xlO 陰中

82 ? 一 ウ /' ギ 郷 010 010 O Oム010 O 春秋 010 010 010 010 陽湿

83 ツ リ ノ、 ナ 郷 010 010 010 ムO010 春 O ム OOム 010 O中 中

84 テマリカンボク 移 010 010 010 ムO010 春秋 O 610 010 010 O陽 中

85 ド ウダンツツジ 移 010 A ム 016 ×ム 610 春 010 610 ×ム ム O陽湿

86 一 シ キ ギ 郷 010 010 010 610 010 春 010 010 010 010 中中

87 ノ リ ウ ツ ギ 郷 O010 010 010 010 O 春・秋 O 010 010 Oム011湯中

88 ノ、コネウツキ'郷 OOlx 610 016 010 O 春・秋 010 610 010 010 陽中
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適応場所 管理 季 節 変 化
み 樹

植栽時 歩 中 環 路生 也4定 どN. 樹 種 形状 央 境 ト一 一ー その他
樹高ω 分 施 花 紅葉 実 ;:.ー

離 設 強 弱
形道 帯 帯 傍育 ろ

67 イ ;J ';/ ';/ジ1・広 イ臣0.3-0.8 O O ム O 6中 10中 10中 花・姿 帯 形 香
白 緑褐 緑褐

68 イ タチハギ 落・広・中OS-lD O O 01 _~ 上 10中 10上 花・姿 & 
暗紫 黄褐 褐

69 イ ボタノ キ 。 0.5-0.9 010 O O 7上 10中 10中 花・姿 11 野鳥一実白 黄褐 黒

70 エ ゾノコ リY ゴ " 0.3-1.5 O O O O 
6上 10上 10中 花・実

卵 形
食用、野鳥

白 黄褐 紅 姿 一実、香

71 エプムラすキ';/';/ジZ広中 0.5-1.2 O O O ム O 5上 10下 10中 花・姿 帯形 香紅紫 暗紅 褐

72 エ ゾヤマツツジ 落・広・中0.5-12 O O O A O 
5下 10上 10上 花・姿 盃 形 香
紅 暗紅 晴賞

73 エ ゾヤマハギ 11 0.6-12 O O O 9上
10上 10上 花・姿 字書 形

紅紫 褐 白

74 一 乙ノ ダ
。 0.6-12 O O ム G 5下 10中 10下 花・姿 香二工

糞 黄褐 県
11 

75 カパレ yグYツジ 11 0.6-12 O O O O O 5上 替 10中 花・姿 扇 形 香樺 褐

76 キレ Y ゲツツジ 11 0.5-0.8 O O O O O 5上 号E10中 花・姿 & 香
黄 褐

77 テ' 日 。 0.5-0.8 O O ム O 6中 10上 10上 花・姿コ マ
自 褐 褐

11 

78 ;t ヅ キ 常広・低 02-0.3 O O O A O 5中 10中 花・姿 11 香
紅 褐

79 サ ラす ドヲダ y 落・広・中 0.6-3D O O A O 5中
10上 10下 花・姿 卵 形

黄紅 紅 褐

80 モ y ケ 落・広・低 0.3-0.8 O O ムO 
6下 10上 10中 花・姿 伏生形 香V 
iiA，紅 褐 字国

81 4ノキ クナゲ 常・広・中 0.6-2.5 O O ム O 7上
10下
花・姿 扇 形 香

淡桃 褐

82 タ ニ ク Y ギ 務・広・低 0.6-0.9 O O O A 。6上 10上 10中 花・姿 字書 形 香
帯桃 暗紅 渇

4下 10上 10下
83 ア リ ，< ナ 落・広・中 0.8-2.5 O O A O 実・姿 卵 形 野鳥一実

淡紫 黄 紅

84 テ マ3カンボク /1 12-2.0 O O O O 6上
10上 10下

花・姿 香
白 暗紅 紅

。

85 ドワダ Y';/';/ジ 落・広・低 0.5-0.8 O O O ム O 
6中 10上 10下 花・姿 盃 形
自 紅 褐

86 ν キ ギ 落・広・中 0.6-1.5 010 O ム O 6上
10上 10下 実・姿 卵 形 野鳥一実

淡緑 紅 紅

87 ノ リ クツギ 1/ 0.8-1.5 010 O O O 7上
10上 10中

花・姿 帯 形 香
白 暗褐 褐

88 ハ コ ネ?';/ギ & 0.6-12 010 O O O 5下
10上 10下 花・姿 扇 形 香

紅白 褐 褐
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原 地腕臨芯性
生長 土壊適性 移 植 根

市 諸害性に対質する抵抗
(目安) 性 ・

No. 格1 種 産
道道 道道 火泥砂ホ占難 時

場
耐 耐耐 耐 耐 耐

速遅 山 深浅
性

y宜4ロ、2、 光水
地 央 南 東 灰炭土 土 易 期 雪 寒 潮 風 虫

89 ノ、 ヨマ ナ ス 郷 O 010 010 OムIc ム O 春 O ムO O O O O ム陽乾

90 ヒ ノ デ ツ ツ ジ 移 ムO XIX Oム XI企 ム O 春 Oム XIX XIX × O 陽中

91 へe 一 ウ ツ ギ 担E010 C 010 016 Ic 16 O 春秋 Oム A O O O 6. O 陽 中

92 ボ ケ 外 010 A ムO Oム010 O 春秋 O ム OA 6.10 ムO陽 中

93 ーマ サ キ 郷 ム O XIX O ム ×A ム O 春秋 Oム ム ×OムOム陰湿

94 ーマ ニエ 、 郷 O 010 O 010 ムO010 春 O ムO010 016. O陽 中

95 ム ク ゲ 外 010 ×ム O Oム Oム O 春 010 ム ム XIX 010 中湿

96 ヤ ーマ フ キ 郷 010 ムム O ム A 6.10 O 春秋 Oム XI6. X ム xlO 楊 湿

w ごエ キ ヤ ナ ギ 移 ム O XIX O 016. 010 O 春 010 ×ム XIX O ム陽 中

98 ヨ ド ガワ ツ ツ ジ 移 010 010 Oム XI6. ムム 春 010 xlO ×ム010 陽 中

ω フ イ 7 ツ ク 外 010 010 010 6.10 010 春 Oム010 ×ム 6.10 中湿

100 リュウキュ ウツツ ジ 外 010 ×ム Oム XI6. ム O 春 Oム ム A X ム XI6. 陽 中

101 レ ン キー ヨ ウ 外 010 ムム O Olx Oム O 春・秋 010 ×ム ×ム010 陽 中

102 ツ ノレウメ モ ドキ 郷 010 010 010 xlO 010 春秋 Olx 010 6.10 010 陽 中

103 ナ ツ ア タ 郷 OOlx xlO 016. 010 O 秋 Oム010 010 010 中中

104 フ ジ 移 010 ムム 010 xlO ム O 春 O XIX ム O010 O陽 中

つu
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適応場所 管理 季節変化
み 樹

植栽時 歩中 環 路生l主主 ど
N. 樹 種 形状

分央離
施境 その他樹高ω 花 紅葉 実 } 

設帯 強弱
ろ 形道帯 傍育

89 ノ、 マ ナ ス 落・広・低 0.3-0.6 010 O O O 8上
10上 10下 花・実

伏生形
野鳥一笑

紅 暗紅 紅 姿 香

90 ヒノデ ":1 ":1 ジ 。 0.4-0.6 010 O ム O 5中 10中
花・姿 扇形

紅 褐

91 ベニヲツギ // 0.6-0.8 O O O O O 
6上 10上 10上 花・姿 草野形 香紅 暗紅 褐

92 ボ ケ // 0.5-0.8 010 O O 5中 10上 10上 花・実 卵 形 野鳥一笑
紅白 黄褐 黄 姿 香

93 マ 1" キ常・広・中0.8-1.8 010 O O 6上 10上
実・姿 字書 形 野鳥一実

淡緑 黄紅

94 マ 二工 ミ 務・広・中 1.0-2.5 010 ム O 6中 10上 10上 実・姿 卵形 野鳥一実
帯緑 紅 紅

95 ム ク ゲ 。 日号-1.5 010 O O B上 10上 10上 花・姿 盃形 香
紅白 黄褐 緑褐

96 ヤ マ プ キ 。 0.6-0.9 010 010 5下 10上 花・姿 事語形
黄 褐

97 ユキヤナギ // 0.6-10 010 ム O 5下 10上 10.上 花・姿 扇 形 香
白 褐 褐

98 ヨドガワツツジ イア 0.6-1.0 010 O 010 6上 10上 10中 花・姿 // 香
紫 紅 褐

99 ラ イ ラヌク // 1.0-1.8 010 O 010 5中 10上 10中 花・姿 卵形 香
紫白 黄褐 黄

100 リュ ワキュワツツジ 言広中0.6-1D 010 O ム O 5中 10上 10中 花・姿 扇 形 香
紫 緑潟 褐

101 νγ ギョク 落・広・中0.6-12 010 O ム O 5上 10中 10中 花・姿 帯F形 香
黄 黄褐 褐

102 ヅルク j モド キ ツノレ 性 1-3 O 010 5下 10中 10中 姿・実 つる形 野鳥一実
白 黄褐 黄紅

103 ナ ツ プ タ ~ 02-0.3 O 010 6下 10中 10中 姿 lj 

黄緑 紅 黒

104 フ ジ 。 20 O 010 6下 10中 10上 花・姿 。 香
紫白 日高黄 緑褐
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〔注〕 樹木一覧表の見方

(1) 原産地 郷:北海道に自生する樹木

移:他県からの導入樹木

外 .外国からの導入樹木

0:適応性あり(ほとんど無管理でも健全に生育する)(2) 地域適応性
(目安〕

ム.適応性やゃあり(適切な管理を行わないと健全に生育しにく

い)

x 適応性なし(管理を行っても生育しにくい)

(3) 生 長 速・北海道・快適環境という条件下で、生長カ漣い

遅; 。 生長が遅い

(4) 土壌適性 0:適応性がある

ム .注意を用する

x 適さない

(5) 移植難易 0:容易

ム:注意を要する

x 困難

深 :深根性

浅 ・浅根性

(7)市場性 0:大きい

(6) 根

ム:普通

x 小さい

(8) 諸害l己対する抵抗性(過去の資料、自生地、植栽地の確認等によるが、産地ある

いは個体によっても大きな違いがある〕

耐 雪 0:積雪による枝折れがしにくい

ム :注意を要する

×・積雪により枝折れしやすい

耐 寒 0:寒さに耐える

ム .注意を要する

x 寒さ f~~い

耐 潮 0:潮風にあたっても枯れにくい

ム :注意を要する

×・潮風にあたると枯れやすい

↑
 

内
ベ
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耐 風 0:強風にさ らされても枯れにくい

6， :注意を要する

× 強風にさらされると枯れやすい

耐公害 0:汚染された大気中でも枯れにくい

ム:注意を要する

x 汚染された大気中では枯れやすい

耐 虫 0:虫がつきにくい

6， :注意を要する

x 虫がつきやすい

(9) 性質一光 陽 .陽樹、日当りのよい場所を好む

中.中間樹、中程度を好む

陰。陰樹、日陰を好む

一水 乾 :乾燥地を好む

中:中程度を好む

湿:湿地を好む

側形 状落:落葉樹

半常:半常緑樹

常 .常緑樹

針.針葉樹

広:広葉樹

高:高木、成長時樹高3m以上

中:中木、 。 1 ~3 m

低・低木、 。 1m以下
ツノレ性 ;ツノレ性植物

(11)生長時樹高 自然状態において良好な生育をとげた成木の樹高

(12)植栽時樹高 通常用いられる樹高の範囲

。3)適応場所 0:適する
(14)管理

生 育 0: 植栽後 1~3 年間の生育が良好(容易〕

ム: か やや良好(やや容易)

せん定強:校・葉がせん定されても樹勢に影響がない

弱:枝葉がせん定されると樹勢か衰える

co 
qυ 
T
よ



(15)季節変化 上段に時期、下段に色を示す

(16)見ど乙ろ 花:花が美しく、観賞の対象になる

実:結実が目立ち、観賞の対象になる

姿:樹全体の姿、新薬、紅葉が観賞の対象になる

(1の樹 形 自然状態における樹形をFイプ化して分類した表4-2参照

表6-2 代表的な街路樹(高木)の自然、樹形

基本樹形 概念図 代表樹種 特 性

Q 
ナナカマドカツラ

卵球形 エゾヤ?ザクラ
樹形が卵形で整っており、街

路樹に適している。
アズキナシートチノキ

枝がすべて上方に伸ひ鴻高が

草書 形 ポプラ 高くなる。並木になれば北海

道らしい景色になる。

Q 
イチョウ ・シラカンパ・イチイ

円 錐形 アカエゾマツ・トドマツ
頂部がゆるやかにすぼまった

整った樹形である。
ドイツトウヒ・フシゲンストウヒ

尖塔形 ニオイヒパ・カイズカイブキ
円錐形より細長い形で整形で

ある。

Q 
ケヤキ・ハノレニレ 頂部が幅広く校張りが大きい

盃 形 ソメイヨシノ・シンジュ 樹姿か雄大になるため広幅員

イヌエンジュ の道路に適する。

傘 形 T クロマツ 樹冠カ樹木の頂部le形成され

る。

Q 
アカマツ・イタヤカエデ 枝張りが大きく大木になるも

円 蓋 形 カシワ ハウチワカエデ のが多く広幅員の道路lζ適す

スズカケノキ る。
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基本樹形 概念図 代表樹種 特 性

全
樹勢力汚皇く枝がしだれるので

校垂形 シダレヤナギ 伸びた枝は適宜主g定しなけれ

ばならなb、。

不整形 Q ニセアカシア ・ヤマモミジ 生長は早い淵形は整いにく |
ネグンドカエデ いため努定の必要性が高い。

アジサイ・カパレンゲツツジ 幹均株立状となり、樹冠は自

扇 形 ♀ コデマリ ・サツキ ・シャクナゲ 然11:整った形になる。

ハコネウツキ ・ユキヤナキー 美しい花をつけるものが多い。

ハイネズ・ハイピャクシン 枝が上方lζ伸びす、横へ広が

伏生形 ロ三::::， ハイマツ ・モンタナマツ って、樹高より業張りが大き

シモツケ ・ハマナス くなる。

長L 幹があるものにからまってつ

つる状形
ツノレウメモドキ ・ナツヅタ

る状にのびる性質で、壁面な
アジ

也』 どを緑化したい場所に適する。

」ー
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表 6-3 市町村の木 花

支
市町村 木 花

支
市町村 木 花庁 庁

札幌市 ライラッ クス ズ ラ y 奥尻町 イ チ イ ノ、 マ ナ ス

江却j 市 ナナカマ ドキ
槍
ク 瀬棚町 イタヤカエデ ノ、 マ ナ ス

石 千歳市 Vラカyパ(カツラ) (ハナるノョクプ・'Y';!ジ) 北檎山 町 イ
山

チ イ ス イ セ γ 

恵庭市 イ チ イス ズ ラ y 今金町 イ チ イ チューリップ

広島町 カ コ二 デツ ツ ジ 小縛市 ν ラカ γ パ ア ツ ジ

石狩町 ナナカマ ドハ マ ナ ス 島牧村

当別町 V ラカ y パ 寿都 町 す ク ラ ノ、 マ ナ ス

狩 新篠津村 ナナカマ ドハナ νョワプ 黒松内町 プ ナ

厚 田村 後 蘭越町 コ プ るノ コ プ ν 

浜益村 ニセコ町 V ラカ y パ

函館市 イ チ イツ ツ V 莫狩村 カ ツ ラ

松前町 マ アサ ク ラ 留寿都村

福島町 ス ギヤ マ ニエ リ 喜 茂別町

知内町 京経町

波 木古内町 ス ギツ ツ ジ 倶知安町

上磯町 ク ロ マ ヅム ク ゲ 共和 町 イ チ イ ミツ ガ V ワ

大野町 イ チ イ y y ジ 岩内町 ナナカ マ ドハ ギ

七飯町 ア カ マ ツ 泊 村

戸井町 神恵内村 ト マ ツ

恵山町 ヤマモミ ジツ ツ ジ 志 積丹町

椴法華村 ト ド マ ツア ツ ジ 古平 町

南茅部町 キタゴヨ クナラサドヲダy 仁木町

島 鹿部町 コトナカマ ドツ ツ ジ 余市町

砂原町 イ チ イツ ツ ジ 赤井川村 V ラカ Y パ ムラすキヤ vオ

森 町 夕張市 す ク ラツ y ジ

八雲町 カ y ラツ ツ ジ 岩見沢市 コ フe V ハ ラ

長万部町 ク ロ マ ツア ヤ メ 空 美唄市 ポ プ ラツ ツ ジ

江差町 ヒノキアスナロ ノ、 マ ナ ス 芦別市 ライラック

檎 上ノ国町 ヒノキアスナロ エゾヤマツ ツジ 赤平市 カ コニ デキ ク

厚沢部町 タ cl マ アツ ツ ジ 三笠市 ナナカマ ドキ ク

乙部町 知 滝川市 プラタナス ツ ツ ジ

山熊石町 砂川市 コトナ カマ ド

大成町 イ チ イエゾヤマツツジ 歌志内市 ナナカマ ドツ y ジ
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支
市町村 木 花

支
市町村 木 花庁 庁

深 川市 V ラカ y ノ、 キ ク 和寒町

，t 村イ チ イ ア ヤ j 剣淵町 ヤ T ダ モ エゾリ y ドワ

栗沢町 イ チ イ ス 、、、 レ上 朝日町 アカエゾマヅ エゾムラサキツツジ

南幌町イ チ イ ア ツ ジ 風速町 ν ラカ y ノ、 V パサクラ

空 奈井江町 ナナカ マ ドツ ブ ジ 下川町 ト ド マ ヅエゾリ γ ドヲ

土砂川町 J、 ，レ レ ν パザクラ ) 11 美深町 コヱ ゾ マ ツ ッ ツ ジ

由 仁町 イ チ イ キ ク 音威子府村 アカエノ'マツ V パヂクラ

長泊町 込ノロライラック 中川町 イ チ イ y y v 

栗山町 ク リ ニエ 3 留萌市 ア カ ν 71/' ツ V 

月形町 イ チ イ キ ク 増毛町 ナナカマ ドサ ク ラ

i甫臼町 ク リ す ク ラ留 小平町 イ チ イツ ツ ジ

新十津川町 イ チ イ ヅ ツ ジ 苫前町 ナナカマ ドエゾエ Y ゴサク

妹背牛町 羽幌 町 イ チ イ ア ア ジ

知 秩父別町 ツ ツ v 初 山 別村 ナナカマ ドツ ツ v 

雨竜町 マ ア ダ リ ア萌 遠別町 ν ラカ y パ ア ア ジ

北竜町 イ チ イ ヒ マ ワ リ 天塩町 エゾヤ マ ザクラ ノ、 マ ナ ス

沼 田町 イ チ イ ツ ツ ジ 幌延町 アカエゾマツ テ Vオコずクラ

幌加内町 ナナカマ 稚内市 ナナカマド。サクラ ノ、 マ ナ ス

旭川市 ナナカ マ ドツ ツ v 猿払 村

士 別市 ナナカマ ド t刀bて (浜頓別町) (ア カエゾマツ) (エゾノリヲヲキY力)

名寄市 カ 3ニ ア エ y レイソワ ~頓別町 アカエゾマツ チ V マザクラ 7 

富良野市 イチイ・ホオノキ エゾムラtナキツツジ 枝 幸 町 ナナカマ ドハ マ ナ ス

上 鷹栖 町 ナナカマ ドマリ ゴールド 歌塗町 二工 ゾ マ ツフクジュソヲ

東神楽町 ア ツ ジ 豊富町 イ チ イェプカ Y ゾク

当麻 町 イ チ イ キ ク谷 礼文町 込ノ y ノ、. クエゾワスユキソヲ

比布 町 ナナカマ ド ス イ セ y 利尻町 ノ、 イ マ ッ エチ VゾマjJザy クゾラク

愛別町 東利尻町 ナナカマド・エゾマツ リν リヒコトゲ V

上川 町 アカエゾマア エプツツジ 北見市 イ チ イキ ク

東 川町 カ ア ラ ェ/ムラチキツツジ 網 網走 市 カ ア ラェゾムラサキツyジ

)11 美瑛町 ν ラカ y ノ、e ス ズ ラ y 紋別市 ナナカマ ドハ マ ナ ス

上富良野町 アカエゾマヅ ラベ γ ダ ー 東藻琴村 ν ラカ y パフクジュソヲ

中富良野町 :> プ V ラベ y ダ 女満別町 ナナカマ ドミズ パ ν ョク

南富良野町 走 美幌町 イ チ イエゾムラサキYアジ

占冠村 カ コニ デツ ツ v 津 JJu 町 コニ プ マ ツス ズ ラ y 
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支
市町村 木 花

支
市町村 木 花庁 庁

斜里町 ノ、 マ コナ ス 日高町 ク ノレ ミ エゾムラサキ';1';;;)

清里町イ チ イ ム ク ゲ 平取町 カ ツ ラ ス ズ ラ y 

小 清水町 エゾスカ Vユリ 日 (門別町) (ナナカマド) (ツツジ )

端野町 ν ラカ y パ ツ ア U 新冠村 ヒ ガ ツ ラツ y ジ

訓子府町イ チ イ ムラすキツツジ 静内町 エ ゾヤマずク ラ エゾヤマツ ';Jil

絹 置戸町 マ ヅエ/ムラすキブツジ 三 石町 ア 才 ダ モ ，、 マ ナ ス

留辺 ii町 アカエゾマツ エゾムラサキツツジ 高 浦河町 ヒダカゴヨワ エゾヤマツツジ

佐呂間町 オ才ノ、〈ボダイジュ エゾムラサキツツジ 様似町 ヒダカゴヨク ヒダカソク

常呂町 ナナカマ ドクレマチス えりもIIIJエリモ νャクナグ エ ゾヤマ';J';Jジ

生田原町 ν ラカ y ノ《 エゾνャクナゲ 帯広 市 V ラヵ y パク ロ ニ~ リ

遠軽町 音更町 ν ラヵ y パ ス ズ ラ ユノ

丸瀬布町 アカエゾマ Y エゾムラサキツツジ 士幌町 カ V ワス ズ ラ y 

白滝町 イ チ イ ェ/ムラサキツツジ 上士幌町 ν ラカ y パ ス ズ ラ γ 

走 上湧別町 イ チ イチュ ー リップ 十 鹿追町 モ 、、、 ジ V ャクナゲ

湧別町 イ チ イ エ/ムラサキツツジ 新得町 エゾヤマザクラ エ:iムラサキ';J';Jジ

滝上町 ナ ク ラ ν パサ'クラ 清水 町 ナナカマ ド ス ズ ラ y 

興部町 芽室町 カ V ミゾズムパ V ョ クV 
ワェ ラサキツツ

西興部村 中札内村 カ V ワス ズ ラ y 

雄武町 マ ヅハ マ ナ ス 更別村 カ ν ワス ズ ラ y 

室蘭市 ナナカマ ドツ ア ;) 忠類村 ν ラカ y パ U パザクラ

;吉 小牧市 ナナカマ 大樹町

主差別市 プ ラ タナ スツツジ類 ・キク類 広尾町 イ チ イツ ツ ジ

伊 達市 エゾヤマザクラ y ツ ;) 幕別町

』旦 豊浦町 ロ メキ ク 池 田 町

虻田町 ナナカマ ドス 、、、 レ勝 堂頃町 一 ν ムラすキアツジ

洞爺村 古少 ク ラツ ツ V 本 JJU 町 カ ν ワエ/ムラナキ';J';J;) 

大滝村 ヤマモ，ミ ジ ミヤマェyνイソワ 足寄町 アカエゾマツ エゾムラサキツツジ

壮瞥町 陸別町 ν ラ カジ ノ〈フクジュソヲ

白老町 ナナカマ ドエゾヤマハギ 浦幌町

振 早来町 カ iノ ワス ス' ラ y 釧路市 ノ、 レ ド イキ;/ V ;/カ

追分町 V ラカ y パ ェゾヤマザク ラ 自11 釧路町

厚 真 町 ";J ブ V ヤ マ アツジ 厚岸 町 エゾヤマザクラ ヒオヲギアヤj

鵡川町 イ チ イツ y ジ路 浜 中町 V ラカ y パ エゾカ Y ゾク

穂別町 アカエゾマヅ ヤマツツジ 標茶町 ナ ラコ ス モ ス
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害 市町村 木 花

弟子屈町

留11 阿 寒 町 エゾヤマザクラ ス スー ラ y 

鶴居村

路 白厳町 コトナ カマ ドキ y セ y カ

音別町 ナナカマ ドエ ゾ 9y ドヲ

根 室市 チ νマザクラ ユキワリコザクラ

根 別海町 ナ ラセ y ，，'イハギ

中標津 町 V ラカ y ノ〈 エゾリ Y ドヲ

室 標津町 ナナカマ ドハ マ ナ ス l

羅臼町 ナナカマ ドνパずクラ

北海道 Zニ ゾ マ ヅハ マ ナ ス

6-2-2 樹木の品質規格

道路植栽に使用する樹木は、目的に応じて一定の品質規格を満たし、病虫害の無い品質

良好なものでなければならない。

〔解説〕

(1)樹木は植栽地周辺の苗圃で栽培されたものとする。

(2)道外から移入した樹木は、植栽地周辺苗圃などで最低l年以上の越冬育成したものとす

る。

(3) 山取り物をやむを得ず使用する場合は、苗固などで最低2年間以上養生したものとする。

(4)樹木は規絡寸法の検査にとどまらす、全体のノ、ランス、校の配置、樹勢の良否、病虫害

や傷、折れの有無を厳しく検査し、不良木は除く。

(5) 樹木の規格基準、検査基準を整理したのが次表である。
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表6-4 道路植栽樹木の規格基準

建設省「公共用緑化樹木の品質寸法規格基準(案)Jより

i)樹姿

項 目 規 格

樹 形 樹種の特性，c応じた自然樹形で、樹形が整っている乙と。

(高木にの幹み適用) 幹(但がほし、ぼ株ま立っ物す及ぐでび、自単然幹樹形でであ幹るカ乙制と。上するものはこの限りでない。)

枝葉の配分 配分が四方IL均等である乙と。

枝葉の密度
徒良好長的な生長をしておらず、節聞が詰まって細校が多く、着葉密度が
である乙と。

校 下 下校が上っていない乙と。

n)樹勢

項 目 規 格

生 育 充も実のした生気ある生育をしており、移植容易なように根づくりされた
である乙と。

根
乾根系燥の発達が良く、四方に均等に配分さ才、根鉢節囲に細根が多く、
していないとと。

樹種i己根の特巻性のlでさζ‘応れは健、全、じ乾特たさ燥適がlζ正根保し部なてた根のれい鉢養な、、生損い根傷を乙株十がと分。をなもち、 鉢くすれのないよう堅
根 鉢

国き
ふるい掘り にするなど(乾き過ぎていな
い乙と)摂 い乙と。

葉 弱正葉常な葉形、葉色き、密度(着実)を保ち、 しおれ(変色、変形〕や軟
がなく、生生きしている乙と。

樹 皮 (肌〕 損傷、ゆ傷痕跡がほとんど目立たす‘、正常な状態を保っていること。

枝 自然努定の枝が行の姿わを保ち、枯損枝、枝折れ等の処理、及び必要に応じ適切
な れている乙と。

病 虫 害
発軽乙生微とがないもの。跡過が去ほに発生と認し、たことのあるものにあっては、発生が
で、その痕 とん められないよう育成されたものである
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表6-5 道路植栽樹木検査基準

特殊樹木で生産地が限定され、高価で品質に注意を払う必要のある場合。

苗畑検収 特殊な仕様で苗圃から一貫した工程管理を必要とする場合。

をする場合 大量に(継年含む)均質な材料を必要とする場合。

その他、特に苗畑検収を必要とする場合。

苗畑検収方法
材料の抽出率を20%以上とし、地下部は3%程度とする。
(但し、特殊樹木の場合は毎木検査とする。)

現場検収方法
植付前tζ必す毎木検査を行なう。但し、樹姿等については、植付完了後再

度チェックする。

6-3 植栽の時期

樹木の植栽適期は、地域および樹種により異なるが、気象条件等を勘案して、最適期11:

施工する乙とが望ましい。

やむを得す適期以外に施工しなければならない時は、植栽方法や養生方法について十分

検討した上で実施する。

〔解説〕

(1)一般的11:、落葉樹の最適期は春の開芽直前であるカ入多雪地幣では、融雪期と関芽期が

重なり、春の乾燥期が控えているため、適期は非常に短かい。このため適期をのがさない

ように注意しなければならない。

常緑針葉樹は、春やや遅れ、芽が動き出し、 根の活動が活発になった頃が理想的である。

秋植えは、活着前に凍結や雪害を受けやすく、十分な注意が必要である。カンバ類、ニ

レ類、カエデ類などは、水上げが早い樹種なので秩植えの方が良く、春植えも着葉後の方

が良い。

(2) 適期以外の時期に植栽せざるを得ない時は、 次のような点に注意して施工しなければな

らない。

1)掘取りから植付けまでの工程を迅速に行い、根の乾燥を避ける。

2)できるだけポット苗を使用する。

3)乾寒風による蒸散抑制のために、やや強めに奥定したり、蒸散抑制剤を散布する。
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4)努定した枝の切り口から凍害を受けないように注意し、必要に応じて薬剤(カノレスメ

イト、ュゴー剤)や、コ ノレターノレ、ろう、ベンキ等を塗布する。

5)冬期の霜害、凍害を防ぐため、幹1<:対する幹巻き、根元へのマルチング等を検討する。

6)寒さや霜による浮根や傾斜を防ぐため、根元を踏み周め、支柱を強化し、さらに融雪

後は支柱結束を直し、根踏みを行う。

7)夏期では、業をすぐったり、発根促進剤の使用を検討し、植栽後の潅水管理にも配慮

する。

表6-6

時 期
樹種

l 2 3 4 5 6 

常緑針葉樹 トー..... 

落葉針案樹 トー
' ・・・ー・

トー
常緑広葉樹 ←一一

-・・ー..

落葉広葉樹 トー
-・・ーーー

落葉ツノレ性 ←-ー・ー・・..

6-4 植栽地盤の造成

6-4ー1 土壌改良

植栽適期

(月)

7 8 9 
摘 要

10 11 12 

カエデ類、ニレ類、カンバ類
ト一一

は着葉後又は秋植えが良い。..ー...

ツノレウメモドキは着案後又は
トーー

秋植えが良し、。ー..... 

一一一道南

ー一一 道央

道東、道北

北海道には特殊土壊が広く分布し、しかも道路線化のための植栽地盤は植物にとって劣

悪な場合が多い。植栽地の土壌については、その物理的 ・化学的性質について十分調査し、

植栽木の良好な生育1<:不適当と認めた場合には、土壌の改良を行う。
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〔解説〕

(1) 植裁の設計にあたっては、事前に植栽地の土壌条件や周辺の植生を調査し、できるかぎ

りその土地に適した植栽樹種を選定しなければならないが、一方、道路の造成時の切盛

土や締め固めなどによる土壌条件の変化に対応するために、造成後における植栽地の土壊

の性質を把握し、必要に応じて土壌の改良を行わなければならない。

また、表土が腐植lζ富んた、土壌である場合には、それを保存し、植栽に有効に利用する

よう当初から道路造成工事の計画に組み込むべきである。

参考① 「腐植Jとは、土嬢中κ含まれている植物、動物、微生物などの遺体である有機

腐

物が、土嬢中で分解と変質が進んだものをし、う。

「腐植に富んだ土壌」は、膨軟で土壕養分・水分の保持に優れ、有効微生物の繁

殖促進や土壌汚染害の軽減なと、植物生育上優れた条件をそなえている。

一般に腐植の含有率は、 5~2 0%位が適当である。

表6ー 7 腐植の簡易調査法

植 腐植含有率 土壌色、感触、重さによる判別

す乙ぷる富む 10%以上 黒かっ色~黒色を呈し、比較的膨軟で軽い。

出品 む 10%~5% 黒かっ色~暗かっ色を塁し、感触なめらか。

合 む 5%~3% ややにごった色調を帯びている。

乏 し し、 3%以下 鮮明な色調。

「緑化技術ハンドブック」林業技術協会より

(2) 土壌の物理的性質の調査項目としては、水分状態、土壌硬度、土性(砂と粘土の割合一

可塑性)等がある。 ただし必ずしも器械的分析を必要とせず、次11:示すような肉眼や触感

によって簡易に判別する乙ともできる。
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表6-8 断面構成と物理的性質の簡易な土壌診断法

分 類 説話遡 良 やや不良 司= 良 備 考

断 面 構成 表層土の土壌淳
土壌厚1O~30

主として 腐植質を含ん 土壌厚30m以上 士嬢厚10m以下
土壌断面 だ土

C初

の槻旨を

調査する 有 効 土層 深さ 2m以上 深さ 1~2m 深さ 1m以下

地下水位 深さ 2m以上 深さ 1 ~2m 深さ 1m以下 地停滞下湧水水な、ど

表層土の構造 団粒構造を有して 非団粒化土
ひび割れ土、

いる 固化土

物理的性質
半手乾で握ってしめ

湿 乾握って感もしめ
握ると手の りけを じな

水分状態 りけを感ずる。 ひらカ主かる し、。
くぬれる。

(含水率〕 潤握ると手のひ
らがべっとり
ぬれる。

硬 度 硬度7以下 硬度 8~20 硬度20以上 特1<:::踏み国
耕うんしてもす (耕うんが非常〕 めがあ意る。場(中山式硬度計〉 ぐに崩れる。 に困難 所は注

埴壌土(CL ) 
砂割合と粘と土は粒の

土 性 壌土(L) 埴 土 (C ) 砂土(S ) 
態度分で布あの状

砂嬢土(SL ) る。
ー........・・・・ーー・・・ーーー・・ー ーー..........・・・....ー・ーーーーー・ーーーー・・ー・ーーーー・ーー・ーー-ーー -・・・ーー・・・・............・ーー

可塑性 CL， L ~太いひも 径ま2棚位の棒 ころがすこともで
にしかな でのばせる。 きずり、もまた、かた
らず、曲 ま しないの
け一ると乙
われる。

SL~乙ろがし

てもひも
にならず
ざらさら
した小球
に固まる。

........ーー・.............‘・・・・・・・・・・ーーー・・・ー・・ー・・....-・........ーー・ー・・....-・ーーーー...........・.......
粘着性 CL、 L~:指を離し 指強を離した時 全然指lζ付着しな

強た時やや い抵抗を感 b 、。
い抵抗 じる。

を感じるど。
S L ~感ほとん
じなし、。

「造園施工管理、技術編」公園緑地協会より
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植栽土境としては、埴壊土、 壊士、砂壌土が良好である。

参考② 「土性」とは、砂と粘土の割合で、以下のように分類される。

区 分|埴 土 (C)1埴嬢土(CL)1境土 (L)1砂壌土 (8L)1砂土 (8)

粘土(%)1 50.1%以上 150.0~3 7.6% 13 7.5~2 5.1% 12.5%以下

日本農学会法による

参考③ 「土性j区分を簡易に判別する方法を一覧表に示す。

観乾燥したれた自然時を状手の態の外観のひ外ら
ナイフによる 自然状態での物理性

土性 及びそ
で乙すっ時 切断面の表面 乾 燥 湿 潤

粘質で均質、密な塊
固く連結した塊、

粘着性、可塑性
埴土 なめらかな光沢がある 固い塊あるいは

(粉末) 固い構造単位 のある塊

壌土
粘土分の多い不均質な 平らであるが光沢がな 構造をつくるが

可塑性の弱い塊
塊 し、 固くない

砂犠土
砂分が多く、粘土分は 表面に出ている砂でざ 塊は固くなく、 非常に可塑性の

わずかに混じっている らざらしている すぐ崩れる ~~， 、塊

砂土 全く砂からなる 同 上
細粒質で連結し 可塑性を示さな

ていない し、

「ランドスケープ(14)特集 土壌」ランドスケープ出版会より

(31 土嬢の化学的調査の項目としては、土壌酸度(PH)、土壌養分(窒素、リン酸、カリ)

の含有量、石灰中和量、塩基置換容量やリン酸吸収係数等がある。

土壌酸度は土壌溶液中の水素イオン濃度で茨さ才、 PH7が中性でとれより大きいほどア

ルカリ性が強く、小さいほと酸性が強し、。

土壌養分の不足する土壊は、施肥によって改良できるので、特iζ不良土とは考えないカ人

養分保持カを示す塩基置換容量に注意する必要がある。
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表 6-9 化学的性質の土壌診断法

診断項目 診断 優 良 不良

土壌酸度 PH (H20 ) 5.6 ~ 6.8 4.5 ~ 5.6 3.5 ~ 4.5 
6.8 ~ 8.0 8.0 ~ 9.5 

全 窒 素 % 0.1 2< 0.12 ~ 0.06 0.06> 

有効リン酸 mg/10 0 9 20< 20 ~ 10 10> 

塩基置換容量 me/1 00 9 20< 20 ~ 6 6> 

置換性石灰 me/1 0 0 9 5.0< 5.0 ~ 2.5 2.5> 

「緑化事業における植栽基盤整備マニュアノレ(案)J白木造園学会土壌分科会

造園雑誌48 (2)1984より

参考④土壊酸度(PH)の度合と、分類は次のように定められている。

PH 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

強酸性 弱酸性 中性弱アノレカリ性強アノレカリ性

(4) 土壌酸度が強酸性を示す土壌は、塩類及び微量要素が不足しており、水分や酸素か十分

あっても養分にならないという状態である。その改良法は炭酸石灰などを施用して酸度を

矯正する。

表6-10 土壌酸度を1だけアノレカ F側に矯正させるに要する炭酸石灰量

区 分
腐植に之しい 腐植 !C富む 腐植にす乙ぶる富む

備 考(5%以下) ( 5 ~1O%) (1O~20% ) 
kg kg kg 

砂 士 5 6 1 1 2 1 6 9 消石灰、生石灰を用いる

砂壌土 1 1 2 1 6 9 225 場合は、右の数量にそれ

ぞれ 0.74，0.56を掛け
壌 土 169 225 300 

て換算する。

埴壊士 225 281 375 

埴 土 28 1 328 450 
l.-

「道路緑化の設計・施工」山海堂より

(5) 土壌は堆積様式や母材の性質などから分類されるが、乙のうち北海道に多く分布する特

殊土壌に植栽する場合、その特性を理解し適切な土壌改良を行う必要がある。
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表6-11 特殊土壊の特性と土壌改良法

土 壌 性質・特性 土 壌 改 良 法

-保水力、保肥カが著しく悪い -粘質土の客土を行う

砂 土
-養分の保持力が少ない -有機質土壌改良剤を多量に施用する

-腐植質が欠乏している -施肥を行う

-酸性化しやすい -潅水をする

-緊密で通気性、透水性に乏しい -排水を行い、通気性、水分保持槻Eを改善する
-排水不良である -深耕し、堅密土層を破砕し、物理性を改善する

重粘土
-凝集力、粘着力か過度である -適量の石灰で酸度の矯正を行う

-強酸性を示す -完熟ノミ-(7堆肥等の有機質土壌改良剤を施す

-少量の雨でも過湿になりやすい -客土(砂等)、施肥(リン肥主体)を行う

-皐越になりやすい

-過湿で通気性に乏しい -排水を行い、 通気性を改善する

-一旦乾燥すると吸水性不良 -深耕し、空気の流通を良くする

泥炭土
-養分か不足している -粘質士、火山灰土の客土によって無機質を補う

-強酸性を示す -適量の石灰で酸度矯正を行う

-施肥を行う(中性、塩基性の肥料を用いる)

-十分腐熟した堆肥を施用する

-通気性、透水性は良好 -粘質土の客土を行い、養分、水分保持カを高め|

-保水性は良く、皐魅IC耐える る

-融雪時の過剰水による悪影響があ -良質の有機質土壌改良予測を与える
火山放出物 る -リン肥主体の肥料を施用する

未熟土 -土層分化が未熟であり、腐植含量 -理主水を行う
fJYYなし、 -浸蝕防止の手段を講じる

-養分保持カが少ない

-土壌子山笈が多い

-酸度は中性、微酸性を示す

参考 「北海道における道路の緑化基準に関する調査研究報告書(その2) J、日本道路公団

(6) 土壌改良剤には、有機質系改良剤、無機質系改良剤、高分子系改良剤がある。植栽地盤の

特性や植栽地域での実績をふまえ、各々¢改良剤の効果の特徴を検討し、適切な施用を行う

べきである。

。有機質系改良剤一土壊を膨軟にし、団粒形成を促進する。排水性を改善すると同時に、

保水力も高める。肥料成分も保持して改良効果があがる。改良効果は

緩効的である。

施用量は容積比で10%程度が適当で、用土とよく混ぜ合わせた上て、

施用する。

ij)無機質系改良剤一多孔質の素材が多く表面積が大きい乙とから保水性を高める他、透水
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分類

有

機

質

系

土

壊

改

良

剤

性、通気性を改良する効果がある。

施用量は粘土類か重量比で2~3%、焼成鉱物類は容積比で 5%程

度の混入が適当である。

面〕高分子系改良剤 土壌粒子各々を結合させて、団粒をつくる。粘質土及び砂質土lζ用

い、保水性の増大、通気性 ・透水性の改良などが促される。

現在は経済性等からほとんと、使用されていなし、。

表6-12 土壌改良剤一覧表

素 材 物 質 商品名(例) 効果の特徴

ピートモス 土壌の保水性、 膨軟性を高める。
草 炭

ピートセブン 鉱質土、重粘土向き。

炭 化植物 泥 炭 テンポロン 土壌の置換容量を高め、団粒化を促す。

火山灰土(赤土〕、鉱質土向き。

亜 炭
スーパーブミン

テノレナイ ト

パノレプ残さ い リ グ
ホタライト 土壌の膨軟性を高める。

γ 
リグニン腐植 重粘土向き。

海 藻 タ :ノ ノミ タ アノレギァ ト 土壌生物活動を活発多様化し、 有機物分

コーラゾ 解促進。

菌培養物 // ニュー万作 新規造成地、やせ地向き。

ニトロアミ ン酸 フミゾーノレ アンモニア、マグネシウムなどの供車合と

炭 化植物
ア ン モ γ ニスコン あわせて、置換容量を高める。火山灰土

(化学処理)
(赤土〕、やせ地向き。

ニトロフ ミン酸 アズミン

マグ ネシウム テノレマグ

ファームリッチ 土壌を膨軟化し、置換容量を高め、微生
樹 皮 パ ク堆肥

キノックス 物活動を促す。腐熟度に要注意。重粘土

}とも砂質土f[も向く。

モ 、 殻 モミ殻堆肥 チャフコソ

木 材 おが屑堆肥 オガーノレB 同 上

汚 泥
汚泥コンポスト C/N比が小さく、肥料効果が主である

都市廃棄物
サッポロコンポスト が、土壊の膨軟化にも役立つ。腐熟度lζ

要注意。

生コミコンポスト ダノコンポスト やせ地向き。

家畜ふんによ う おか屑入り堆肥 カウレックスF 同 上
おが屑の多いものは避ける。
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分類 素 材 物 質 商品名(例〕 効果の特徴

凝 灰 岩
オーヤタイト 置換容量を高めるとともに珪酸、微量要素

ゼオリン を供給、さらに保水力も増す。

鉱 石 粉 重粘土、火山灰土向き。

沸 岩
ゼオライト

モノレテ事ンゼオ

粘 土 粘 土
モソモリロナイト 親水膨潤性、 置換容量を高め、珪酸を供給。
ベン トナイト 砂質土向き。

真 珠 岩
ノξーライト

ネニサンソ 孔隙に富み、保水性、通気性を高める。

無
焼成岩石

ひ る 石
パーミキュライト 砂質土、重粘土向き。

パクミライト
機

転炉 さ し、
てんろさい 鉄、珪酸に富み、火山灰土のリン酸吸収力

質 ミネカノレ を弱める。

火山灰土向き。

系 燃焼鉱さ い 平炉さ し、
へいろさい

マノレエス珪鉄

土
微粉炭灰

フライアッシュ 微量要素とくにはう素を供給。

グリーγアッシユ やせ地、 酸性土向き。

壌

貝 化 石
土援の母

7~ ッシノレ

改

副産石灰
ミリ ノカノレ 土嬢酸度中和、 石灰補給。

良 スーパーカノレミン
酸性土向き。

剤り
石 灰 消 石 灰 消 石灰

炭酸石灰 タンカノレ

苦 土石 灰
ダイヤ苦土 土壊酸度中和、石灰苦土補給。

スミマグ 敵性土向き。

鉱 さ い 珪酸苦土石灰 ケイカノレ
酸度中和、石灰 ・苦土・珪酸補給。

火山灰士向き。

蛇 紋 岩 溶成苦土りん肥 ょうりん
酸度中和、石灰・苦土・リン酸補給。

火山灰土向き。

嬢高 ポリピニノレアノレ ゴーセノーノレ イオγ結合力を生かして、土壌粒子を団粒

改良雪系 合成樹脂
コ ーー /レ ダンリウム 化。

ポリエチレン タリリウム 粕質土、鉱質土向き。

剤土 メラ ミy樹脂 ドロゲン
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分
類

壌改字高

良系

剤土

素 材 物 質 商品名(例) 効 果 の 特 徴

アタリノレアミド スミソイノレ

合成樹脂
ポリカチオン

EB-a 団粒化作用が強L、。

ダンソイノレ 重粘土、傾斜地向き。

「緑化地土壌改良について」日本緑化センター

「緑化事業における植栽基盤整備マニュアノレ(案)J造園学会

6-4-2 客土

樹木を植栽する場所の土壌が不良な場合は、前項の土壌改良工の他、畑土や山土表土な

どの良質土で客土を行う。

〔解説〕

111 客土として使用する土壌は、あらかじめ土壌検査を行い、 一定の品質のものを使う乙と

とする。

また植栽地の土壌が粘質士の場合は、通気性、透水性を改良するための砂質土系の土壌

を客土し、反対に粘質土の場合は、保水力、保肥力を増すため良質の粘質土系の土壌を使

用する。

表6-13 客土品質基準

項 目 基 準

土 性 砂壌土、壌士、埴壌土

粒 径 分 布 粘土含量
1599966C b上/シノレト イ少 。 ~45

砂 。 3 0 ~8 5 

磯(径2~2 0棚〉 50%以下

構 1三且七 ある程度の団粒構造が認められるもの

透 水 係 数 1 0-3 cm/sec以上 1明日，... "，. 0'.直径

有 効 水 分 801!/nt 以上
土 壌 酸 度 pH45~70程度

腐植含有量 3%以上

塩基置換容量 6me/1009以上

リん酸吸収係数 1，5 0 0 1119 / 100 9以下

そ の 他 雑草、石磯、植物の生育l乙有害な雑物等を含んでいない乙と。
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(2) 客土は、植穴への客土(坪掘り客土)が行わオ%その量は植穴容量と鉢容量の差(埋戻

し土量〕で、樹木の規格によって定められるが、将来の根圏の大きさに合わせて、できる

だけ大きくとる乙とが望ましい。

(3) 値ます内は、全面を一定の深さまで、客土で置き換える乙ととする。環境施設帯でも排

水性の悪い土壊の場合fi:は、全面の客土置き換えを検討する。

図6-7 樹木の必要最小土層厚さ

6-5 植栽の施工

6-5-1 植栽施工

深根性高木

「植栽の理論と技術」鹿島出版会より

新 田仲 三

植栽の施工にあたっては、植栽地の地盤や地形を整備し、不良土嬢では土壌改良を行っ

たのち、掘取りから養生まで七万全を期して、見ばえ良く、迅速に、しかも丁寧に施工する。

〔解説 〕

(1)掘取り ー 活着率を高めるため、細根をいためないようになるべく根鉢を大き くとる。

太い根は切り口の腐りを防き発根を促すため、鋭利な刃物で切り返しておく。根鉢の大き

さは、一般に根元幹直径の約 4~6 倍が標準である。 根鉢の土を落さないためと、 根の乾
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燥を防ぐため根巻きを行い、コモなどで包む。

不適期植栽や特殊土壌での植栽、また少雪寒冷地や侮岸地帯での植栽においては、発根

促進剤の施用を検討すべきである。

121運搬 樹木を傷めないように注意し、容積を小さくするために枝葉を束ね、必要で

あればワラ、杉皮、小丸太、マット等で樹幹を保護する。運搬中は、根の乾燥や枝葉の蒸

散を防くナこめ、ンート等で覆いをする。振動や無理な圧迫により、枝折れや根鉢の崩れが無

いように注意する。

131保管 掘取りから植付けまでは極力短時間で完了するようにしなければならない。

搬入してその日のうちに植付けられない場合は、仮植えをする。仮植えができない時は、

日光や風の当たらない場所に密接して仮置きし、乾燥あるいは凍結防止の処置として、樹

木全体をわら、乙も、シー ト等で覆わなければならない。

141植穴掘 ー 植穴掘削の際lζは、既設の埋設管等に注意し、植穴内に有害物質や滞水がな

いかを確認して、あった場合は必要な措置を講じる。

植穴の底部は膨軟にし、良質土を凸型に盛り上げる。

151値付け 植栽樹木は、客士、肥料、 支柱材、幹巻用材、潅水等の準備を完了してから

搬入する。枝葉が繁り、見ばえのする方を重要視点側に向け、樹幹を垂直に立て込む。埋

戻しに際しては、 植穴の 1/3程度まで土を入れ、次l乙水を注入し、棒などでよく突いて

鉢の周りに十分土や水をなじませ、更に土と水を加える「水極め」を行うのか一般的であ

る。マツ類や排水の慈い場所での植栽では、水を用いす土だけを棒でよく突きながら埋戻

す「土極めJが有効である。

肥料は、植栽樹木の初期生育を高める効果があり、乙れによって各種障害K対する耐性

を高めるために施用する。施肥の位置は、植穴の地表部近くとし、根と直接触れないよう

に注意する。

161 水鉢ー植付け後、植樹帯の場合は鉢の外周に沿って土を盛り上げ、水鉢をつくって

よ卜分に潅水する。植付け後1<:::乾燥が続く場合1<:::は、潅水を継続的に行わなければならない。

171 手入れ 植栽樹木は、根部が小さくされているため、授による吸水と枝葉からの蒸散

のバラ γスをとるために、枝葉の奥定を行う。ふと乙ろ枝、からみ枝、徒長枝等不要な枝

を除去し、枝葉を切り透かし、姿を整える。植付け後の現定は、積雪による被害を軽減す

るためにも必要な作業である。

凋
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6-5-2 保護養生

植付け作業完了後の保護養生は、各種被害を受けやすい植栽樹木のため、必要不可欠の

ものである。

〔解説〕

(1)遊水 ー 植栽完了後から最低2週間は、降雨日を除いて毎日潅水をする必要がある。

ただし、止むを得す秋植えをした場合，1:は、凍結のおそれがあるので、気象状態を見極め

るとともに、控え目の潅水にとどめるべきである。

(21 蒸散抑制ー植付けの擦に、根と枝葉の水収支のバランスをとるため現定を行うが、適

期以外11:植栽をする場合は、蒸散抑制剤を幹及び枝葉全面に付着するように散布する。

(31 樹幹保護ー寒風害や凍害、陽や砂を防止しなければならない地域での植栽には、樹幹

，1:幹巻きを行う必要がある。幹および主枝をわら等で均ーの厚さに包み椋椙縄2本合わ

せで1O~15cmの間隔で巻き上ける。幹巻は樹の化粧ともなるので、丁寧に美しく仕上げPな

ければならなし、。

(41 "'"ノレチγグー 土援凍結か甚だしい少雪地域や、乾燥しやすい火山灰土での植栽の際に

は、鉢の表面を保護するマノレチγグが効果がある。従来はコモ、ワラで行っているが、材

料入手や作業効率、美観などの点から、近年繊維マットの使用が普及している。

6-5-3支柱

楠栽した樹木がすみやかに活着し、 活着後も風や雪や自動車等から保護するために、支

柱を設置する。

1. 支柱の設計にあたっては、植栽地の状況、気象条件(風速、積雪深〕、樹木の形状や

大きさ、植栽形式等を検討し、適当な形式を選択する。

2 支柱材は一般的にはカラ松丸太材または竹材を用いる。

3 支柱の施工にあたっては、根鉢や樹幹を傷めないように注意しながら、確実に樹木を

国定させるとともに、均一で美しいものに仕上げる。

〔解説〕

(11 支柱は、樹木の倒伏や傾斜を防ぎ、活着を助けるために設置されるものである。また、

除雪被害防止の上からも支柱は重委で、永続的に取り付けられる乙とが望ま しい。

(21 支柱は、樹木とともに景観を構成する要素であるため、型式の選択には統ーをとる必要
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がある。

歩道の街路樹には、原則として鳥居型が用いられ、中央分離帯や環境施設帯等の楢:&地

でユは、鳥居型のほかに、添え柱型、八ツ掛型、布掛型等の支柱も用いられる。針葉樹や株

立物には、八ツ掛型か用いられる乙とが一般的である。

支柱型式の適用については、図6-8を参照する乙ととする杭多雪地域や風街地域で

は、雪や風に対する十分な抵抗力を持つ支柱を選定するべきである。

図6-8 支柱型式と適用

立竺
高木一幹周(岬) 中木一樹高例

適 用
9 12 15 18 20 25 30 35 40 45 6075 90 1ω12) 152D 25 3.0 

二脚鳥居 I I I I I 1 I I I I I I I I I I I I I 一般の街路樹向き
(添木付) I I I I I I I I 1 I I I 1 I I I 1 I I 

幹真の添真がえ不に確定なもの
の 使う

鳥
二脚鳥居

I I I I I I I I I I I I I 1 I 1 1 I 1 幹の真が定まっている
I I 1 I I I I I I I I I I I I 1 I I I ものに使う

居 三脚鳥居
I I I I I I I I 1 I I I 1 1 I I I I I 樹高 4~5mの場合使

1 I I I 1 I I 1 I I I I 1 I I I I I I つ

型
十 字 鳥居 I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 樹高5m以上の場合使

I I I I I I I I I I I 1 I 1 I I I 1 1 つ

四脚鳥居
I I I I I I I I I I I I I|| I I I I 
I I 11 1 I I I I 1 I I I I I I I 1 1 

。

添え柱型 ||ll||!|||||||| I 1 I I 樹高の{品、場合，c適用
( 1本支柱〕 I I i I I I I I I I 1 I i I 1 I I I I する

八 竹=本 I I I I I I I I I 1 I I 1 I I I I I 苗木 ・株立物・針葉樹
ツ I I I 11 1 I 1 I I 1 I i I I 1 1 I 1 に適用する
掛

I I附 II I ! I 1-1 I 1 1 I 型 丸太二本
。 樹高5m以上

il I I I I I I i I I I 1 i 1 I 1 1 1 広い場所，c適用する

布 掛 型 I 1 I I I 1 I I " I I I I 1 I 1 I I 植付け間隔が比較的近

11 11 I 1 I I I I I I I 1 I 円I 1
い場合lζ適、または列植の
場合 用する
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(3) 支柱型式

。鳥居型一切丸太等を鳥居の形iζ組み立てた支柱で、一般に街路樹に使用される。鳥

居型は植ますの面積カ狭い場合に有利であり、樹木及び支柱と地盤の固定に優払外観

は均一に整ったシンプノレな美しさがある。樹形が比較的小さく、しかも風当りの少ない

所!Cは二脚型を用い、 樹形が大きくなるに従って三脚型、 十字型、四脚型を用いる。

。添え柱型 一 主!C幼木lζ取付ける型式で、*HIい丸太または竹を幹に添って土中にさ し

込み、 2~3箇所幹と結束する。 風除けのための支柱ではないので、 風当りの強い場所

では使用できない。

面)八ツ掛型一樹高があり樹冠の大きい樹木には、鳥居型では風l己対する抵抗力か弱い

ので、3本の長丸太を樹幹あるいは主枝にさし掛けて支持する。乙れは固定の点では最

も好ましい型式である杭広い支保面積が必要であり、結束部がゆるんだり、支柱材が

目立ちすぎて美観を損う等の欠点がある。上t絞的小さい針葉樹や株立物の場合、竹の八

7掛型を使用する乙とが多い。

iv)布掛型 ー 比較的近い距離でまとまった本数が植栽される場合l乙、それぞれの樹木に

八ツ掛型支柱をする繁雑さを防ぐ工法である。丸太または竹を樹高の2/3の位置に水

平に通して、各樹木を連結し、所々に控木をとる型式である。積雪地では積雪深より高

い位置に布掛けする。
図6-9 支柱 標準図

晒竹1本支住

-丸太杭の先端は3面削りとす
る

本支柱を使用する場合は、支

柱の高さは積雪深(堆雪深)

以上とする

規格

樹高1.5m内外

2.0 m 

2.5 m 
1) i/ュロ縄は赤縄2本使用2固巻

(事lを入れる)
D 晒竹の直径寸法は三節上とする

V
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街路樹用二脚鳥居型支柱

支柱取付仕様

名称 寸法 摘 要

l 杉皮 15cmxπD 

赤織2本使用2回21i/ュロ縄
巻 (害jを入れる)

3 亜鉛引
事J6 1>IJを入れる

鉄線

司はる天む否 コ芙に打ち4 西洋釘 L J 2cm 

街路樹周二脚鳥居型支柱(添木付〕

太L
 

j
 、
、b位ラ
一いい

品川ソ

-
tl

m
一則
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一即

A
V
-
明
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長
』
(
a-圃

支柱取付仕様

名称ITτ寸 摘
1 1杉 皮 115cmX7rD 1 

要

事1 6 

赤縄2本使用2回
巻 (習lを入れる)

i¥'IJを入れる

荒天石市芙に打ち

込主

2 1，ノュロ縄

31歪諾罰
鉄線

41西洋釘 L12cm 

ぷIr p o cmカラ仕!LJ，
IKtI科き または川県I処J11(f1:1-.)
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三脚鳥居型支柱
1)丸太相互の接合箇所は横木に食い込ませるよう削り取

ること

2) 支柱用丸太はカラ松材とし、皮を剥き焼磨きか防腐処

理とする

3) 支柱の方向については監督員の指示によること

4)丸太杭の先端は3面削りとする

〈

十字鳥居型支柱

支柱取付仕様

名称 寸法 摘 要

1 杉皮 15cm)く11:D

2 手ノ品口組
赤縄2本使用2回
巻(劃lを入れる)

3 
亜鉛引

~ 1 6 j!1Jを入れる
鉄線

4 西洋釘 L 1 2cm 丸太の中央に打ち
込む

1)丸太相互の接合筒所は横木に食い込ませるよう削り取

ること

2) 支柱用丸Ji:l主力ラ松材とし、皮を剖lぎ焼磨きか防腐処
理とする

3) 丸太杭の先端は3面白4りとする

様

寸

ふム

-

山山

一
法

取

一
ー「

柱

一
寸

支

ア
ー称名 摘 要

杉皮 136cmxπD 

2 1 iノュロ縄

亜鉛引31 
鉄線

41西洋釘

赤縄2本使用2回
巻(割を入れる)

割を入れる

丸式の中央に打ち
込む

草16 

L12cm 

と止ムと~且斗.b..
(-!Qiftき1r~::HI，明 ~即1I: U

十
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四脚支柱

晒竹三本支柱

記号 内容 規 格

A 株物・松類 N=1.5m内外

B 。 2.0m 

。 // 2.5m 

D 単幹を含む 3.5m 
安図

1) 丸太相互の接合箇所は横木に食い込ませるよう削り取

るこ と

a支柱用丸太はカラ松材とし、皮を量IJぎ焼磨きか防腐処
理とする

3) 丸太杭の先端は 3函削り とする

支柱取付仕椴

名称 寸法 摘 要

杉皮 3C/11XπD 

2 I i/~ロ縄 #1唱2本使用2回
巻 (寄lを入れる)

3 亜鉛引
鉄線

事16 割を入れる

4 西洋釘 L12C/11 込男氏むの中央に打ち

x 
1)樹木と支柱の結束高は樹高の2/3とする
の支柱・ヤラズ杭の上端は節止めとする

3) 必ず結束部にノコ自を入れる

4) 晒竹の直径す法は三節上とする

5) 樹木と丸太の接合部は、樹木に杉皮を当て Vュロ縄

(赤)にて結束のこと(割掛とする〕

記号 l直径 (C/II) 長さ (血/本)

A 3.0 1.3 

E 3.0 1.6 

c 3.0 1.8 

D 3.0 2.5 
-'-
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八ツ掛支柱

規格

H=35~4.5 松頬、株立物含む

H= 5.o~6D 11 

N= 7.o~9.0 11 

1)樹木と支柱の結束高は樹高の2/3とする
2)丸太相互の結束部は亜鉛引鉄線耳 16で結束する
3)樹木と丸太の結合部は樹木に杉皮を当て、 νュロ縄
(赤)で、結束する

4)支柱用丸太はカラ松材とし、皮をはぎ焼磨きか防腐
処理とする

5) 丸太杭の先端は3面削りとする

ム
A|末口均五cmL2.7m I末口ダ6.0cmL0.6 m 

B I末日必.5cmL3.6m I末口.d6.ocmL0.6 m 
01末口渇.oc札 6.3m 1末日用6.ocm

丸太(3本) ヤラズ杭 (3本)

布掛支柱 摘 要

支柱10m当り H7 .0~2.5m内外の上下5~
8本/10m(樹関く2.0m)に使用

支荘10m当り H1. 5 m 内外の針葉樹1O~
15本/10m(樹間 0.0m)に使用

閉竹

-....... 1!三4

l
 

p
h
v
 
l
 



(4) 支柱の施工

i)鳥居型 丸太は、道路と平行に一線lζ揃うように立て込み、丸太の脚の開き角度が

揃うように注意する。横木は水平に、添木を使用する場合は、樹幹が真っすぐになるよ

うに取り付ける。樹木と支柱、添木との問は堅固に結束する。樹皮の損傷を防ぐため、

結束部分には杉皮等を巻きつけ、綜相縄で勤かないように割縄掛け結びとする。丸太同

志の交差部分は、釘打ちの上、鉄線綾掛けとする。結束した鉄線の結び目は、横木の下

部とする。結び目がほどけないように堅固に結び、結び目が担価I乙出ないように注意し

なければならない。添木の最上結束部分は、積雪深より高い位置になるよう留意する。

ー)八ツ掛型、布掛型 丸太や竹の基部は、地中lこ埋め込み、指定寸法(標準60-00棚〕

の根元杭を打込み、釘打ち、鉄線掛けとする。ただし、軟弱な土質では、規格より長い

材料を使用し、堅固に取付けなければならない。

(5) 支柱の材料

i) 丸太類一丸太類は、カラ松丸太の焼磨きか防腐剤処理したものを使用する。丸太類

は、所定の寸法とし、割れか無く、通直完満で節の高くないものとする。

。竹一晒竹使用とし、径3m程度のものとする。使用にあたっては、節止めとする。

交差部は動かないように、竹P:鋸の引目を入れて、鉄線綾掛け結びとするつ

量)その他ー結束に使用する縄類は、椋椙縄 (O3棚)を使用する。赤縄を使い、染綜

杷縄は使用しない。鉄線は亜鉛引鉄線#1 6を使用する乙とか多い。

6-5-4 施工管理

植栽工事を施工する場合、前もって工程管理、品質管理、安全管理に十分配慮した施工

管理計画をたてる。工事途中においては、工事が計画どおり進捗しているかどうかを常に

調べ、問題のある場合は、その原因を追求して、すみやかに改善する。

〔解説〕

(1)植栽工事においては、特に他の工事との関連調整が必要であり、自然材料を扱う点、気

象状態に大きく影響される点、機械施工に限界があり作業員の技術や感覚に頼る乙とが多

い点など、一般の土木工事と大きな違いがある。乙れらの特殊性を考慮lζ入れた施工管理

計画をたてるべきである。植栽工事では工種が少なく、同一作業が多いので、工程表の作

成は「パ チャ ト」で十分であるカえ各項目について十分な検討を行い、実行可能な工

程表を作ることが大切である。
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(21植栽工事は、移植適期の問題があり、比較的工期が短い乙とが多い。事前IC環境調査や

品質検査を行い、必要があれば移植木の根まわしや績栽地の改良対策、表土の保存などの

措置を講じ、適期内に完了するように努めなければならない。植物Kよって生育環境が異

なるので、その特性を理解し、きめ細やかな面白蜜が必要である。

移植適期を外れての植栽工事においては、さ らに迅速な施工が求められるうえに、養生

などで余分な作業が加わるので、乙れらを十分考慮に入れた施工管理が求められる。

(31 植栽工事の品質管理は、設計書、仕様書に定められた規格の材料で、最も経済的にかっ

良好な工事完成物を作るととができるよう配慮する。したがって、その品質を確保するた

めの施工方法、使用材料、使用機械、仕上り後の景観、数量、規格等の確認を行う乙とが

大切である。

材料は、生きものが主であり、単なる寸法規格を満足すれば良いというものではなく、

各々の樹木の樹形や樹勢、根の状態を見、植付けのパランスも確認しながら趨Rしなけれ

ばならない。

6-5-5 植樹保険

枯損樹木の植替え義務が付された50万円以上の公共植栽工事においては、その枯損補

償費用をてん補する保険制度を活用するよう請負者に対して指導する。

〔解説〕

(11植樹保険は、枯補償期間(工事完成物引渡後1年)内に発見された枯損樹木の損害が、

定められた範囲を越えた場合』乙、保険会社が請負者に植替えを依頼する乙とによって発注

者に現物をてん補する保険である。

保険契約者は、財団法人都市緑化基金であり、都市緑化基金が請負者に代って包括的に

保険の申し込みをするもので、誇負者から直接保険の申し込みはできない。保険加入依頼

者は請負者であり、玉三事の発注者が、被保険者となる。したがって、保険加入や請求の手続

きは、発注者の指示、承認を得て、請負者か都市緑化基金を通じて行うものである3

(21 保険の対象となる工事の範囲は、園、地方公共団体、公団、事業団等の公的機関が発注

する樹木および地被植物の植栽工事で、仕様書等の設計図書で枯損樹木等の植替えが義務

づけられている当該槌栽工事部分である。

(31 保険てん補の対象

i)保険の対象樹木等が火災、落雷、破裂、爆発による損害

n
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Ii)干害、風水害、塩害、震害、凍害、霜害、病虫害、鳥獣害等すべての偶然なる理由に

より、植栽しTこ時の状態で枯死または形姿不良となった損害

参考ー 「枯死または形姿不良」の判定のしかた

判定は、発注者と請負者とが立会のうえ行う。枯死又は形姿不良とは、枯枝

か樹冠部のおおむね2/3以上になった場合、又は通直な主幹をもっ樹木につ

いては、樹高のおおむね1/3以上の主幹が枯れた場合をいい、確実に同様の

状態になると想定されるものを含む。

iii)損害によって生じた保険の対象樹木等の撤去に必要な費用(取片づけ、清掃及び搬出

費用)

乙のうち、 i)の損害はすべて、 ii)は保険金額の15 % (足切り〕を越える場合に、その

超過部分についててん補される。 iii)叫散去費用は、。 ii)いずれの場合でも、保険会社の支

払い額の2%相当額の範囲内で支払われる。

u)の足切り率は、全国一律で、北海道のような特殊地域における植栽に対しでも同率で

ある。

(41 保険のてん補対象とならない損害は、火災、落雷、爆発以外の事由で生じた倒木、流出

および折損、人為的な事由により生じた損害、施工の欠陥による損害、樹木が不良で=あっ

たために生じた損害、故意もしくは重大な過失又は法令違反によって生じた損害、 戦争、

内乱等や暴動による損害、地震、噴火及び津波による損害、核燃料物質や乙れに汚染され

た物の放射性その他の有害な特性による損害であるo

なお、 一本50万円以上の銘木と地被植物広保険申込み時点で明記されていない場合は、

保険の対象ICは含まれないので注意を要する。

(51 保険期間は、請負工事完成後発注者に引渡した日より 1年間とする。保険金額は、保険

会社の支払い限度額であり、具体的には、請負金額の内、植栽工事'C係る直接工事費相当
額(設計変更がある場合は増減する)を保険金額とする。

保険料は、掛金て、保険金額に保隣陣0.85%を乗じて算出する。

(61 枯損樹木等の植替え義務を付した植栽工事費は、植栽材料費及び労務費に一定の率の割

増が見込まれており、冬囲いが必要な時には、冬聞いの材料費、労力費も害時の対象とな

る。

6-6 既存樹木の保全

道路予定地内の既存樹木(林)は、長い年月をかけて環境に適応して育った、緑地造成上
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有用で貴重なものが多い。道路計画をたてる際には、これを伐採することなします残す

方向で検討すべきである。

どうしても保存する乙とができない場合は、移植して既存樹木の活用を図ることが望ま

しし、。

〔解説〕

(1)道路予定地内に存在する樹木は、できる限り保存しなければならない。既存樹木(林)

を現況調査の上評価し、それに応じた保存のレベノレを設定する。学術的lζ貴重なものはそ

のまま保存し、そうでないものは補植 ・除伐ー下刈りなど行って見栄え良くする。

乙の際、既存樹木(林〉 の生育環境(日照 ・通風・地下水等)は、できるだけ変えない

ように、樹林地はなるべく広い面積で残す乙とや、残った樹林の縁lとは、既存植生と調和

した林縁植栽を施すことが望ましい。

樹木(林)周囲に対する土木設計にあたっても、樹木(林)の生育環境の保全IC留意し

なければならなし、。

(2)必要な平地面積を確保するために、樹木の根元周り近くまで切盛土する必要が生じた場

合は、吸収根(ひげ根)を切断したり、吸収根の深さか変らないように、次のような方法

で処置する。

D 樹木周辺を切土する場合は、根の状態を確認して切断しないように広範囲に土を残し、

石積、張芝等ICよって土崩れを防止するo凍害がひどい地域は、石積を避け、表面を張

芝等でマノレチングして保護する。

図6ー10 切土を行う場合の既存樹木の根系保護処理

， 60の時 1:2.5 
のりこう配 仰の時 1:2.0

100の時 1:1. 5 

空石積1:0.5
練石積1:0.35

「植栽の理論と技術」新田伸三鹿島出版会より

に
υ
F
O
 
l
 



事

ii) 樹木周辺を盛士する場合は、根元を埋没しないようにし、盛土の崩壊を防ぐため周囲

に石積等を施す。雨水や融雪時の過剰水か滞水しないよう、底面!e排水施設を設けなけ

;f1，(まならなし、。

図6-11 盛土を行う場合の保存樹木の保護処理

6-100 
またはU2-3W!4

(3) 道路造成にあたって支障となり、移植をしても保存すべき樹木は、移植に耐えられるか

どうか判定し、十分耐えられるものは普通の移植工程で行えばよい。活着カ容易でない樹

種や老大木及び貴重木には、事前1<:::根廻しの必要がある。植栽適期lζ移植できないと考え

られる場合も、あらかじめ根廻しをしておき、移植にそなえる乙ととする。

表6-15 移植して保存するためのチェックリス ト

項 チェック項目 判 断 基 準

保存の必要性
保存に値する樹木であるかどうか 樹種、形状、樹容、樹齢、由緒、面積

老大木、または貴重木であるかどうか

枝葉、根が切込みに耐えて再E牲長が 老木のため、回復能力カ可底くないか

樹 勢
できるかど、うか 大木のため、吸収根が掘取りの際、全くな

くなってしまわないか

道路植栽樹木の規格基準〔表4-3 )参照

活着難易
活着カ容易な樹種かどうか 樹種による活着の難易度〔表4ー 1)参照、
根の状態はどうか 根の状態

移植時期
適期』ζ掘取り、植裁ができるかどうか 植栽適期(表4-1、4-2 )参照、
根廻し期間か工期的にとれるのか 工事全体の中での、根廻し工程の調整
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根廻しは、掘取時の根鉢を作る部分の根を切断して、切断部分より細根の発生を促す処

理であり、移植後の活着、生育をよくするためにあらかじめ符う作業である。方法には、

深根性の樹種le多く適用される表皮剥皮法と、比較的浅根性の樹種に適用される断板法が

ある。根廻しの時期は、厳寒期、酷暑期を避ければいつでもよいが、根の発根が著しい春

~夏を前にして 4~5 月 lé行うのが最もよく 、 7 月位までならば良好である。

6-7 生垣工

道路線化における生垣は、中央分離帯や環境施設帯le使用され、防風、防塵、立入防止、

遮蔽、遮光、視線誘導等の諸機能を果たす。

〔解説〕

(1) 生垣をつくる場合の手11買は、①期待する機能 ・効果の選定、②生垣の種類、樹種の置尺、

③植栽時期の決定、④苗木の手配入⑤併用する垣、塀の作成、⑥地ごしらえ、⑦植付けの

順で進む。

図6-12 生垣(囚ツ自垣併用〉標準図

平宿図

失主手 セ~

凡例

記号 名称 規 格 内
廿，弓戸』

舗面図
丸太 太口事7.5cm

カァ松材
a 

L 1.5皿

b 栖竹 O3.0cm 三節上り

C 西洋釘 L6.5cm 

d dュロ縄 O3mm 

1. 晒竹接合部は5cm程度食い込ませること
2 樹木は原則としてH= 1. 0 m以上とする

黒

3. 樹木は、四ツ目垣にVュロ縄(黒〉にて結束すること
(]ケ所/本)

4. 晒竹の上端は、節止めとする
5. 樹木間隔は、 30cmを標準とする
6. 生垣は、 原則として道路境界から50cm離すこと
7. 床堀l主語30冊、深さ 30cmとし溝状に掘ること
8. 丸太杭の先端は3面削りとする
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(2) 生垣に適する樹種の特性としては、

i)刈り込みによって上 ・下校が緊密になり、下校杭茂り、しかも枝先が繊細である。

心強度の刈り込みを行っても樹勢が衰弱しない。

面) 日陰に耐え、つねに萌芽力か旺盛である。

iv) 病虫害や気象害IL抵抗カがある。

v) 装飾的IC優れている。

町〉その地方に適応し、首木の供給か容易であるο

北海道に適応する樹種で、一般的によく使われているものは、 20種程度である。

表6-16北海道における生垣使用樹種

区分 生垣IC適応性がある樹種(五十意贋〉

高木類 アカエゾマツ・イチイ ・カラマツ ・トドマツ ・ニオイヒバ ・ヨーロ ッパトウヒ

中木類 カツラ ・ネグンドカエデ・ヤマモミジ

低木類
アキグミ ・イボタ ノキ ・イ ヌツゲ・エゾノコリンゴ・カンボタ・ドウダンツツジ ・

エシキギ ・ハマナス・マユミ・ミヤマイボタ・メギ

言十

6種

3種

11種

(3) 健全な生垣を造成するためには、植裁に先立つて十分な地どしらえと土壊改良を施す必

要がある。植栽地の全面を帯状(幅80cm、深さ50 cm ) IC耕起し、礁などを取り除き、

必要に応じて客土と土壌改良を行う。客土工と土境改良工は、前項6-4 I植栽地盤の造

成」を参照する乙と。植栽に当っては、あらかじめ地面に摘栽間隔(苗高90cmの場合3ぴm

の間隔〕をマークし、乙の点を中心IC苗木の根よりやや大きめの植穴を掘る。

苗木の配植は、積雪による中割れという被害や病害の発生を避けるため、一列植えが望

ましい。

(4) 植栽方法は、植穴を掘った後苗木 l 本当たり約 100~200 gの化成肥料を施す。乙の際、

肥料が直接根に触れないように注意する。土壌カ乾燥している場合は、潅水しながら土を

埋め戻し、浅植え、深備えに注意しながら根元を踏み固める。最後に苗木と垣根の竹を、

綜相縄(黒〕にて結束し、 風で苗木カ濡れるのを防ぐ。
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6-8 草花植栽エ

6-8-1 ツタ植栽工

道路におけるよう壁等のコンクリ ート構造物に対しては、ツタ類の値栽を行い、圧迫感

や違和感の緩和、修景効果をあげることができる。

〔解説〕

(1) ツタ類で華霊化するべき箇所としては、およそつぎのようなものがあげられる。

i) 切土のり商のよう壁とフェンス一つるをフェンスに登らせ、ウaーノレにき量下させる。

フェンス

。コンクリ ート吹付面、岩盤のり面一切土のり面がコンクリート吹付面や岩盤で金網で
おおわれている場合は、崩土部 (A)や切土のり面のさらに上部(B )，ζ根張り空間を

つくり、登はん、下垂させる。

コンクリート

吹付け工
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面〕 盛土道路のi歴音フェンス一環境施設帯を設ける用地が得られない場合や、排雪t1:支

障がある場合に、遮音フェ γスにツタ類を用いると効果的であるO

iv) 高架部一路端(A )か基礎部(B )に根張り空間を設け、構造物の修景および騒音

源の視覚的な圧迫感、違和感の緩和を図る。

v) 中央分離帯 対向車の舷光防止を図る必要があるが、樹木を植栽するスベースを確

保できない場合、ネットないしフェンスを立て、ツ Fをからませる。

ハ
υ
n

，. 
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4
 



vi)橋脚ー特に景勝地¢橋の橋脚』ζ、ツタをからませ、風景づくりに役立てる。

H" 皿 U 11 11 U 11 11 11 11 11 11 11 

y山県
(2) ツタ類の中で、もっとも適用性lζ優れているのは、ナツヅタ(ニッポンヅタ)である。

ナツヅタは、落葉性であり、開葉時には赤味があり、生長時には緑色であるが、秋にはき

わめで美しい鮮紅色に変わる。はい上り器官が、気根と吸盤であるため、 壁面が平滑で、

割れ目がなくても、はい上ることカfできる。

植付けは、養生した苗〔実生苗、さしき苗)を用いるのがふつうである均九伏条とりき

を用いてもよし、。いずれの場合でも、首長の長短にかかわらず、茎をテープで壁面lζ固定

する。植栽密度は、実生苗の場合には、 l年生菌の平均長15棚なら、 1 ml乙2~5 本、さ

しき苗の場合1<: は、 1m に 1~2本、伏条とりきの場合は、 1 ~2 ml<: 1本程度である。

伏条からのとりき ツタの植付け(斜植え)

砂・砂利

水抜き孔

乙の他、埋幹工(直ざし)も有効な植栽方法である。気根のついた2年生以上の茎を、

現地へ直ざしする方法であるが、連続ねせ植えとくねらせ植えの二通りがある。
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連続ねせ植え くねらせ植え

支持根の
吸収録化

(31 植栽時期は、春、開業前が良いが、やむをえず関葉~生長期になった場合は、土っき苗

とする。ただし、秋、落葉後の、向寒期の植栽は好ましくない。

(41 土壌は、肥沃で、水はけが良く、有機物をいくらか含む方が良い。水がたまる場所は好

ましくない。潅水は、植付け時以外にはほとんとホ要である。

6-8-2 グラン ドカバー植栽江

樹木の植えられない狭いスベースや堆雪スベースの緑化は、芝生だけでなく、地被植物

や宿線草草花の植栽が修景面や維持管理面で有効な方法である。

〔解説〕

(11樹木が植えられないスベー久や植樹帯の樹木聞の裸地には、芝生ICよる緑化が一般的に

行われているが、景観的に単調になるζと、刈込みなど管理の手聞がかかる ζとから、ほ

ふく性の地被植物や宿根草の草花によるグラソドカパー植栽も検討すべきである。

(21 グランドカバー植栽ヱは、株植え、種の直播きによる乙とが多いカ、種類によっては、

芝生の種子、肥料と混ぜ合わせて、同時に吹付けによって植える乙とが可能である。

(31 グランドカパー植裁を検討すべきスベースは、以下のとおりである。

植栽幅1.5m以下の場合全面か、低木聞の裸地部分
。 中央分離帯 ( ) 。1:5m以上 。一高 ・中 ・低木聞の裸地部分
i)堆雪スベース

面)植樹帯の高・中・低木聞の裸地部分

植栽面積2.0nt以下の場合一全面
iv) 交通島 ( ) 。2.0nt以上 。一中。低木間の裸地部分
(41 グランFカパー植物の株植えの場合、 M当り25-3嚇植える乙とを標準とする拡植物
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が密生するまでの間は、潅水や除草などに留意しなけれは、ならない。植付時には土墳の保

温や保湿を図り、雑草の浸入防止や除去しやすいように、ピート モス ・パーク堆肥・木屑

などでマルチングを行う。

表 6-17 北海道叫萱路線化に適応するグランドカパ 植物

英(属)名
和名 草丈例 花期L月)花 色 樋付法 特 徴

科名

日当りと水はけのよい場所ならど乙
アノレメ リア でも育つ。寒さに強く、雪の下でも

ハマカソザシ 15~20 4 ~5 桃 ・白 株 越冬するが、霜柱のたつ所で・は霜よ

イソマツ科 けが必要。 2~3年に l 度株分けを
fーT"Jャ0 

日当り、通風、水はけのよい土地を
オリエンタノレ 株種 好む。丈夫で虫害も特にない。潅水
ポ ビ オニゲシ 50~70 5 ~ 6 赤 ・澄 肥料は少なめでよし、。

ケシ科 種吹付

耐寒性が強く、 土質を選ばない。落
コレオプシス

オオキンケ 種 下種子により広がりふえる丈夫な性|

。ンセオラn
ィf ギ

30寸 O 6~8 葉 質である。

キク手ヰ
ク

種吹付

l年草てあるが、落下種子により翌
コスモス 赤・桃 緩 年発芽する。肥沃な土地よりもやせ

アキザタラ 60寸印 7 ~10 地の方カ毛筆が丈夫で‘花つきもよい。

キク科 白 :種吹付 湿地には向かなし、。

木本類、ベニシタンの仲間。

コトネアスター 白 日当りを好み、乾燥に耐えるカ人 多

(ダマー〕 シャ リントウ 30~50 6 株 湿!C弱L、。
パラ科 (実ー赤〕

フランスギクとハマギクの交配種で

シャスターデ 株 ー種 フランスギクより大花で目立つ。 耐|

ージー 切~ffi 7 ~8 白 寒性大。 日当りのよい壌土、粘質壌

キク科 種吹付 土を好む。

土質はあまり選ばないが、酸性土壊
ダイアンサス 赤-桃 株・種 を嫌う。日当り、通風、排水のよい

美女ナデシコ 30~50 5 ~6 ζとが大切である。

ナデシコ科 白・紫 種吹付
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英(属科)名名 和 名 草丈例 花期〈月〉 花色 植付法 特 徴

葉カ泊い観葉植物。暑さ寒さ、乾燥
ダヌティミラー 株 rc強く、分校力旺盛であるが、過湿

シロFエギタ 3O ~80 6~7 淡黄 を嫌う。

キク科 さし木

ほふく性の常緑多年草。日陰を好み
ピンカミノーノレ

ヒメツノレニチ 株 耐湿地、耐塩性もある。同じ仲間の

ニチソウ
5~10 5-7 淡紫 ビンカマジョーノレは陽地を好む。

キョ労"7トウ科 さし木

木本類。常緑で日陰に強く、寒さに
プッキソウ フッキソウ も強い。地下茎で伸び:る。秋または

10-20 4 -5 淡賞 株 春にふるった腐葉土で=マノレチし、軽

ツヶT斗 く施肥をするとよい。

葉はよく地表を被い鮮黄色の花がー
ポテンチラ 番花咲く。乾燥気味の緩やかな斜面

ツノレキンバイ 5-10 5 -8 黄 株 に適する。
ノミラ科

耐寒性があり乾燥にも強いが、高温
セラスチウム ミミナグサ 多湿に弱いため、水はけのよい場所

10-30 6~7 白 株 ・種 を選ぶ。
ナデシコ科 。ツユキソウう 目巴料は少なめでよい。

寒さや暑さに強い常緑の多年草。耐

モ 戸、 株 塩性もある。 5~1O月乙ろまでハダ
フロックス シバザタラ 5-10 5-6 桃・白 ニがよく発生するので、ケノレセンプ

ハナシノフ手斗 さし木 リタトランで寵除する。下葉が枯れ

たらさし芽をし、株の更新を図る。

日当りがよく肥沃で排水のよい場所
ノレピナス 紫・桃 株 ・種 を好む。土質は酸性土を嫌う。幼苗

ノボリフジ 印-lW 5 -7 時ICシンタイムシ、アブラムシがつき
マメ科 黄 ・白 種吹付 やすく、カノレポス、マラソン剤で漉

除する。

日当りがよく排水がよければとくに
オクスアイ 土質を選ぱなし、。耐寒性lζ富弘繁

ァーシー フランスギク 20-100 7-8 白 株 殖力紙正盛である。花が終ったら地
キク科 際まで茎を切り戻すとよい。
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第 7章 樹木の維持管理

7-1樹木の維持管理の基本

道路緑化樹の維持管理にあたっては、次の事項に留意する。

l 緑化目的の理解とその継承を目指し、周囲の環境や景観と調和した、緑豊かで快適な

生活環境をつくる。

2 植栽樹木が交通lζ支障を及ぼさないようにして、道路交通の安全を確保するとともに、

通行の快適性を高めるようκする。

3. 緑豊かな町つ、くりのため、沿道住民の理解と協力のもとK、多くの人々に親しまれる

街路樹を育てる。

〔解説J

(})道路緑化樹の管理にあたっては、緑化意図を理解し、 生物である樹木を生長させ、良

好な地域環境をつくりあげる努力が必要である。

道路環境における樹木の生育障害の要因は数多くあるが、北海道においては、厳しい

気象条件や土壌条件下の地域が大部分で、その生育環境を認識し、緑化機能を損わない

ようκ不断の適切な処置が必要である。

特に、植栽後 2~3年の、樹木が環境fC::適応するまでの期間は、充分な維持管理がな

されなければならない。

(2) 維持管理は機械的、事務的であってはならず、常に観察して樹木の状態に即応した管

理方法をとらなければならない。樹木の生理機能を把握し、それぞれの樹種の特性に応

じて、 管理作業が樹木の生活サイクノレlζ反しないように留意しなければならない。

表7ー I 樹木の生活サイクノレ

孟みトゴ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

休 目民 期

根が活動を始める時期 ←一一
開芽期及び花芽分イ閣 開芽 花芽分化

J首 費 生 長期

貯 蔵生長 期

p
b
 

n

，.
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(31地域環境の美化、樹木の保護育成のためには沿道住民の理解と協力か不可欠である。

7-2 維持管理計画

植栽された樹木を健全K育成し、道路緑化の機能を十分に発揮させるためには、合理的

な管理計画を策定し、年閣を通じて最も適切な時期に、効期守な作業を実施する。

〔解説J

(11維持管理計画は、樹木の特性や生育環境(土壌条件、水分条件等)や植物の生活サイ

クノレを把握し、地域の特性をよくとらえた上で、策定することが必要である。

北海道においては、次のような地域特性があり、乙れに対処する作業を検討し、官里

計画をたでなければならない。

j)雪害 ・物理的雪害一一施肥、整枝、野定、病害虫防除、支柱の補強、冬囲い、

早期融雪、立直し、傷の手当て、根固め

jD寒害

JiD干害

|ゆ 風害

v) 塩害

vD粉塵害

・生理的雪害 一一施肥、不良土壌地改善

施肥、冬囲い、幹巻、蒸散抑制剤散布、7ノレチング、傷

の手当て、整校

不良土壌地改善、瀧水、防風ネットの設置

施肥、不良土壌地改善、濯水、現定、幹巻、蒸散抑制剤

散布、?)レチング

施肥、不良土壌地改善、男定、支柱の補強、幹巻、防風

ネットの設置

施肥、整枝、奥定、不良土壌地改善、濯水、支柱の補強、

防風ネットの設置、 7ノレチング、蒸散抑制剤の散布、洗

t篠

施肥、不良土壌地改善、濯水、清掃、洗機

(21 道路植栽の維持管理とは、樹木がその本来の機能を最大限に発揮できるように手を施

すことである。乙のため短期的・部分的な管理計画のみならず、長期的・総合的視野で

計画を立てる。

管理には、毎年行う定期管理と、偶発的災害などに伴う不定期管理及び巡回点検に分

けて考える。
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!)定期管理一一 毎年同じ時期に行う作業で、要事定、整枝、刈込み、除草、施肥、冬

囲い、清掃などがこれにあたる。対象路線別に作業量を明らかにして、 年聞を通じて

一括作業計画を立案するのがよい。作業それぞれに関連があり、切り離して行う乙と

は、効率上、樹木保護上好ましくない。

11> 不定期管理と巡回点検 一一 不定期管理は突発的な管理作業であり、 年によっては

不必要な場合もある。内容は枯損木や危険木の処理、補植、支柱の補修・取替え、 濯

水、病虫駆除、根固めなどである。

巡回点検は、病虫筈の発生状況、樹勢、支柱や土壊の状態、雑草の発生、濯水の必

要性、人為的な被害、雪害、寒害の有無を確認するために行い、緑化パトローノレのよ

うな形で定期的iζ実施し、定期管理や不定期管理に反映させることが望ましい。

症 状

表7-2 樹木の衰弱症状とその原凶

原

養分不足-生育不全

管理ミス

-早期落葉 水分欠之

-葉の黄変・黒変 根の酸欠

-枯死枝の発生 有害成分

-萎縮 ・しおれ 自然条件

やご・ 胴吹き
芽の異常発生 傷 害

因

土壌の境基置換容量不足、土壌pH不適合、

肥料不足

土壌の保水性、雨水の流入なし、植ます

の狭さ、地下水位の低下、寒乾風

土壌の透水性、土壌の固結、地下水位上

昇

ガス漏れ

日照過不足、異常気象、風雪、寒雪、潮

害、大気汚染、油付着、老化

幹 ・枝の人為的 ・自然的損傷

開花・ 結実の
不 良

強関定、関定時期のあやまり、植主婦也の

掘返し、施肥過多、薬害

雑草害 … ..雑草の繁茂

病虫害 ーー 病害、虫害

設言切鉱工ミス ・・・選木のあやまり、密植、 疎植、 深植

巧

t
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表 7-3 道路値栽年間維持管理計画表(案)

長前ぞ!4 516 7 8 9110 11 12 1 1 2 3 頻度 摘 要

両

中

木

会回立

理

{忌

木

管

理

全

般

夏季興定

冬季努定

補 植 ーー 司咽

風倒木処理 ー.

危険木処理 ー.

支柱補修

支柱結束

施 』巴 トー一
病虫害防除 トー ー.

や ζ とり 『司'ー

主主 囲一
メリ込努定

施 sE 一トー
補 植 ーーー.

冬 囲 一

除 草

清 婦

i謹 71< ー・

巡回点検

7-3樹木の維持管理

7 -3 -1 劃定と整枝

ト---

t--トー・

ー.

』ートー

年 1 回 枝すかし、父通隙害の除去等。

年 回

必要の都度

ノノ

" 
〆ノ
4月は冬期破損、他の月はそ
の他の原因。

" 
年 1~2 回 樹勢lζ応じ.Kて分施施用用す。る。 9• 

10月はP

必要の都度 発生時に行う。

" 
トー 年 1 回 11月は取付け、4月は取外し。

年 1~ 2 回 花木。樹類勢は開花後、て枝施透用し、整
形 IL応じ する。

年 1 ~2 回 9・10月はP.K分施用。

必要の都度

一 年 1 回 11月は取付け、4月は取外し。

年 2~3 回

年 1~2回

必要の都度

月1~ 2回

一一ー 定期管理 --・・不定期管理

街路樹は、うるおいのある町づくりの基本になる緑のオフ、シェであり、自然な樹形が

もっとも美しく、できるかぎり自然の生長に従って仕立てることが望ましい。

しかし、街路樹の生育環境の悪さから倒木や病虫害発生のおそれがある場合や、路上

施設との調整が必要な場合ILは、必要最小限の劃定や整枝を行う。

1. 特IL均斉美・統一美が要求されたり、視認確保IL努めなければならない場合のみ、
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高木の街路樹は樹種IC:::よって毎年または隔年IC:::夏期及び冬期の到定を行う。

2 中・低木は樹種IL応じて毎年適期に刈込み、 現定を行い、花付きをよ〈し、形を整

える。

〔解説〕

(1)街路樹の奥定の目的は、次のように分砂られ、それぞれの目的にあった努定の方法

をとる乙とが必要である。

j)樹木の生育助長・抑制一一樹形を所定の大きさに維持し、通風・採光を良くする

乙とで樹勢を強くし、各種障害への抵抗力を高める。また、蒸散抑制や、開花、

結実の促進などをはかる。

ii)美観の維持一不必要な幹や枝を取り除く乙とにより樹木本来の美しさを引き出

したり、刈込みによって整形的な人工美をっくり出す。景観上、同大同形の統一さ

れた緑の線を構成する。

)11) 実用上の諸糊倣鶴一植栽目的が達成され、 その機能や効果が常に発揮される

ために行う。また樹木が道路奇童や歩行者IC:::対して、障害になったり、危険を与え

ないように行うものである。

(2) 努定の基本は、樹木本来の特性を生かし、均整のとれた樹形をつくり、美しい樹冠

を保つ乙とである。街路樹は、制限された条件下にあるため、自然の生育にまかせる

乙とが困難であるが、原則として、それぞれの樹木の自然樹形に相似した形態を維持

するよう努める。

樹木は樹形・樹冠の特性により、次のように分類する乙とかできる。

i)主幹の形態による分類

0直幹型 O分枝型

(直幹仕立可能樹膏 ナナカマド・シンジ 1

イチョウ・ハンノキ サクラ類・エンジュ

プラタナス・シラカンパ ハJレニレ・アカダモ

ポプラ類・ネグンドカエデ ハシドイ・オオパボダイジェ
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ii)枝葉の生長部位による分類

0頂部俊性型

ニセアカシア・イチョウ・シダレヤナギ

シラカンパ・ネグンドカエデ・ポプラ類

カエデ類・ハンノキ類 ・エンジュ・アオダモ

0下部優性型

ナナカマド・オオノぜボダイジュ・ケヤキ

プラタナス ・ハノレニレ

IID樹冠の形態による分類 (表6-2参照)

以上の特徴をふまえて、樹種毎tζ男定・整枝の方針を定める。

主要樹種の男定法一覧表

樹 穫 樹 姿 管 理 法

イ チ ヨ ウ 2年に1回位枝先を適当11:摘み取り、不要な枝を除く。

カ エ デ類 若木の間に多少手を入れて姿をととのえる程度で、後は自由に生長させる。

クロポプラ 自由に生長させ、幹ぶき、枯枝などを取り除く程度でよい。

秋から冬にかけて姿をみだす枝を切り除き、残す枝も短く切り込んで、春
シダレヤナギ

lζ多くの新しい枝を発生させるようにする。

枝先を切らないように心街けて、枯枝、乙み枝、曲技などを間引く程度で
シラカンノて

よい (あまり劃定をしない)。

スズカケノキ 7月頃iζ新枝を3分の2位11:切り込み、冬11:再び切り込んで、 乙み枝、枯枝

(プラタナス) などを除いて姿をととのえる。

自由11:生長させるのが最良であるが、不用の枝を切る必要がある場合11:は、

ナナカマド 校の根元からできるだけ滑らかに切り取り、コーノレターノレなどを塗って病

菌の侵入を防ぐ。

ニセアカシア 校下を3明位11:し、それ以上は適宜自由11:形を作ってはいけばよい。

自由lζ生長させるのが最良であるが、場所によ っては秋又は萌芽後II:~定
ノ¥jレニL レ

を行う(あまり努定をしない)。
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図7-1 主要樹種の努定前後の樹形

野定前

スズカ ケノキ

(フラ タナス)

~~~:î..::而i

ニセアカシア

奥定前

手j定後

奥定後

明定後

ポプラ

現定前 男定後

ナナカマド

奥定前 男定後
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131 樹木は、樹種1;:よって生長速度lζ違いがあり、それぞれに応じた努定の方法をとらなく

てはならない。

樹木の生長速度と努定

樹木の成長速度 イ乍 業 内 作廿句 樹 種

自然の生長にまかせる エンジュ、ケヤキ、ノ、ノレニレ、

枝下高の調整 ハシドイ、アオダモ、ユリノキ、
生長の遅い樹木

枯枝・不用枝の除去 カエデ頬

5年1;:1度位の冬期勢定

2~3 年1;: 1度の冬期劃定 シンジュ、アカナラ、サクラ類、
生長がやや早い樹木

随時の夏期男定 ナナカ?ド、オオパボダイジュ

毎年の冬期開定 ニセアカシア、シダレヤナギ、ポ
生長が早い樹木

随時の夏期現定 フヲ類、スズカケノキ、ネグンドカエデ

表7-5

興定作業で基本的iζ朔定すべき枝は、図7-2のとおりである。

重なり枝

立ち枝

からみ枝

さかさ枝

ふところ枝

胴ぶ き

ひこfiえ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

 

奥定すべき枝

141 

図7-2

151 冬期開定は、骨格劃定(基本野定)とも言い、樹木の休日民期に大きな枝を切り取り、樹

高や樹冠を整えるために行うものである。

!lY定時期は、寒さKより切口から枯れが生じないように最厳寒期を避けるものとするが、

被害のおそれがある時は切口にコーノレタール、ペンキ等を塗布する。ヤナギ ・ポプラ類は、

2月中旬までに完了するべきである。

骨格っくりに際しては、他の道路付属物(信号、道路標識等)や建物、高圧線、人草の
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冬期.'l'l"定の手法には、次の方法がある。

1) 枝抜き現定一樹冠の骨格をつくる手法で、さかさ枝、立ち枝、からみ枝、ひ乙ばえ

などを枝のつけ根から切り取る。乙みすぎた校は、長さ、方向、配置上、都合のよい校

を残して間引く。切り方は枝のつけ根から行い、切り残しを少なく して、切り口が残さ

れた枝や幹と平らになるよう注意する。

ii)切返し!算定 一 枝カ刈申び過ぎているものや樹冠を小さくしたい場合に枝の分れ目を見

つけ、長い枝を付け根から切取る。また太枝、古枝、腐った枝、乙ぶになっている場合、

その枝から出ている適当な方向の小枝または新生枝の部分から太い枝を切捨てて、小枝

と切替え、樹勢の回比重をはかる。

110 切詰奥定一主として直幹型奥定f[利用する方法で、新生枝を切詰める場合に行う。

切詰めは、必ず中間部の定芽の位置で行い、伸びて枝となった時、その方向が整った樹

冠を作るのにふさわしい枝となる向きの芽(下向、斜め上向き)の真上で切る。

図7-3 校抜き男定

点線の枝をその付け根

から切取る

図7-4 切返し努定

校抜き男定による整枝

J主主J誌はCTJ耳えるもの

c) /'ι-' 
古枝，こぶとなっているものの切返し努定

O 

。戸---
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図7-5 切詰め劃定
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161 夏期劃定は、樹冠の苦しれを直す程度にとどめ、切り過ぎによる生育障害とならないよう

に注意する。作業内容は、こみすぎた枝を除き、樹冠内への通風、日照を良くしてやる乙

と、徒長枝を除いて樹冠を整える乙と等である。

171 中 ・低木類は、整った形を維持していくための刈込み、枝抜き、徒長枝切詰め、中すか

し、枯枝の除去等の奥定が必要である。

花木類は、花の終った時期lζ劃定を行う。頂部優性にならないように十分注意し、形を

保つ乙とに心がけなければならない。

7 -3 -2 病虫害防除

樹木の健全な育成をはかり、沿道の住民1<::被害を与えないようにするため、病虫害は早

期1<::発見し、防除することが必要である。

防除の際は、適切な方法で被害枝葉の切取りや薬剤散布を行い、沿道住民や歩行者、運

転者等に迷惑とならないよう処置しなければならない。

〔解説〕

111 道路緑化1<::使用する樹木は、樹種選定の際、比較的病虫害に強いものを選ぶととが多い

乙とや、北海道においては本州に比較して病虫害の発生が少ない乙となど、病虫害が道路

緑化樹lζ及ぼす影響は、あまり大きくはない。しかし、被害が進行した後では、防除する

ことが困難となり、沿道住民にも迷惑となるため、巡回調査により発生状態を常に把握し

なければならない。

121 防除1<::あたっては、病害虫の習性を知り、発生の初期にその生態に合った形で適切な処

置を行う。必要により薬剤を使用する場合は、その取扱いに十分注意し、有効適切な時期

lζ行うように努めなければならない。住宅街や商庖街、車や人の交通が多い所では、無風

の自に影響の無い時間を選んで作業しなければならない。

131 北海道における主な病虫害を一覧表lζ示す。
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表7-6 緑化樹と主な病害、害虫

樹 種 病 害 名 害 虫 名

イ チ イ カイガラムシ類

カイズカイブキ さび病 ハダニ類、キパガ類、シンクイムシ類

先枯病
ノVてチ類、コガネムシ類、マックイム

カ 7 マ ツ
バ買、ケムバ員

トドマツ ・エゾ7 ツ アフラムシ類、ノ、パチ類、コガネムシ
がんしゅ病、胴枯病、てんぐす病

-卜 ウヒ類 娘マックイムシ類、ハダニ類

さび病、てんぐす病、紫紋羽病
ハマキムシ筏ケムシ類、アブラムシ

マ 、y 類
類、ハダニ類、シンクイム会要員

がんしゅ病、胴枯病、紫紋羽病、

イ チ ヨ ウ
斑点、病、葉枯病

カイガラムシ類、クスサン

エ ン エノ ユ 炭痘病 アブラムシ葉氏クワカイ力、ラムシ

うどんこ病、胴枯病、紫紋羽病、 カイカラムシ紙 イラガ紙カミキリ
カ 工 ア 類

萎縮病、黒脂病 ムγ

カ ン ノミ 類 褐斑病、うどんこ病、胴枯病、
ハシノキノ、ムシ

ノ、 ン / キ類 てんぐす病

うどんこ病、とうそう病、乙うや

ケ ヤ キ
く病、褐斑病、 紫紋羽病

ハタニ鎖、アブラムシ類、カミキリムシ

うどんこ病、胴枯病、紫紋羽病、てん カイガラムシ紙アフラムシ類、 イラカ類
サ ク 7 類

ぐす病、がんしゅ病、褐斑病、乙うやく病 コカネム汲l.カミキリム久ノ、シノヰゾ¥ムシ

シ ン :ン ユ うどん乙病

ススカケノキ 炭痘病、褐斑病、胴枯病、紫紋羽病 イラガ諺Lカミキリムシ、ケムシ類

ト チ ノ キ がんしゅ病 クリケムシ

ナ ナ カ て7 ド 胴枯病 カイガラムシ類

アカ シア類 炭痘病、℃らくす病、紫紋羽病、白車鮪 アブラムシ類、カイガラムオ貢、ミノカ類

ノ、 ノレ レ 褐斑病、紫紋羽病 ケムシ類

ナ 7 類 てんぐす病、胴枯病、うどん乙病 ケムシ類

うどλ」こ病、さ~、 とうそう病、炭癌丙 シャチホコ類、コウモリ力紙カイガラムシ
ポ フ。 フ

がらし捕、斑紋病、第佼羽病、期踊 類、ポプラノVてチ、ドロノキハムシ
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樹 種 病 害 名 害 虫 名

うどんζ病、さび病、とうそう病、 カイカラムシ魚アブラムシ紙コカラト
ヤ ナ ギ 類

炭痘病、すす病 ム乙筏民ハム‘オm..クワカミヰリ

ニL ノ キ 炭痘病、紫紋羽病 シロナガカイガラムシ

ア 手ノ サ イ さび病、炭痘病

イ ボ タ 白も病 カイガラムシ類

ウ ツ ギ 類 さび病

イラガ類Lハタニ祭Lハマキムシ類、ア
ツ ツ シ 類 もち病、す切育、斑点病、てんぐす病

ブラムシ紙カイカラムシ紙グ:/，/'{，イムシ

ー シ キ ギ カイガラムシ類

ノ、 ギ とうそう病、白絹病

マ サ キ うどNこ痕とうそう病、炭痘病、褐斑病 シャクトリムシ類、カイガラムシ類

i‘ ク ゲ アブラムシ類、メイガ類

モンタナマツ カイガラムシ類

表7ー7 主な病害の害徴と防除法

病 名 害 徴 防除期 主な防除法 ・薬剤l

新葉lζ発生し、白粉をまぶしたような状態にな 春期~初夏

く病<<落石ベポ葉灰ンリの硫オレ除黄キー去合シト〉剤・ン焼>> 却うどん乙病 る。主に葉の裏につくが、両面11:発生する乙と 秋期

もある。葉はねじれたり、奇形になったりする。

春先から発生して枝・幹を侵し、その侵された 早春 γ病落ォキ葉シンのント除ド水ー去ヲk和・平剤焼日斉却IC> 〉萎縮病 部分から上は急にしおれる。

校・幹にコブができる。コブが枝 ・幹を一周す 発病初期
ミ被害クサ一部ンのヒ除ュ切去ーリ・ン焼却〉

がんしゅ病 るとその上部は枯死する。 ム>

校 ・幹11:不規則な乙うやくを貼ったような病斑 春~秋期 カイガラムシを駆除|

乙うやく病 が出る。病気にかかった枝は衰弱する。カイガ くす石る灰硫黄合剤>

ラムシと共生する乙とが多い。
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病 名 害 徴 防除期 主な防除法 ・薬剤j

7 ~8 月頃、葉の表面1<:少 しふく れた円形の黒 関葉目IJ
くく病落オヰキ樹ノシンのンド除ード→去水同平・時闘焼lbI却〉黒脂病 色病斑ができる。紅葉期に病斑の周囲が緑色に

なる。

葉lζ黄色あるいは褐色のかびが生じて、さび色 早春~
くく病石落タt樹灰イセの硫ン除黄ステ去合ン剤・レ焼じス>却〉さ び病 を呈する。患部が肥大し奇形になるもの、てん 10月下旬

ぐす状になるものなどいろいろな病徴を示す。

当年生枝が被害を受け、毎年被害を受けると枝 早春 <被害部の除去 ・ド焼〉却

先枯病 がほうき状になる。
シクロハヰシミ

根の表面1<:紫褐色の糸状の菌糸東がからまり、

初取被場てク期合焼リ害りンで、、が却〉木はf石。で被をく灰土す害引ク乳榎し舘ロきをて消「抜を塗い毒レ切い& るピ紫紋羽病
地際部を紫褐色のフェノレト状の菌糸層がおおう内

根が腐敗して、数年かかって枯死する。

葉、 幼梢および果実を侵す。病斑は不整形の大 早春~秋
<く被害ダ石イ部灰ホの硫ノレ除タ黄ン去合水剤・平焼〉日斉却lt 

炭痘病 きな斑点としてあらわれる。葉は勢がなくなり

早期落葉する。

太い枝や幹が侵され、被害部はやや陥落して明
く被石害灰部硫の黄除合去剤・〉焼却

胴枯病 瞭な黒色病斑となる。表面はサメ肌状になる。

病斑が幹を覆えば樹木は枯死する。

葉や茎の表面がすすをつけたようK黒色になる。 カイガラムシ、アブラ

すす病 ζの病気のため木は枯死する乙とはないカ端勢
ムシ類を駆除する
くべンレート〉

か衰える。

枝lζ小枝が多数病生し、ほうき状あるいは大き 冬期
く<被キ害オノキ部ンシをドン-除ド7河隔去附日・剤日焼剤〉却〉てんぐす病 な塊状を呈す。樹勢は著しく衰える。

業枝、幼茎および果実1<:褐色の病斑を形成し、
開葉~期盛夏 被く害石部灰硫を除黄去合剤・焼>却

とうそう病 やや隆起してかさぶた状を呈する。

葉の表面や枝に発生、被害部が肥大して白色の 5 ~6 月

くE被害石オWキ段部ノ硫をノド除黄?氷弓去合k剤醐和己焼〉剤却〉二対I もち病 モチ状となり、光沢を失う。のち褐色になって

腐敗したり、ミイラ状となる。

葉の両面、とくに表面に多く発生する。放射状
発時5生月の~多い <く被害キオノキ葉ンシをンド除ー[<-7水去j和d・剤閉焼>l却> 自 も病 の紋様を生じ円形か不整形をなす。 表面は褐色

から黄褐色を帯びてやや盛りあがる。
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病 名 害 徴 防除期 主な除去法・薬剤

根と幹の地際部が侵され、葉は黄色IC変じて枯 発生初期

三被サ害クロ部九ンーのヒル除ュピ去ーク剤ムリ・焼ン>> > 却白絹病 死する。根頭部から根にかけて白色、綿糸状の

菌糸がからまりつく。

班長・褐斑 いずれも葉区病斑を生じ、病斑点IC小粒黒点が 4 ~10月

きミ落石オキキ葉刀灰シの硫ン吋除黄ド-去合7財剤・酬焼閥>> ]却〉斑紋・葉枯 みられ、病斑の多くは褐色を呈する。

病

表7-8 主な害虫の害徴と防除法

害虫名 害 徴 防除期 主な薬剤

、、、 / ガ類 きわめて雑食性で多くの樹種lζ加害を及ぼす。
6月~下旬8月 <テνフ。テレッタス拍1]>

(完ミノガ ) 
年1回の発生。成虫は5~6 月頃発生し、雌が <エノレサ〉字L朔1] > 

ミノガなど
ミノの中に産卵。卵はまもなくふ化し、車耐虫 <スミチオ/71<和剤>

は葉を食いながら成長し、そのまま越冬する。

イ 7 ガ類 幼虫はきわめて雑食性で各種樹木の葉を食害す 5月中旬

同ロ守;?)

る。年 1~2 回の発生。越冬幼虫は 5 月にサナ ~8 月 同 上

ギになり、 6 月 ~8 月 IC羽化する。その後マユ

を作り越冬するが一部は8月中旬~下旬IC羽化

する。

シャチホコ類 幼虫は葉を食害する。年 l 回 (4~ 6月)の発 5月 ~7 月 くD害DあVりP>サクラに薬

「ン河川「
生で、サナギで越冬する。

ツマキシャチホコ <ラピック > 
など くホスビット > 

ハダニ類 主として葉に寄生し、汁液を吸収する。被害跡 4 月~5 月 <ケノレセン乳剤 > 

(卜阿川)は白く点々と残り、発生が多くなれば葉は変色 7 月~10月
くモレスタン水和剤>

リンコ〉、夕、ニ
する。種類によって生態は多少相違するが、い <アカーノレ45・338>ナミノザニなど
ずれも年に10世代以上くり返す。 一般に夏期fC <エストックス乳剤>

多く発生し、特に乾燥高温の年fC多い。 <タtイ況トン粒剤>

コガネムシ類 成虫は地中に生息していて植物の根を食害し、

6上(月特9・月中に中旬中旬8旬月) 

<ティフモテいノクス手L印1]>

(長男35勺苗木や幼令木を枯死させる。 <ダイアジノン > 
ウ件坊ネな、どビロ <テサポン水和剤>

キパガ類 幼虫は葉をつつ‘る種が多いが、植物体の種子、 5・7・9月月〕
<<<ステパィミダフチ?WテオレKンノヲ溶クkス液和現剤斉JI〉> > 

根径、葉肉などにもぐるものも多い。
(特区7
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害虫名 害 徴 。防除期 主な薬剤l

コウモ リガ類 幼虫が主として幹の根さわを食害する。はじめ 4月

くくく材耳引ス中、オミのアアチラソオもレ、ノンのyン水クはス平手日カL郵斉ミllE〉;> キ〉

?ztiff7) 
は環状1<:::のち内部へと食い乙む。患部は褐色の

ブヨブヨしたものが出てくる。一世代の完了lζ

2年ぐらし、かかる。
リムプlζ準ずる

ノ、 iλ シ類 幼虫、成虫ともに葉を食害する。大発生時lζは 5 月 ~8 月 くスミチオン水和剤〉

(ノロ叫ノ午、ム山シなど) 

樹幹や枝の薄皮部を食害するζともある。

メイカ6 類 幼虫は葉肉内lζ潜入して食害するもの、築をつ 5 月 ~7 月

?ス工ノフミレチ切サオンン乳7端K斉Fll日剤リ>> 〉

(三iiFCり
づり合わせて食害するものがある。年 1~ 2回

発生。サナギで越冬するものが多い。

ハマキムシ類 幼虫は葉をまいたり、つつり合わせてその中に 4月上上旬旬~ くテ￥プテレyクス拍IJ>

(チ7ク〉一ダY苧ラハキ7なキと時、テン) 

住み、 付近の葉を食害する。幼虫で越冬し、春

1 1 干下下E旬旬L 
<ディナポンヲ'J('f[跨リ>

になり成虫があらわれる。年 4 ~5 回発生する 8 月月 <スミチオン水平日斉IJ>
が、晩春から夏にかけてが多い。

9 !'n 'Él~ 

10月

アブラム シ類 成虫、幼虫は植物の汁液を吸収し、生育をさま く 7ラソン乳剤 > 

(ムブアトラ久ブームラシム久ラシモカノなモてサアどカ

たげる。種類によっては葉をまいたり、虫えい <スミチオン乳斉IJ>
を作るものもある。不完全変態を行い、年iこ数 くエストックス乳剤〉

世代を営む。 夏から秋の高温期にはrttiEだけが繁 くタイシストン粒剤>

殖し、しかも卵は雌体内でふ化し、幼虫が生ま

れる。たいていのものは卵で越冬する。

カイガラムシ類 大部分のものはカイカうをまとっており、吸収 12月 ~2 月

くくく早スマ期ジメミラチソトオエンンー乳乳卜剤乳剤j剤> > > 

(…ノクムレワシビカーなイロガウどpカラムイガシラ~ 性の口器をもって植物の汁液を吸う。 年 1回発生のものが多く、雌成虫で越冬する。卵はカイ

ガラの下1<:::産みつけられ、ふ化した幼虫は他へ
<カイ石カ灰ラ硫を黄作合った剤後〉

移動しカイガラを作り定省する。

グンノミイムシ 纏物の葉、まれには茎から什液を吸う。乙の種 5 月 ~7 月

三ダダイイ一アシス汐ト〉ンヴ同粒剤日淘剤l〉> > が寄生すると、 その部分の葉緑素が分解され、

特有の白斑があらわれる。

ク ス サ ン幼虫が葉を食害する。 年1<:::1回の発生。卵で幹 4 月~上6旬月:的DスラDピミVチιノPオクンゆ乳剤 > > > の下や主校のまたで越冬する。 4~5 月頃成虫

があらわれ、加害の最盛期は6月初旬~中旬、

成虫は秋』ζ出現する。
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害虫名 害 徴 防除期 主な薬剤

カミキリムシ類 幼虫(テッポウムシ)が樹皮下や材部を食害する。 6 月 ~7 月
くミスエノミレチサオンン手手糊頃l斉illj 〉> > oウ;:;:Jごク) カミキリムシの被害を受けた木は枯死するか、し マラソ l 

ないまでもその生長は著しく阻害される。

シンクイムシ類 ふ化した幼虫が新梢、球果や樹幹に食入加害する。 4月下旬 話話語|害を受けた新梢は枯死するため、その生長は阻害
~7 月

(77ノシ内今
イポ""<":;ズアカ され、害球果は褐色となって枯死し、結実しない
ンムシなど 乙と均五多し、。

ケムシ類 幼虫が葉をとじ合わせ、その中に住み、植物のゑ 5 月 ~8 月

むテサげリかチテレオ‘メンクス糊筑手剤凶jL〉> > 
(ドク双772)心部、花、つぼみなどを食害する。

マツタイムシ類 樹皮下や辺材部を穿孔し、食入加害し、樹木を衰

どスタ二イミアパ万王ータグy一ク乳二櫛浮剤l去lり5
(オマオ刈ゾりム似シなど)

弱させて枯死させる。

ハパチ類 幼虫か主主を食害する。
<<テス主ミプチテオレンyク粉ス剤乳手凶・剤l〉> 

(的川ザ、和カ・樹木自体枯死に至る例は少なし、。ラマツノV
ラノVゼチなど J 

参考文献積雪地の道路緑化マニュアノレ
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7-3-3 獣害防除

積雪地域の郊外においては病虫害の他に、 野ネズミや野ウサギIcよる食害が発生する乙

とがある。乙れらの被害のおそれがある地域では、加害種を確認し、適切な防除対策を行

つ。

(解説]

(1)草類が枯渇し植物が不足する晩秋から冬期にかけて、冬眠する乙となく活動する野ネズ

ミや野ウサギは、樹木の葉 ・枝・樹皮を食べるようになる。

乙のため、主に積雪地域の郊外における道路植栽については、獣害に対して注意する必

要がある。

表7-9 主な食害獣と防除対策

主 な食害獣 エゾユキウサギ エゾヤチネズミ

主な生育環境 日当りのよい原野や疎林内 農耕地や草地、林床植物が密生した樹

林のくぼ地、倒木の下

被 害 期 晩秋から冬期 晩秋から冬期

主な被害部位 積雪面上の葉や枝を食害 積雪面下の樹皮を剥離食害

-忌避剤くアンデス〉の塗布 -殺そ剤くリンカS.I>を根株跡げ

化学的防除 などに露出しないように配置する。

時期は根雪直前。

-目の細かい金網を、幹や枝 -忌避剤くTMTD，sーナフトーノレ>

物理的防除 にまきつけて防護 の塗布

-縦lζ割った塩化ビニーノレ管や自の細

-くくりわな等による捕殺 かい金網を幹にまきつけて防護

-わなや墜落缶による捕殺
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7-3-4 気象害と保護

北海道においては、冬期間の厳しい気象feよって樹木が被害を受ける事が多く、ζれに

対する保護対策を講じる必要がある。植栽地の過去の気象データを調べ、周辺の植栽状況

を把握して、予想される気象害から樹木を守り、健全な生育がはかられるよう努める。

〔解説〕

(])北海道における気象害で最も大きな問題となるのは、雪と寒さによる障害である。乙れ

らに対しては、まず抵抗力のある樹種を選び、植栽方法や養生についても必要な処置をと

るべきであり、植栽環境条件の改善もなされるべきではあるが、維持管理の面から予想さ

れる気象害に対して様々な対策が必要である。

(2) 雪害や寒害le対する対策は、あらかじめ予測のもとに被害回避や樹木の耐性強化のため

lζ行われるく事前対策>と、被害発生直前にこれを回避するために行われるく応急対策>、

被害発生後なるべく速く元の状態に戻すく事後対策>に分けて考え、それぞれの段階で適

切な対策を講じる。

(3) 積雪地域における主な気象害としては、降雪 ・積雪 ・除雪などによる物理的雪害と、埋

雪下の悪い環境でお乙る生理的雪害があげられる。

図7-6 雪害の分類

「 冠着雪害

外力が雪面上 」
の部位le作周 ! 

」 落雪害

物理的雪害

「 沈降圧害

外力が積雪内 」
の部位le作用 | 

」斜面雪圧害

フ一
室
ロ

室

田

リ

圧

る

圧
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雪

よ
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(
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に

行

よ

動

葡

に
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1

雪害
「 なだれ

その他 -l

」 除雪時の直接損傷

生理的雪害 積雪内環境による害

-192-



雪害のそれぞれの現象に対する保護対策としては、次のものがある。対策の項目はお互い

共通のものが多い。

表7-10 雪害に対する保護対策

保 護 対 策
雪害の種類 被害を受けやすい樹木 被害形態

事 目IJ 応 急 事 後

冠着雪害 -常緑針葉樹が最も弱く、 -枝折れ 施肥 冬囲い 傷の手当て

落雪害 次いでカラマツが~~い。 -幹折れ 整枝 ・明定 整枝

病害虫防除 施nE
-初冬の大雪で埋雪しゃ -枝折れ 施肥 早期融雪 立直し(雪

すい樹形のもの。 -幹折れ 整枝 ・現定 お乙し)

沈降圧害
-根元曲りが大きしま -根元曲り 病害虫防除 傷の手当て

斜面雪圧害
た幹も傾き樹冠が偏樹 -幹曲り 支柱の点検 根固め

冠の樹木 -根依け H 補強 施肥

-樹冠部が重いか、形状

比の大きい樹木

-枝折れ 施肥 早期融雪 立直し(雪

-幹折れ 整枝・努定 お乙し)

なだれ -倒伏 病害虫防除 傷の手当て

根固め

施肥

除雪時の
-幹の損傷 施肥 冬闘い 傷の手当て

直接損傷
整枝 . ~定 施肥

病害虫防除

積雪内環境 -生長阻害 不良土壌地 早期融雪

による害 -腐植 改善
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図7-7 支柱の改良法
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在来型

図7-8 雪止杭

車
道

改良型

。

11 
LJJ 

建設'向、 f!百守寒冷I也公共IIJ緑化樹木梢1&• "月1
に|期する調'ftJより

r!長雪地域における植栽枝術に関する調査研究」
久住、番匠道路と 自然

(41 寒害は次のように分類して考える乙とができ、保護対策の内容は、樹幹・根元の保温や

樹勢強化を行うものである。

図7-9 寒害の分類

寒害

宣

ロ

害

宜

口

裂

風

凍

霜

寒

凍

「
ト
ト
L

室
口るす因起態主人気大

土壌状態に起因する害一一一一一乾燥害
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表7-11 寒害に対する保護対策

保 ま藍 対 策
寒害の種類 発 生 時期 被 害 形 態

事 前 応 急 事 後

初冬~早春 凍結による幸郎量破壊と 施肥 冬固い 整技

凍 害 脱水による枯死 幹巻 施肥

マノレチング

I免霜一関葉直耐難翻 新梢部の枯死 施肥 幹巻 整枝

霜 害 早霜一生長停止の前後 蒸散抑散制剤布 施肥

厳寒期、土壌もしくは 強制脱水により、枝葉 施肥 冬囲い 整枝

幹の一部が常時、凍結 もしくは樹全体が枯死 不良土壌地 幹巻 施肥
寒風害

している時期 改善
マノレチング

濯* 蒸散抑制散高布l 

凍 裂
幹が凍結する厳冬期 樹幹中央部と辺材部と 施肥 幹巻 傷の手当てl

の収差による裂幹 施肥

土壌が凍結し、晴天の 地下からの水分供給が 施肥 幹巻 整枝

乾燥害 続く時期 断たれる乙とによる脱 不良土壊地 マルチング 施肥

水枯死 改善 蒸散抑制散斉布IJ 

瀧水

(51 雪囲いの形式を以下1<::示す。

図7-10 雪囲いの形式

i) むしろ囲い(イチイなどに適用) ID 三叉~五叉しぼり(大株物に適用)

--唱-ーー，ー~ 一
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IID大しぼり (幹が柔らかい株物に適用)

------、】『、、ーーーー

一
v) 竹立しぼり(小株物に適用)

一一一
vii)竹ばさみ(株物密植iζ適用)

nnv 

nuu 

唱

i

iv) 中しぼり

vD小しぼり

viiD塩ビパイプ又は丸鋼による囲い

(株物密植に適用)



7-3-5 枯損木の管理

樹栽木か何らかの原因で、枯死あるいは折損、衰弱した場合には、すみやかに対策を講

じて処理する。

〔解説〕

(1)道路上，C:枯償木を放置しておくことは、単に美観を損うだけでなく、周囲の建物や車・

人の通行に危険をもたらすことになる。枯死したと判断される樹木は、すみやかに除去し、

補植は適切な時期を選んで行われなければならない。近年は交通事故による倒木・折損す

る被害が多いが、乙の場合もできるだけすみやかに被害木を立て直すか処理しなければな

らない。

衰弱木は放置しておくと、二次的に病虫害の発生源になるおそれがあるので、乙れを発

見した場合、その原因を調査した上で、対策を施す乙とが必要である。

(2) 樹木か枯死すると、落葉樹は落葉期前i乙落葉し、常緑樹では全体の葉が褐変して落葉し

てしまい、芽が生色を呈せす褐色や黒色，C:変わりしなびている。また、枝を折った時の樹

皮の内部が緑色もしくは黄緑色などの生色をもっておらず、水分がまったく感じられない

状態を呈した時、その枝は枯死していると判定する。

そして枯れ枝が樹冠部の 2/3以上になった場合、および通直な主幹をもっ街路樹の樹

高の 1/3以上の主幹が枯れた場合を、枯損木と判定する。

図7ー11 樹材古損の判定基準

枯損木の例ー 1 枯損木の例-2

寸
ー
ケ
|
|
」

事@は枯損部分を示す

ー197



131 補植する場合は、その樹種lζ応じた移植適期 (6-3参照)を選び、施工する。補植樹

木の規格は、周辺環境との調和を考慮して、枯損木と同等程度とすることが望ましい。施

工にあたっては、移植工事の要領に拠る。

また、枯損原因lζ対する適正な処理(特に病虫害の場合の殺菌処理など)を施し、植栽

地の土壌の物理性と化学性を、良好な状態にしておく必要がある。

(41 緑化樹の衰弱は、単独の原因で起乙る乙とは少なく、種々の原因が複合した結果あらわ

れる乙とが多い。異常状態を早期lζ発見し、その原因を調査した上で、すみやかに対策を

施さなければならない。

表7-12 樹木の衰弱原因と症状

衰弱原因 症 状

水分不足 土壌中の水分が不足して根がその影響をうけ、体内の水分は葉や茎から根へ移動

し、葉から乾燥が始まる。とくに上部の新葉などの若い組識は乾燥し易くしおれ易

い。しかし水は主軸上部や芯Ii:集りやすく、下校の葉は水を失いやすい。致宛含水

率以下lu1<を失うと築は黄変し褐色となり、さらに乾燥すると葉齢や葉位に関係な
く枯死する。

幹や枝の中心部は緑色を保つが、下葉が黄変落葉する場合は土壌の水不足によっ

て樹木が水ストレスを受けたものである。一方軟い芯の部分や新葉が萎凋する場合

は、強風や寒風による樹体内水分収奪によっている。風当りの強いところの上部枯

死は風乾燥による水ストレスの結果と考えてよい。

栄養障害 一般に葉色¢変化IL現わ札とくにチッ素不足の場合には枝葉の生育は貧弱となり

葉は淡黄色となる。逆に過剰の場合には、枝が徒長し葉は濃緑色となり病虫害が発

生しやすくなる。

大気汚染 汚染の種類によって異なるが、フッ化水素の場合は葉線または先端が褐色に変色

し健全部との境界がはっきり区分できるようになり、オキシダントの場合には葉の

表面(広葉樹では葉脈の聞に、針葉樹では葉全体)Ii:褐色あるいは灰色などの卜斑

点、が出る。亜硫酸ガスの場合には淡褐色から暗褐色の斑点を示す。

また大気汚染の場合には早期落葉現象を示す乙ともある。落葉が8月・ 9月中旬

頃樹木のと、の部分からでもなく一斉に落葉し始めたときは、葉の病気か大気汚染害

かのいずれかと考えてよい。

塩 量国三 軽いものでは風上側の樹冠表面の葉の先端や葉縁Ii:沿った部分の変色や枯れから、

ひどいものでは樹冠の全面にわたる変色や枯れまで至るが、多くは葉の変色という

被害形態をとる。多くの場合は急性害であるから強風のあと急l乙葉の黒褐変が生じ

たならば塩害と考えてよい。生育期に生じた新葉lζ異形や肥大が出る乙ともある。

日 射 害 多くは樹冠の皮焼けで樹皮がはげ、そ乙から腐朽菌が侵入し、胴枯れ症状を呈す

る。
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衰弱原因 症 状

凍 害 葉は煮えたようKなってしおれあるいは縁から枯れが入る。幹の場合は濃褐色の

変色症状が見られ、多く春先!<:自につく。葉の場合急に自につくので病気と思いが

ちであるカ靖斑がない。

土壌汚染 害 縮葉や寄元5症状がみら札著しい場合には急激な枯死がみられる。

根の生育不良 枯れ下がりや慢性的生育不良の症状がみられ、葉色も淡緑色となり悪い。先端部

薬

老

分からゆっくり枯れてくる場合は根部排水不良が多い。

また全体が白黄化し退緑する場合は、地下の都市ガス洩れによる根障害があるの

で注意しなければならなし、

害 除草剤・消毒剤などによる場合は、斑点・萎縮・奇形化・枯死などの症状が全体

!<:出る。

イヒ 慢性的な生長j減退 ・樹幹の腐朽・空洞化などの症状がでる。乙のような症状はい

くつかの原因iとより発生する場合もあり原因判定が難しい場合が多い。

7-3-6 生垣の管理

生垣は、その植栽目的を永く維持し、景観上にも問題がおこらないように、つねに手入

れをする必要がある。

〔解説〕

(1 )生垣は、つねに美しく刈込まれて形が整い、下校から葉が密に繁った状態ではじめてそ

の植栽効果か発揮されるものである。生垣の維持管理には、苗木を植栽してから生垣を完

成させるまでの作業と、完成以後の作業とがある。

(2) 生垣を完成させるまでの管理としては、まず冬期間の支柱の補助がある。植栽時に立て

た支柱(又は垣根)は、秋までそのままの状態にしておくが、越冬する時、多雪地域では

雪圧による幹や枝折れを防ぐため、支柱(又は垣根)の補強をはかる必要がある。

2 年目以降は、 肥料を年 1 回春に苗木 1 本当り 1 00~200 1l 施し、 生長を促進する。

生垣の高さや厚さを整えるため、図7-12のように所定の位置で先端を切り揃え、徐々 1<:

目標とする%!<:近づける。
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図7ー12 植栽後整形垣ができ上がるまでの経過

樹種 ェゾノコリンゴ「

アキグミ ト平均値
ニオイヒハー---' H1.5m 

植栽時 2年目 3年目

H1.9祝

H 1. 7祝の位置
で上部を水平に
カットする。

• H 1. 7祝

• W 0.7抗

4年目(整形垣のできとがり)

「北海道緑の環境づくりJ紛北海道国土緑化推進委員会

(3) 生垣が完成した後の管理は、刈込み・根切り町施肥・病虫害防除・冬囲いなどである。

7-4 植栽地の維持管理

7-4-1 土壌の管理

道路植栽地の土壌は、特殊な構造になっており、樹木にとって好ましくない状態になり

がちであるので、常に点検の上良好な状態を保つように努める。

〔解説J

(1)道路植栽地の土壌は、有効土層が薄いため、養分不足になりがちである。かっ都市部で

は、コンクリートなどのアノレカリ物質の影響によって、土壌pHがアノレカリ側!C::傾きやす

い。これに対して、施肥や pHの矯正など、必要な土壌管理を行ってL、かなければならない。

(2) アスファノレト微粉末や汚泥土が、植ます内、特に樹木のまわりに堆積されると、土壌の

通気性や透水性が著しく悪くなるので、春先などに取り除く。

(31 人や物によって踏み固められた土壌は、硬くなって透水性が悪くなるため、耕うんして

膨軟にする必要がある。歩行者の通行の多い場所では、必要に応じてグレーチング(根囲

い蓋)で踏圧を防止する等の処置を講ずる。

(41 植栽地区滞水が生じる場合には、土壌改良剤を土壌に混入し、透水性、通気性の改善を

はかる。

(51 積雪地域では、積雪!C::よる土壌の締固めや沈下が生ずる乙とが多いので、雪融け後調査

を行い、耕うんや追客土を行う。
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7-4-2施肥

施肥は、特』ζ不良土壊の地域では不可欠な管理項目であり、土嬢の分析や樋栽木の生育

状況などを検討した上で、適切な肥培管理を行う。

〔解説〕

(])施肥の時期は、春 (5~ 6月)と秋 (9~1O月)とあり、春(C::は生長を促進するために、

チ y素成分の多い肥料を与え、秋は耐期全をつけるために、リン酸・カリ成分の多い肥料

を施す。

(2) 胞肥の量は、樹木の大きさによって異なり、多く与え過ぎてかえって害になる乙とがあ

るため、適量を施すように留意する。

表7-13 植栽木の基準施肥量
(J本当りf!)

田 木 幼 木 成 木

樹種 チy素 リン酸 カ チソ素 リン酸 カ チッ素 リン酸 カ

N PZU5 Kzu N P2U5 K2u N PZU5 K2u 

針葉繍類 8~ 10 5~ 8 4~ 8 10~15 1O~12 号、-10 15~20 10~15 8~1O 

広葉樹類 8~ 10 5~1O 5~1O 1O ~25 1O~15 1O~15 15~20 1 5~20 10--15 

根粒樹類 8~ 1O 1O~15 ~10 1O~15 20~25 20~25 15~20 25~30 2ひ-25

花木類 8~ 1O lひ-15 号、-10 1O ~15 20~25 15~20 15~20 25~30 1，ト20

「北海道林業技術者必携」北方林業会

(3)施肥の方法は、一般によく行われている部分施肥(つぼ状施肥) (樹木の下部をと乙

ろどころ軽く耕し、肥料を与える方法)や、輪状施肥(環状施肥) (樹冠の下部に輪

状(C::溝を鋸って、肥料を与え土とよく混合する方法)や、低木類(C::行う全面施肥(樹

冠の下部を全面に軽く耕して、肥料を与える方法)がある。いずれも、元肥に比べて浅

い位置に施し、根lζ直接触れないように注意する。

(4)肥料が不足した時は、葉が黄色になり、 生育が悪くなって、全体の勢いがなくなる。反

対にチッ素肥料を必要以上に与えると、 業が茂りすぎ、大きくなる。また開花が悪く

なり、葉茎がやわらかくなるので、寒害lとおかされやすくなる。

(5) 肥料の種類には、緩効性の有機質肥料と速効性の化学肥料がある。肥料の保持が悪い土
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壌に化学肥料のみを施肥しても肥効はあがらず、有機質の肥料を主体1<::、化学肥料を併用

することが必要である。

-チッ素 (N) 生長速度を早める。

-リン酸 (PZ05) .・ e・- 根群を発達させる(活着がよくなる)

・カ リ(KzO) ー…蒸散抑制(移送時の乾燥に耐えよく活着する)

また充実度を高める(障害抵抗性が大きくなる)

表7-14 肥料の種類と特性

名 称 性 質 . 用 途

硫 安 代表的なアンモニア態窒素肥料、純製品は窒素21.0%を含む。

(アンモニア態窒素) 水に溶けやすく速効性、元』回目巴1<::適す。吸収後硫酸銀が残

り酸性を呈する。

硝 安 水1<::溶けやすく速効性であるが、流亡しやすい。元肥はさけ、

(硝酸態窒お 追い肥に用いる。生理的中4割巴料。

尿 素 純製品は46.65%の窒素を含む。水によく溶解する。

生理的中性肥料。速効性。

石 灰 室 素 灰黒色の重い粉末で窒素分を20~24%含む。 施肥直後の揺種・

(シアナミド性窒素) 植付けはさける(シアナミドは有害で、直接根や葉にふれる

と枯死する)。また、 一時に湿気を吸うと、ヂシアン、ヂア

ミドができ生育が阻害される。遅効性。

緩効性窒素肥料 窒素の形態を化学的に変化させ肥効の発現を遅らせた化学肥

料、肥効lζ持続性があり、また、流亡が少ないので、樹木用 l

として最適である。次の製品がある。 1B 、ウレアホノレム、

CDU 。

過 燐 酸 石灰 水1<::溶けやすく、速効性である。元肥用、追肥用。酸性土で

は石炭を十分に施用する。火山灰土では、燐の固定が行なわ

れ無効化するのでこれを防ぐために堆肥を併用する。

溶 成 燐 肥 燐酸は*1<::溶けにくく過燐酸石炭より遅効性てある。

元肥用。肥効は高く、火山灰土や酸性土壌に適する。硫安、

硝安、過燐酸石灰などの酸性肥料と混合しではならない。

塩 化 力日 里 白色の結晶で、加里分を約60%位含む。水溶性加里を505百含

み、速効性で肥効が高い。生理的に酸性肥料であるので、石

灰を施すのがよい。

硫 酸 加 里 加盟分を約50%含有し、このうち水溶性加里は45%以上、速

効性、生理的酸聞巴料。
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名 称 性 質 用 途

高度化成肥料 N.P.Kの合計が30必以上のものをいう。硫加燐安系、尿素燐

安系のものが樹木用として適する (30%以上のものを低度
複 化成肥料という)。

メ口〉、
国 形 肥 料 複合肥料に泥炭を加え3棚以上1<::成形した月巴料でL大豆ゃ小豆

目巴 (第 2種複合肥料) ぐらいの大きさ(粒径 6~1O棚)の粒状固形肥料と豆炭状 cl

料
伺1O~15 fJ)の大形固定肥料とがある。

植栽木lζ乙の大形固形肥料が多用されている。

液体複合肥料 液体肥料、葉面散布肥料で追肥用。

(6) 土壌の特性に対して、施肥の方法も変えなければならない。

・砂質土壌 肥料の保持が悪く、養分が流亡しやすい。水溶性の化学肥料より有機質肥

料を使用する。国型肥料は効果が大きい。リン酸は溶成リン肥がよい。

・火山灰土壌 酸性土が多い。リン酸吸収力が極めて強く、リン酸が植物lζ吸収されに

くい。酸度は矯正し、堆肥など有機質を投入するとともに、溶性 リン酸肥料を使用する。

・重粘土壌 排水、通気性ともに悪く、そのままの抗態で化学肥料の多量投入は濃度障

害になる。暗きょ排水や土壌改良を行った後、有機質肥料を投入する。

-腐植を含む層の厚さがlOcm以下のような土壌では、物理性が良好でも、肥料によって根

傷みを起乙す要因となるので、有機質肥料、固形肥料等がよい。

7-4-3 濯水・除草 ・清掃

水分は、樹木の養分吸収や生長1<::不可欠の要素である。 土援かす乾燥しないように点検

し、適宜濯水をする。

除草や清掃は、樹木の健全な生育を促し、地域の美化のためにもなるので、乙れを怠

つてはならない。

〔解 説〕

(I) 濯71<1<::は、植栽後の養生潜水と干ばつ時の潜水とがある。北海道は、本州のように梅雨

がなく、春から夏にかけて晴天の日が続き、降雨が少ないため、春1<::植栽した樹木lとは特

に注意を要する。

(2) 潜水方法は、給水車で一本一本濯水していく方法が一般的に行われているが、面積が広
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い場合や貴重樹木に対しては定置配管によって潅水する場合もある。

(3) 濯水は、早朝もしくは夕刻IC行い、日中はさける。樹木の根元に十分浸透するように、

水をたっぷり与える。また、 一回限りの濯水とせず、数日おきに、十分な降雨があるまで

続けなければならない。

(4)除草は、美観維持、低木の被圧防止、土壌養分吸収防止、 病虫害発生防止、環境衛生等

を目的として行われる。初期駆除を心がけて、開花結実による雑草の分布拡大を防ぐこと

が大切である。

削 除草の方法には、機械によって刈込む方法と、人力による方法とがある。狭少な部分や

傾斜地では、肩掛式刈払機を使用する乙とが多い。人力ICよる方法には、根張りの弱い雑

草を対象とする抜取り法、根張りの強い雑草IC対する掘取り法、抜取りゃ掘取りが難しい

場合や、雑草を芝生として利用する場合の刈取りi法などがある。

(6) 北海道の道路の路傍IL出現しやすい雑草は、 図7-13のとおりである。

図7ー 13 路傍に出現しやすい雑草と出現時期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

融雪 春暖 高温 降霜 降雪

土壌融解 低温

O O 
ヒメスイノミ オオヨモギ

シロツメグサ オオイタドリ

コヌカグサなど ブタクサ

セイタカアワダチソウなど

O O 
セイヨウタンポポ ノ、コJ丈

スス'メノカタビラ カタノイミ

ノミノフスマ

ミチヤナギなど
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